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第11回 極 域 生 物 シ ン
プ ロ グ ラ ム







会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂










2.　 'Annual　 transport　 of　 phytoplankton　and　 particles　 through　 Bering　 Strait
(10:25～10:40)
　　　　　　 C.　 D.　 Wirick　 (Brookhaven　 Natl　 Lab.)
3.北 極海 海氷域 に おけ る基 礎生産 とエネル ギー移 動 の時系列 的変動 の研究
(PREFLA計 画)(10:40～1055)
福地 光男,星 合孝 男,内 藤靖彦,谷 村 篤(極 地 研)、
松 田 治(広 島大)、 服部 寛(北 海道東 海大)、
　　　　　　V.　Alexander,　 P.　McRoy　 (Univ.　 Alaska)
4.1988年ISHTAR第4次 航 海 に おける動 物 プ ランク トン調 査
(10:55～1110)
谷村 篤(極 地研)、 服部 寛(北 海道東 海大)、
福地 光 男(極 地研)、 松 田 治(広 島大)、
内藤 靖彦,星 合孝 男(極 地研)、 　 P.　McRoy　 (Univ.　 Alaska)
5.北 部ペー リング海 に おけ る沈降粒 子 と懸濁粒子 変動 の連続観 測(1988年 夏)
(11:10～11:25)
佐 々木 洋(東 北 大)、 服 部 寛(北 海道 東海 大)
松田 治(広 島大)、 谷村 篤,福 地光男,内 藤靖彦,星 合 孝男(極 地 研)、








小城春雄(北 大)、 丸山直樹(東 京農工大)、
岡 奈理子(山 階鳥研)、 野村秀之(東 京農工大)
7.三 陸沖における ミズナギ ドリ類の分布
小城春雄(北 大)







8.ペ ンギ ン研 究 の動 向(第1回 国 際 ペ ンギ ン会議 よ り)(13




秋山美希子(日 本女子大)、 浅賀朋宏(東 水大)、
内藤靖彦,綿 貫 豊(極 地研)、 奥村 浩(日 本女子大)
:00～14:15)
10.キ タ ゾ ウ ア ザ ラ シ(1988)の 繁 殖 期 後 に お け る 長 期 、 連 続 、 深 潜 水 行 動 の 解 析
(14:15～14:30)
浅 賀 朋 宏(東 水 大)、 内 藤 靖 彦(極 地 研)、





11.タ ラ 科 魚 類3種 、 マ ダ ラ、 コ マ イ 、スケ トウダ ラの繁殖行動 の比 較
(14:45◎v15:00)
桜井泰憲,陳 二郎(北 大)
12.コ マイ の卵発生、 醇化 に及ぼす 水温、 塩分 濃度 の影響(15:00～1515)
陳 二 郎(北 大)、 金丸信 一(北 水研)、 桜井泰憲(北 大)
13.コ マイ の腎組織 とその寒 冷適応(15:
北 川友 理子,小 川瑞穂(埼 玉 大)、 福地光 男(極 地研)
15～15:30)





14.JARE-28で 　10-foot　 IKPT　 によ り採集 され た中層性 魚 類
(16
岩見 哲夫(東 京家 政学 院大)、 窪 寺恒己(科 博)
15.シ ョウワギ スの水 槽 内産 卵行動 に ついて(16
金銅 義 隆,榊 原 茂,鳥 羽 山照夫(鴨 川 シー ワー ル ド)
星合 孝 男(極 地 研)





1　7.　 Regulsrities　of　 seasonal　 changes　 in　 intertidal　 blota　 of'the　 boreal　 zone
and　 the　 role　 of　 ice　 cover　 as　 an　 ecological　 factor　 (1　 6:　 45ノ ∨17:00)
　　　　　　0.　 G.　 Kussakin　 (USSR　 Academy　 of　 Sciences)
18.JARE-26に よ って ビー ム トロールで採集 され た クチキ レエ ビス ガイ科 と ヒゲ
マ キナ ワボ ラ科 の分類学 的研究(17:00～17:15)





座 長 福地光 男(極 地研)
19.1987/88年 鯨 類捕獲調 査で 得 られ た水温(XBT)デ ー タの解析
(10:00～10:15)
永延 幹 男(海 洋水産 資源 開発 セ ンター)、 嶋本孝平(ア ジア航 測技研)、
加 藤秀 弘(遠 水研)
20.南 大 洋 の114'E線 沿い にお け る海洋 構造の特 徴(10:15～10:30)
永 延幹 男(海 洋水産 資源 開発 セ ンター)
21.　 ENSOと 南極 系水(序 報)(10:30～10:45)
福 岡二 郎(新 日本 気象)、 三 宅秀男(北 大)、 福地 光男(極 地研)
22.南 大洋 にお け る栄養 塩の分布(10:45～11:00)
福井 深(清 水市 環境部)、 小牧勇蔵(遠 水 研)、 岡 部史郎(東 海大)
討論(11:00～11:15)
珊.一 次生産(11:15～12:30)
座 長 谷 口 旭(東 北大)■
23.冬 期サ ロマ湖の湖底付近に見 られ る微細藻類群集(11:15～11:30)
佐藤博雄(東 水大)、 山口征矢(埼 玉大)、 渡辺研太郎(極 地研)
有賀祐勝(東 水大)
24.結 氷期 のサ ロマ湖 におけ る沈 降粒 子量 の変 動 一粒 子中 のス テ ロー ル成 分 について
(11:30～11:45)
山口 敏康,佐 々木 洋(東 北大)、
渡辺 研太郎,谷 村 篤,福 地光 男(極 地 研)
25.好 冷性 南極海産 珪藻 の代謝 の研究 一同化炭素 の ゆ くえ 一
(11:45N12:00)
片 平 理子(東 京家 政学院大)、 富永裕 之(名 大)、
富永 典子(お 茶 の水女子大)
26.南 極 海 産海藻類 の生 理生態(12:00～12:15)
大野 正夫(高 知大)
言寸論(12:15～12:30)
～ ～～～ 昼食 ～ ～～～(12:30～14:00)
4
田,動 物 プラン ク トン/マ イ ク ロネク トン(1)(14:00～15:15)
座長 上 真一(広 島大)
27.南 極 海 エ ン ダ ビ ー ラ ン ド沖 の 海 氷 下 よ り 採 取 さ れ た オ キ ア ミ　 E.　 superba　 の 代 謝
活 性 と 体 成 分
(14:00～14:15)
池 田 勉(日 水 研)　 、　 R.　 Kirkwood　 (Antarctic　 Division,　 Australia)
28.オ キア ミお よび ミン ククジ ラ漁 場 か らみ たナ ンキ ョクオキア ミの分布
(14:15^〆14:30)
一井 太 郎(遠 水研)
29.ナ ンキ 。クオキア ミにお ける重金属 蓄積 の成 長段 階 ・雌雄 に よる影響
(14:30～14:45)
山本 義志,本 田克 久,立 川 涼(愛 媛大)、 遠藤宣成(遠 水 研)
3　0.　 Pelagic　 amphipod　 (Amphipoda:Hyperiidea)　in　 Scotia Sea　 and　 adjacent　 area-1
(14:45^プ15:00)
　　　　　 　Kwang-11　 Yoo,　 Seung-Mln　 Choe　 (Hanyang　 Univ.)
討論(15:00～15:15)
～～～ ～ 休憩 ～ ～～ ～(15:15～15:45)
1X,動 物 プラン ク トン/マ イ クロネ ク トン(ll)(15:45～16:45)
座長 池 田 勉(日 水研)
31.昭 和基 地周辺定 着氷下 に おけ る　Metridia　 erlachei　 の季節 分布
(15:45"'…"16:00)
山田 智,箕 田 嵩(北 大)、
福地 光男,谷 村 篤,星 合孝男(極 地研)
32.ガ マクチ型 ノルパ ックネ ッ トの試作 と北太平洋、 ベー リング海及 び アラス カ湾 にお
け る野 外調査へ の応用 例(16:00～16:15)
河村 章人(三 重大)
33.1987年 深海 丸 に よりグ リー ン ラン ド海域 か ら採集 され た頭足 類
(16:15～16:30)
奥谷 喬司(東 水大)、 窪 寺恒己(科 博)、






座長 伊 野良夫(早 大)
34.南 極陸 水域 の藻類相 の研究m.ゆ き どり沢(10:00～10:15)
小國 昭信(神 戸常 盤短大)、 高橋 永治(神 戸大)
35.南 極 ラ ング ボブデ雪鳥沢 か ら得 られ た藍 藻被 の形 態特 性 と群 集 種構 成
(10:15～10:30)
清水 晃(奈 良 女大)、 高橋 永治(神 戸大)、
木村 憲司(前 沢工業)、 綿貫 知彦(神 奈 川県 衛生研)
36.氷 河 に生育 す る藻類 ・バ クテ リア によ る汚層(年 層)及 び表 面粒 泥形成 につ いて
(1σ:30～10:45)
幸 島 司郎(京 大)、 秋山 優(島 根大)
37.西 オ ン グル大池 の予備 的調査(10:45～11:00)
大 山佳邦(極 地研)、 森本健 司(九 大)
討論(11:00～11:15)
XI.　 陸上生物(ll)(11:15～12:15)
座長 福 田弘 己(北 大)
38.南 極　Beacon　 Supergroup　 sandstone　 にお ける　endolithic　 microbial　 communities
の有機 地球 化学 的研究(11:15～11:30)
松本 源喜,綿 抜邦彦(東 大)、 　 E.　1.　Friedmam　 (Florida　 State　 Univ.)
39.南 極 バ ンダ湖 よ り分離 した微生物 の諸性 質(11:30～11:45)
長島 秀行,西 川 二郎(理 科大)、 松 本源喜(東 大)、 飯 塚 廣(理 科大)
40.南 極 の陸水 堆積物 中の生物 遺体 と その 関連 物質(11:45～12:00)
秋 山 優,林 正久(島 根大)、 松本 源喜(東 大)、 三 浦 清(島 根 大)
討論(12:00～12:15)
～～ ～～ 昼食 ～～ ～～(12:15～18:15)
x　ll.　ポス 歩一 セ ッシnン(13:15～14:15)
6
xm.　 陸 上 生 物(m)(14:15～15:30)
座 長 秋 山 優(島 根 大)
　 4　1.　 The　 process　 of　 colonisation　 in　 Antarctic　 terrestrial　 and　 freshwater
ecosystems(14:15^Nt14:30)
　　　　　　　　J.　 C.　 Ellis-EYans,　 D,　 W.　 H,　 Walton　 (British　 Antarctic　 Survey)
　 4　2.　 Microbial　 ecology　 in　mineral　 soils　 from　 Antarctica:　 The　 bacterial
　　　　　　 population　 and　 its　 activity　 in　 relation　 to　organic　 nutrients
(14:30～14:45)
H.　 Bδ1ter　 (Univ.　 Kiel)
　 43.　 Characterisation　 of　 plasmids　 from　 Antarctic　 bacteria
(14:45～15:00)
　　　　　　　　S.　 Shivaji,　 M,　 K.　 Ray,
　　　　　　　　P.　 M.　 Bhargava　 (Centre　 for　 Cellular　 &　Molecular　 Biology,　 Endia)
　 4　4.　 Ornithocoprophilous　lichens　 of　 the　 Arctic　 and　 Antarctic　 region
(15:00・ ・v15:15)
　　　　　　　　M.　 Olech　 (Jagiel】onian　 Univ.,　 Poland)
討 論(15:15～15:30)
～ ～ ～ ～ 休 憩 ～ ～ ～ ～(15:30～16:00)
X　IV.　 陸 上 生 物(IV)(16:00～17:30)
座 長 田 村 浩 志(茨 城 大)
45.雪 鳥 沢 に お け る ダ ニ 目3種 の 分 布(16:00～16:15)
菅 原 裕 規(北 大)、 大 山 佳 邦(極 地 研)、 福 田 弘 巳(北 大)
46.南 極 産 ク マ ム シ 一 種 の 耐 凍 性(16:15～16:30)
丹 野 皓 三,菅 原 裕 規,福 田 弘 巳(北 大)、 大 山 佳 邦(極 地 研)
座 長 高 橋 永 冶(神 戸 大)
47.南 極 昭 和 基 地 周 辺 に お け る 蘇 類 植 生 成 立 の 土 地 的 条 件1
持 田 幸 良(東 北 大)(16:30～16:45)
48.南 極 に お け る醜 類 の 光 合 成 測 定(16:45～17:00)
伊 野 良 夫(早 大)、 神 田 啓 史,大 谷 修 司(極 地 研)
49.冷 凍 保 存 し た 南 極 産 地 衣 類 か ら の 組 織 培 養(17:00～17:15)
吉 村 庸,黒 川 禎 子(高 知 学 園 短 大)、 神 田 啓 史(極 地 研)
討 論(17:15～17:30)'













ポ ス ター はシ ンポ ジウム期 間 中、6Fラ ウンジに展示 されます。
・ ・ ・ …A.海 洋 生 物 ・ ・ ・ …
G,,zi,g　 ,,te　 and　 parti,le　 size　 ,electi。n　 b,　 Di、ph,',。ec・ 唖f…　 th・
seaice　 of　 Lake　 Saroma,　 Hokkaido
　　H.　 」.　Marchant　 (Antarctic　 Division,　 Australia)
Fauna　 and　 ecology　 of　 euphausilds　 larvae　 off　 the　 Antarctic　 peninsula　 and
adjacent　 waters
　　R.　 R.　 Makarov,　 L.　 L.　 Menshenina,　 V.　 A.　 Spiridonov　 (VNIRO,　 USSR)
The　 distribution　and　 abundance　 of　 Adelie　 Penguins　 breeding　 in　 Prydz　 Bay,
Antarctica
　　M.　 D.　 Whitehead,　 G.　 W.　 Johnstone　 (Antarctic　 Division,　 Australia)
ノ ー ト ン サ ウ ン ド の 繁 殖 地 に お け る ウ ミ ガ ラ ス と ミ ツ ユ ビ カ モ メ の 日 周 活 動 性
綿 貫 豊,内 藤 靖 彦(極 地 研)、 　 P.　 McRoy,　 J.　 Schauer　 (Univ.　 Alaska)
・ ・ ・ …B.陸 上 生 物 ・ ・ ・ …
Phosphates　 of　 ornithogenic　 soils　 in　 Maritime　 Antarctic
　　A.　 Tatur　 (lnstitute　 of　 Ecology,　 Poland)
The　 annual　 cycle　 of　 bacterial　 numbers　 at　 an　 inshore　 site　 near　 the
Antarctic　 Continent
　　R.　 C.　 Garrick,　 J.　 A.　 E.　 Gibson,　 H.　 R.　 Burton　 (Antarctic　 Division,
　　AUStralia)
Maritime　 Antarctic　 soils　 -　A　 framework　 for　 future　 research
　　D.　 W.　 H.　 Walton,　 V.　 Juneman　 (British　 Antarctic　 Survey)
Microbial　 colonization　 processes　 in　 Antarctic　 fellfield　 soils
　　D.　 D.　 Wynn-Williams　(British　 Antarctic　 Survey)
Plant　 community　 dynamics　 in　 Wilkes　 Land,　 Antarctica
　　R.1.　 Lewis-Smith　 (British　 Antarctic　 Survey)
Micro'-invertebrate　community　 structure　 within　 a　 maritime　 Antarctic　 lake
　　S.　 」.　Mcinnes,　 J.　 C.　 Ellis-'Evans　 (British　 Antarctic　 Survey)
8
The Eleventh Symposium on Polar Biology
Programme
Monday, 12 December - Wednesday, 14 December, 1988
                  at 
National Institute of Polar Research 
         (Host Institution)
                      Monday, 12 December, 1988 
Registration Auditorium (6th Floor) (9:00 - 
Opening Remark:  Hoshiai,  T (NIPR) (10:00 - 10:10)
I. Japan - U.S. Arctic Marine Cooperative Study (10:10 - 11:45) 
    Chairman: Naito,  Y (NIPR) 
 1. Inner Shelf Transfer and Recycling (ISHTAR) program 
    Hoshiai,  T  .(10:10 - 10:25) 
 2. Annual transport of phytoplankton and particles through Bering Strait 
    Wirick, C D (10:25 - 10:40) 
 3. Temporal variability of primary production and energy flow in Arctic 
    sea ice area (PREFLA project) 
         Fukuchi, M; Hoshiai,  T; Naito, Y; Tanimura, A; Matsuda, 0; 
         Hattori, H; Alexander, V and McRoy, P 
                                              (10:40 - 10:55) 
 4. Zooplankton investigation on  ISHTAR 1988 Leg IV 
         Tanimura, A; Hattori, H; Fukuchi, M; Matsuda, 0; Naito, Y; 
         Hoshiai,  T and McRoy, P 
                                                (10:55 - 11:10) 
 5. Consecutive observations of downward flux and suspended particles in 
    the northern Bering Sea in summer 1988 
         Sasaki, H; Hattori, H; Matsuda, 0; Tanimura, A; Fukuchi, M; 
         Naito, Y; Hoshiai, T; Tripp, R and McRoy, P 
                                                (11:10 - 11:25)
  Discussion --- (11:25 - 11:45)
II. Predator (I) (11:45 - 12:15) 
    Chairman: Okumura, H (Japan Women's Univ) 
 6. Historical changes of Streaked Shearwater population on Oshima Ooshima 
    Island 
         Ogi, H; Maruyama, N; Oka, N and Nomura, H 
                                                (11:45 - 12:00) 
 7. Distribution of shearwaters off the Sanriku Districts in northern Japan 
        Ogi, H 
                                                (12:00 - 12:15)
  Lunch Time (12:15 13:45)  
- I
III. Predator (II) (13:45 -14:45) 
    Chairman: Ogi, H (Fac Fish, Univ Hokkaido) 
• 
 8. The tendency of Penguin Biology - A memoir of the 1st International 
    Conference of Penguins  - 
         Aoyanagi, M and Ueda, K 
                                               (13:45 - 14:00) 
 9. Diving behavior of Adelie penguin  (Pygoscelis adeliae), Langhovde, 
    Syowa Station -- Effect of weather condition on its diving depth 
         Akiyama, M; Asaga, T; Naito, Y; Watanuki,  Y and Okumura, H 
                                              (14:00 - 14:15)
 10. Analysis of long, continuous, deep diving behavior of northern 
    elephant seal 
        Asaga, T; Naito, Y; Le Boeuf, B J and Huntley, A C 
                                               (14:15 - 14:30) 
  Discussion --- (14:30 - 14:45)
IV. Fish/Benthos (I) (14:45  - 15:30) 
    Chairman: Nishiyama,  T (Tokai Univ, Sapporo) 
 11. Comparison of reproductive behaviour in three Pacific gadid fishes, 
    Pacific cod, saffron cod and walleye pollock 
         Sakurai,  Y and Chen, A 
                                               (14:45 - 15:00) 
 12. Influence of temperature and salinity on egg development and hatching 
    of saffron cod 
         Chen, A L; Kanamaru, S and Sakurai,  Y 
                                               (15:00 - 15:15) 
 13. On the kidney of the saffron cod,  Eleginus  gracilis and its cold 
    adaptation 
         Kitagawa, Y; Ogawa, M and Fukuchi, M 
                                              (15:15 - 15:30) 
  Tea Break (15:30 16:00)   
V. Fish/Benthos (II) (16:00 - 17:30) 
    Chairman:  Hoshiai,  T (NIPR) 
 14. Mesopelagic fishes collected with 10-foot IKPT in the JARE-28 cruise, 
         Iwami, T and Kubodera, T 
                                             (16:00 - 16:15)
1987
2
15. Spawning behavior of the Antarctic fish, Trematomus bernacchii, in
captivity 
    Kondo, Y; Sakakibara, S; Tobayama,  T and Hoshiai,T 
(16:15 - 16:30)
16. Some isopod crustaceans from the Antarctic Seas 
        Gamo, S 
                                              (16:30 - 16:45) 
17. Regularities of seasonal changes in intertidal biota of the boreal zone 
   and the role of ice cover as an ecological factor 
        Kussakin, 0 G 
                                               (16:45 - 17:00) 
18. Taxonomic studies of family Scissurellidae and family Trichotropidae 
   (Mollusca: Gastropoda) collected with a beam-trawl by JARE-26 (1984/85) 
        Numanami, H; Okutani,  T and Hoshiai,  T 
                                               (17:00 - 17:15) 
  Discussion --- (17:15 - 17:30)
                     Tuesday, 13 December, 1988 
VI. Environment (10:00 - 11:15) 
    Chairman: Fukuchi, M (NIPR) 
19. Analysis of Temperature (XBT) Data in the Feasibility Study on 
    Southern Minke Whale in 1987/88 
         Naganobu, M; Shimamoto, K and Kato, H 
                                                (10:00 - 10:15) 
20. Characteristics of Oceanic Structure along  114°E in the Southern Ocean 
         Naganobu, M 
                                                (10:15 - 10:30) 
21. Relationship between ENSO and Southern Ocean waters (preliminary 
    report) 
         Fukuoka, J; Miyake, H and Fukuchi, M 
                                                (10:30 - 10:45) 
22. Nutrient distributions in the Southern Ocean 
        Fukui, F; Komaki,  Y and Okabe, S
                                                (10:45 - 11:00) 
  Discussion --- (11:00 - 11:15)
VII. Primary Production (11:15 - 12:30) 
    Chairman: Taniguchi, A (Tohoku Univ)
 -  3  --
23 Observation of benthic microalgal assemblage under sea ice in Lake
Saroma, Hokkaido 
    Satoh, H; Yamaguchi, Y; Watanabe, K and Aruga,  Y









Variability in sterol flux in the ice—covered Saroma Lake, Hokkaido, 
Japan 
    Yamaguchi,  T; Sasaki, Y; Watanabe, K; Tanimura, A and Fukuchi, M 
                                            (11:30 — 11:45)
Studies on metabolism of psychrophilic marine diatom isolated from the 
Antarctic Ocean — Distribution of assimilated carbon  — 
    Katahira, R; Tominaga, H and Tominaga, N 
                                            (11:45 — 12:00) 
Physiological ecology of Antarctic seaweeds 
    Ohno, M 
                                            (12:00 — 12:15) 
Discussion --- (12:15 — 12:30) 
  Lunch Time (12:30 14:00)  
. Zooplankton/Micronekton (I) (14:00 — 15:15) 
Chairman:  Ue,  S (Hiroshima  Univ) 
Metabolism and body composition of the Antarctic krill Euphausia  
superba collected from under the pack—ice, off Enderby Land, Antarctica 
     Ikeda, T and Kirkwood, R 
                                            (14:00 — 14:15) 
Distribution of antarctic krill derived from krill fishing and minke 
whaling data 
     Ichii, T 
                                            (14:15 — 14:30) 
Effect of the growth stages and sex on heavy metal accumulations in 
Antarctic krill (Euphausia superba) 
     Yamamoto, Y; Honda, K; Tatsukawa, R and Endo, Y 
                                            (14:30 — 14:45)
Pelagic amphipod (Amphipoda: Hyperiidea) in Scotia Sea and adjacent 
 area —I 
     Yoo, K and Choe, S 
                                            (14:45 — 15:00) 
Discussion --- (15:00 — 15:15) 
  Tea Break (15:15 15:45)  
 -  4  -
IX. Zooplankton/Micronekton (II) (15:45 - 16:45) 
    Chairman: Ikeda,  T (Japan Sea Reg Fish Res Lab) 
31. Seasonal abundance of Metridia  qerlachei under fast ice near Syowa 
    Station, Antarctica, from January 1982 to January 1983 
         Yamada, S; Minoda,  T; Fukuchi, M; Tanimura, A and Hoshiai,  T 
                                                (15:45 - 16:00)
32. Performance of Palumbo-Chun-Petersen type closing Norpac net and its 
    application to field study in northern North Pacific, Bering Sea and 
    Gulf of Alaska 
          Kawamura, A 
                                                (16:00 - 16:15) 
33. Cephalopods collected from the Greenland waters by  the-R/V Shinkai-
    Maru in 1987 
         Okutani,  T; Kubodera,  T and Yatsu, A 
                                                (16:15 - 16:30) 
  Discussion --- (16:30 - 16:45)
 -- Symposium Reception (6F Launge) (17:30 - 19:00)
Wednesday, 14 December, 1988
X. Terrestrial and Freshwater Biology (I) (10:00 - 11:15) 
    Chairman:  Ino,  Y (Waseda Univ) 
34. Floristic studies on algae from inland waters near Syowa Station,     A
ntarctica III. Yukidori Valley 
        Oguni, A and Takahashi, E 
                                                (10:00 - 10:15) 
35. Structural features and community species compositions of 
    cyanobacterial mats obtained from Yukidori Valley, Langhovde Antarctica 
         Shimizu, A; Takahashi, E; Kimura, K and Watanuki,  T 
                                                (10:15 - 10:30) 
36. Formation of dirt layer and surface mud-like granule by micro-plant 
    growth in some glaciers 
        Kohshima, S and Akiyama, M 
                                               (10:30 - 10:45) 
37. A preliminary survey of Lake Oike 
         Ohyama, Y and Morimoto, K 
 (10:45  -  11:00)
5
Discussion (11:00 - 11:15)
XI. Terrestrial and Freshwater Biology (II) (11:15 - 12:15) 
    Chairman: Fukuda, H (Hokkaido Univ) 
38. Organic geochemical study of endolithic microbial communities in 
     Beacon Supergroup sandstone, Antarctica 
          Matsumoto, G I; Watanuki, K and Friedmann E I 
                                                (11:15 - 11:30) 
 39. Characterization of microorganisms isolated from Lake Vanda in Antarctica 
          Nagashima, H; Nishikawa,  J; Matsumoto, G I and  Iizuka, H 
                                                (11:30 - 11:45)
 40. Plant remains and related substances found in an Antarctic lake 
     sediments 
          Akiyama, M; Hayashi, M; Matsumoto, G I and Miura, K 
                                               (11:45 - 12:00) 
  Discussion --- (12:00 - 12:15)
  Lunch Time (12:15 13:15)  
XII. Poster Session (6F Launge) (13:15 - 14:15) 
XIII. Terrestrial and Freshwater Biology (III) (14:15 - 15:30) 
     Chairman: Akiyama, M (Shimane Univ) 
 41. The process of colonisation in Antarctic terrestrial and freshwater 
      ecosystems 
          Ellis-Evans, J C and Walton, D W H 
                                              (14:15 - 14:30) 
 42. Microbial ecology in mineral soils from Antarctica: The bacterial 
     population and its activity in relation to organic nutrients 
 !Miter, M 
                                               (14:30 - 14:45) 
 43. Characterisation of plasmids from Antarctic bacteria 
         Shivaji, S; Ray, M K and Bhargava, P M 
                                               (14:45 - 15:00)
 -  6  -
44. Ornithocoprophilous lichens of the Arctic and Antarctic region 
        Olech, M                                                (15
:00 - 15:15)
Discussion --- (15:15 - 15:30) 
  Tea Break (15:30 16:00)  
XIV. Terrestrial and Freshwater Biology (IV) (16:00 - 17:30) 
    Chairman: Tamura,  H (Ibaraki Univ) 
45. Distribution of three Acari species in Yukidori Valley, Langhovde 
         Sugawara, H; Ohyama, Y and Fukuda, H 
                                                (16:00 - 16:15) 
46. Frost-resistance of the Tardigrade in Antarctic Region 
         Tanno, K; Sugawara, H; Ohyama,  Y and Fukuda, H 
                                                (16:15 - 16:30) 
    Chairman: Takahashi, E (Kobe Univ) 
 47. Ground conditions of the habitat for moss vegetation at some sites 
    near Syowa Station, East Antarctica. 1 
         Mochida,  Y 
                                                (16:30 -  16:45) 
 48. Measurments of photosynthesis of mosses in Antarctic 
 Ino,  Y; Kanda, H and Ohtani, S 
                                                (16:45 - 17:00) 
 49. Tissue cultures of some Antarctic lichens preserved in the refrigerator 
          Yoshimura, I; Kurokawa, T and Kanda, H 
                                                (17:00 - 17:15)
Discussion --- (17:15 - 17:30)
Closing Remark:  Hoshiai, T (NIPR) (17:30 - 17:40)
 7  -
  POSTER SESSION   
Posters will be put up on panels in the auditorium launge (6F) during the 
Symposium.
A. Marine Biology 
  1. Grazing rate and particle size selection by  Diaphanoeca  qrandis from 
    the seaice of Lake Saroma, Hokkaido 
         Marchant, H J 
 2. Fauna and ecology of euphausiids larvae off the Antarctic peninsula and 
     adjacent waters 
         Makarov, R R; Menshenina, L L and Spiridonov, V  A 
 3. The distribution and abundance of Adelie penguins breeding in Prydz 
     Bay, Antarctica 
         Whitehead, M D and Johnstone, G W 
 4. Daily activity patterns of Common Murres and Black-legged Kittiwakes at 
    the breeding colony in Norton Sound, Alaska 
         Watanuki, Y; Naito, Y; McRoy, P and Schauer, J
B. Terrestrial and Freshwater Biology 
 5. Phosphates of ornithogenic soils in Maritime Antarctic 
          Tatur,  A,
6. The annual cycle of bacterial numbers at an inshore site near the 
   Antarctic Continent 
        Garrick, R C; Gibson, J A E and Burton, H R 
7. Maritime Antarctic soils - A framework for future research 
        Walton, D W H and Juneman, V 
8. Microbial colonization processes in Antarctic fellfield soils 
        Wynn-Williams, D D 
9. Plant community dynamics in Wilkes Land, Antarctica 
        Lewis-Smith, R I 
10. Micro-invertebrate community structure within a maritime Antarctic lake 
        Mcinnes, S J and Ellis-Evans, J C
 —  8—
第日 極域生物シンポジウム
講 演 要 旨
(A.口 頭発表)
1ISHTAR計 画
星 合 孝 男(極 地 研)
Inner　 Shelf　 Transfer　 and　 Recycling　 (ISHTAR)　 program
T・　 Hoshiai　 《NIPR)
ISHTAR　 (Inner　 Shelf　 Transfer　 and　 Recycling　 in　 the　 Bering-Chukchi　Seas) is　 a
research　 proゴect　 to　 investigaヒe　 physica1,　 chemical　 and　 biological　 processes
in　 the　 water　 which　 passes　 through　 Berinq　 Strait.　 Results　 of　 ISHTAR　 are
expecヒed　 to　 contribuヒet二〇t二he　 clarificaヒion　of　 the　 mechanism　 of　 high
biological　 productivity　inヒhe　 norヒhern　 Bering　 Sea.　 This　 proゴect　 began　 in
1983　 and　 will　 be　 cont二inued　 t二hrough　 1990.　 Core　 persons　 of　 the　 project　 are
Drs.　 C.　 P.　 McRoyr　 J.　 J.　 Walsh,　 1、.　K.　 Coachman　 and　 J.　 J.　 Goering.　 We　 take
part　 ヒhe　 proゴect　 to　 investigaヒe　 the　 seasonaliヒy　 and　 transfer　 process　 of
primary　 production　 in　 conjunction　 wiセh　 informat二ion　 obt二ained　 by　 us　 in　 the
Anヒarcヒic.
　 lSHTAR　 (lnner　 Shelf　 Transfer　 And
Recycling　 in　 the　 Bering-Chukchi　 Seas)
は 、(1)ベ ー リ ン グ 海 峡 か ら チ ャ ク チ 海 へ 流 入
す る 水 塊 に 対 す る ベ ー リ ン グ 海 か ら 付 加 さ れ
る 栄 養 塩 量 、(2}セ ン ト ロ ー レ ン ス 島 北 方 海 域
の 基 礎 生 産 、(3)チ ャ ク チ 海 で の 沈 降 粒 子 中 の
炭 素 の 挙 動 、{4)食 物 網 中 の エ ネ ル ギ ー 流 転 の
解 明 を 行 う こ と を 主 目 的 と し 、 合 わ せ て グ
リ ー ン ラ ン ド ー ス コ ッ ト ラ ン ド リ ッ ジ を 南 下
す る 北 極 海 水 の 化 学 的 性 質 を も 明 ら か に す る
こ と を 意 図 し て い る 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト で あ
る 。
C.　 P.　 McRoy　 博 士(ア ラ ス カ 大)が 研 究 代
表 者 で あ り 、　 」.　J.　 Walsh　 (南 フ ロ リ ダ 大
)　、　L.　 K.　 Coachman(ワ シ ン ト ン 大)、
■
J.　 J.　 Goering　 (ア ラ ス カ 大)の 諸 博 士 が 中
心 と な っ て い る 、 学 際 的 、 国 際 的 な 研 究 プ ロ
ジ ェ ク ト で あ る 。
ベ ー リ ン グ 海 が 生 産 性 の 高 い 海 域 で あ る こ
と は 良 く 知 ら れ て お り 、 特 に 陸 棚 域 に.は 水 産
資 源 と な る 生 物 を 含 め 、 魚 類 、 無 脊 椎 動 物 、
鳥 類 、 哺 乳 類 が 大 量 に 分 布 す る 。 当 然 、 海 洋
環 境 、 生 物 の 生 産 機 構 、 そ の 維 持 機 構 が 関 心
を 引 き 、 こ れ ま で に 多 く の 努 力 が な さ れ て き
た 。
最 近 、　 PROBES　 (Processes　 and　 Resources
on　 the　 Bering　 Sea　 Shelf)と い う 研 究 プ ロ
ジ ェ ク ト に 依 り 、 ベ ー リ ン グ 海 南 東 部 の 陸 棚
域 を 中 心 と し た 海 域 で の 海 洋 構 造 と 生 態 系 に
関 す る 研 究 が 行 わ れta　 。　 ISHTARは こ の ブ[1
ジ ェ ク トの 延 長 線 上 に 乗 る も の と 理 解 さ れ 、
ベ ー リ ン グ 海 北 方 海 域 か ら チ ャ ク チ 海 へ か け
て の 生 物 生 産 と 海 洋 環 境 と の 関 係 が 解 明 さ れ
る 。 さ ら に　 1SHTARは7年 に 亘 る 調 査 研 究 か
ら 、 ベ ー リ ン グ 海 を 北 上 す る 水 塊 の 諸 性 質 の
季 節 変 化 、 年 次 変 動 の 解 明 を 行 う 可 能 性 を も
視 野 の 中 に 入 れ て い る 。
あ
我 々は 、南極 海 で行 って きた、基 礎生 産 のあ
り方 を 中心 と し た研 究 で得 られ た知 見 を基
に 、北 半球 高緯度 海域 での生 物生 産 の特 性を
明 らか にす る ととも に、南北 の比 較 を も試み
たい と考 え、 アラス カ大学海 洋研 究所 とめ共
同 研究 を進 めて お り、　1SHTARへ の参 加 はその
一 環で あ る。
一1一
2ANNUAL TRANSPORT OF PHYTOPLANKTON AND PARTICLES THROUGH 
BERING STRAIT
Creighton WIRICK 
Oceanographic Sciences Division, Building 318 
Brookhaven National Laboratory 
Upton, New York 11973, U.S.A.
     Oceanographic measurements made from 1985-1988 using 
moored fluorometers, transmissometers
, and current meters 
indicate seasonal and event scale variations in the transport 
of phytoplankton and particles through Bering Strait. During 
summer high standing stocks of phytoplankton develop north of 
St. Lawrence Island, are transported north through the 
western portion of Bering Strait and sink to the sea floor in 
the Chukchi Sea. Most of the summer phytoplankton production 
between St. Lawrence Island and Bering Strait occurs along 
narrow hydrographic fronts, which separate nutrient rich 
Anadyr Water from nutrient poor Bering Shelf Water to the 
east and Siberian Coastal Water to the west. Light 
transmission and fluorescence measurements made during the 
winter of 1986-87 indicate most of the annual particle 
transport through Bering Strait occurs during winter.
 —2—




福 地 光 男,星 合 孝 男,内 藤 靖 彦,谷 村 篤(極 地 研)・ 松 田 治(広 島 大)・
服 部 寛(北 海 道 東 海 大　)　、　 V.　 Alexander,　 P.　 McRoy　 (ア ラ ス カ 大)
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the　 open　 waters　 and　 ヒhe　 oヒher　 in　 ヒhe　 shore・
は じ め に
「北 極 海 海 氷 域 に お け る 基 礎 生 産 と エ ネ ル
ギ ー 移 動 の 時 系 列 的 変 動 の 研 究　(　PREFLA計
画)」 は 、 昭 和63年 度 よ り3ヶ 年 計 画 で 行 わ
れ る 科 学 研 究 費 ・海 外 学 術 研 究 で あ る 。 ア ラ
ス カ 大 学 海 洋 研 究 所 を 中 心 と し て 行 わ れ て い
る 「大 陸 棚 内 部 域 の 物 質 ・ エ ネ ル ギ ー の 移 流
と 循 環(lnner　 Shelf　 Transfer　 and　 Recycli
ng;　 1SHTARと 略)」 研 究 計 画 と 共 同 で 、 季 節
的 に 海 氷 に お お わ れ る 海 域 で あ ① 生 物 生 産 の
時 列 的 変 動 、 ② 底 層 へ の 物 質 と エ ネ ル ギ ー の
移 送 、 ◎ 分 解 過 程 の 動 態 、 ④ 動 物 プ ラ ン ク ト
ン の 役 割 、 さ ら に 、 ⑤ 海 鳥 ・海 獣 類 の 捕 食 動
態 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る(図1
)。 南 極 海 域 で 日 本 南 極 観 測 隊 を 中 心 に 行 っ
て き た バ イ オ マ ス 計 画 と の 比 較 研 究 で あ る 。
昭 和63年 度 野 外 調 査
1.　 ISHTAR-Leg　 I　航 海
(6月6日 ～6月28日)
ワ シ ン ト大 学 海 洋 学 部 研 究 船　Thomas　 G.
Thompson　 　に て 、 時 間 分 画 式 セ デ ィ メ ン ト ・
ト ラ ッ プ1基 を 、64-58.66N、169-10.36冒
(セ ン ト ロ ー レ ン ス 島 の 北 側)に 係 留 し 、8
日 毎 に 合 計12本 の サ ン プ ル(6月20日 ～9月
24日)採 集 を 開 始 し た 。
2.　 tSHTAR-Leg　 W航 海
(10月1日 ～10月21日)
カ リ フ ナ ル ニ ア 大 学 ス ク リ ブ ス 海 洋 研 究 所
研 究 船　 Thomas　 Washington　 　に て 、　 Leg　 Iで
の 係 留 ト ラ ッ プ を 回 収 し 、 同 地 点 に 新 た に ト
ラ ッ プ と ク ロ ロ フ ィ ル 計 測 ブ イ を 係 留 し た 。
他 に チ ュ ク チ 海 の68-19.94N、168-56.56W
`
に 同 じ 係 留 系 を 設 置 し た 。 回 収 は 翌 年8月 に
計 画 し て い る 。
3.海 鳥 ル ッ カ リ ー 観 察
7月18日 ～8月10日 、 ア ラ ス カ 、 ノ ー ト ン
サ ウ ン ド 、　Bluff　 に て 、 ウ ミ ガ ラ ス お よ び ミ
ツ ユ ビ カ モ メ の 捕 食 生 態 を 観 測 し た(本 シ ン
ポ ジ ウ ム 、 ポ ス タ ー 展 示 発 表)。
造;1ミ?e-t{.
Fig.　 1.　 S・h… 　 ti・ 　represent・ti・n　。f　J・panese　 Arctic
P.。gram　 ・Sea・ ・na1　 ・ari・ti… 　 f　p・imary　 p・。d・ ・ti?n
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PREFLA計 画 の 一 環 と し て 、1988年iSHTAR
(lnner　 Shelf　 Transfer　 and　 Recycling)第
4次 航 海 に 参 加 し 、 動 物 プ ラ ン ク ト ン 調 査 を
行 っ た 。 本 調 査 の 目 的 は 、 両 極 海 の 海 氷 に お
お わ れ る 海 域 に 特 有 な 基 礎 生 産 構 造(海 水 中
の 植 物 プ ラ ン ク ト ン お よ び 海 氷 中 の 微 小 藻
類)に 対 す る 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 摂 食 特 性 を
明 ら か に し'、 海 洋 の2次 生 産 者 と し て の 役 割
を 評 価 す る こ と で あ る 。 ま た 同 時 に 、 海 氷 の




Arctic　 Program　 on　 R/V　 Thomas　 Washington
ISHTAR　 Leg　 IV)
indicaヒe　 station　 numbers　 of　 CTD　 observations.
問 分 布 特 性 を も 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し
た 。
ISHTAR第4次 航 海 の 調 査 は 、R/VT.
Washington(　 ス ク リ ブ ス 海 洋 研 究 所 所 属)に
よ っ て 、10月1日 か ら21日 の 問 、 北 緯62度 か
ら69度 に か け て の 北 部 ベ ー'リ ン グ 海 お よ び
チ ャ ク チ ュ 海 の ア メ リ カ 合 衆 国 側 の 海 域 で 行
わ れ た 。 動 物 プ ラ ン ク ト ン 調 査 は 、 上 記 海 域
の う ちFig.　 1に 示 す16点 に お い て ノ ル バ ッ ク
ネ ッ ト に よ る 海 底 近 く か'ら 表 面 ま で の 鉛 直 採
集 お よ び4点 に お い て 極 地 研 が 開 発 し た 多 層
プ ラ ン ク ト ン 自 動 採 集 装 置　``　NIPR-M"　 に よ る
各 層 採 集 を 行 っ た 。 ま た 船 上 に お い て 動 物 ブ
ラ ン ト ン の ペ レ ッ ト 採 集 等 も 同 時 に 実 施 し
た 。 得 ら れ た サ ン プ ル は 現 在 解 析 中 で あ る の
で 、 本 シ ン ポ ジ ウ ム で は こ れ ら の 調 査 の 概 要
に つ い て 報 告 す る 。
Sヒations　 of　 observations　 done　 by　Japanese
(1988・








C。nsec、 七ive　 。bse,vati・ns　 ・f　d・w-d　 flux　 a・d　 susp・ 「id・d　P・ ・ti・1es
in七he　 northern　 Bering　 Sea　 in　 summer　 1988.
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北 部 ベ ー リ ン グ 海(ベ ー リ ン グ 海 峡 の 南 側
で セ ン ト ロ ー レ ン ス 島 の 北 側 の 海 域)に は,
底 棲 生 物 現 存 量 が 局 所 的 に 極 め て 高 い"}lot　 s
pot"と 呼 ば れ る 所 が あ る.こ れ ら の 生 物 群 は,
単 に こ の 海 域 の 基 礎 生 産 が 高 い こ と に 起 因 す
る の み な ら ず,ベ ー リ ン グ 海 南 部 か ら 流 れ 込
む 栄 養 塩 の 豊 富 な 海 水 中 で 増 殖 し た 植 物 プ ラ
ン ク ト ン が こ の 海 域 に 一 部 滞 る こ と も 一 因 と
さ れ て い る.そ こ で 演 者 ら は,米 国 の　 ISH↑A
R計 画(北 部 ベ ー リ ン グ 海,チ ャ ク チ 海 大 陸
棚 域 に お け る 物 質 循 環 と 輸 送 の 研 究)と 共 同
で,　 "Hot　 Spot"に お け る 海 底 へ の 有 機 物 粒 子
の 供 給 過 程 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て
観 測 を 行 っ た.
懸 濁 粒 子 と 沈 降 粒 子 の 季 節 変 動 を 調 べ る た
め に,連 続 採 集 が 可 能 な 採 水 装 置(30サ ン プ
ル)と セ デ ィ メ ン ト ト ラ ッ プ(12サ ン プ ル)
を1988年6月20日 か ら,同 年10月3日 ま で 吊 下
係 留 し,無 事 回 収 に 成 功 し た.係 留 系 の 吊 下
点 は,北 部 ベ ー リ ン グ 海 の キ ン グ 島 海 域(64-
59'N,169-09,U)で水 深49m.採 水 装 置 は20
m,ト ラ ッ プ は36mに 設 置 し た.係 留 系 吊 下 時
に は,小 型 セ デ ィ メ ン ト ト ラ ッ プ の24時 間 吊
下,各 層 採 水,ネ ッ ト に よ る 動 物 プ ラ ン ク ト
ン,ま た 回 収 時 に は 採 水 と ネ ッ ト採 集 を 行 ら
て い る.
得 ら れ た サ ン プ ル は 現 在 解 析 中 で あ る が,
最 終 的 に は,表 層 で 基 礎 生 産 の 主 体 と な る 植
物 プ ラ ン ク ト ン と,沈 降 粒 子 量 と の 質 的,量
的 な 違 い か ら,海 底 に 沈 積 す る 粒 子 の 中 で ど
の 程 度 が 現 地 性 で あ り,ま た 異 地 性 で あ る か,
な ど に つ い て 検 討 す る 予 定 で あ る.
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6渡島大島におけるオオミズナギドリ個体群の歴史的変遷
Historical　 changes　 of　 Streaked　 Shear冒atθr　 population　 on　 Oshi■a　 Ohshi■a　 Island
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rhe　 breeding　 Population　 of　 Streaked　 ShearNaters　on　 Oshi■a　 Ohshi■a　 Island　 has　 been
exploited　 for　 food　 and　 feathers　 since　 1905.　 The　 virgin　 population　 of　 the　 birds　 was
estimated　 more　 than　 a　 few　 hundred　 thousands　 but　 the　 present　 breeding　 birds　 are
less　 than　 120.　 Birding　 of　 the　 species　 was　 divided　 historically　nto t e　 followtng
three　 phases.　 (1)Co回mercial　harvesting　 Phase,　 1905-1935,　 (2)Non-co■ngrcial
harvesting　 phase,　 1929-1965.(3)No　harvesting　 phase,　 1966-present.　Sinc 　 the　 last
phase.　 there　 has　 been　 no　 indication　 of　 increasing　 the　 breeding　 population　 。f
Streaked　 Shearwaters　on　 this　 island.　 This　 must　 be　 caused　 by　 de6reasg　 of　 their　 fish
stocks　 and　 predatory　 pressures　 of　 the　 introduced　 ani■als　 such　 as　 rabitts　 and　 rats
(R_,　t_tus　 norve　 iCUS).
渡 島 大 島 は オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ の 日 本 に お け
る 最 北 端 の 繁 殖 地 で あ る。 本 年8月 に お け る
我 々 の 調 査 で は、 繁 殖 成 鳥 数 は 僅 か100-120
羽 と 極 め て 少 な く、 今 後 何 ら か の 保 護 対 策 を
講 じ な け れ ば 消 滅 に 向 か う の は 時 間 め 問 題 で
あ る と の 感 を 深 く し た。 そ こ で、 何 故 昔 は 天
を 覆 う ば か り に 繁 殖 地 に 集 合 し て き た オ オ ミ
ズ ナ ギ ド リ が 減 少 し て し ま っ た か に っ い て、
大 島 の 対 岸 の 江 良 で 古 老 の 漁 業 者 の 面 談 調 査
と 文 献 調 査 を 行 い 減 少 の 歴 史 的 過 程 を た ど る
と 共 に、 今 後 の 保 護 対 策 の 指 針 を 得 る こ と を
目 的 と し た。 こ の 海 鳥 捕 獲 の 歴 史 は 大 別 し て
3.期 に 分 け ら れ た。(1)1905-1935:
米 国 に 輸 出 用 に こ の 海 鳥 を 捕 ら え 羽 毛 を 採 集
し た。 特 に 記 録 に あ る の は1905-1909年 の 毎
年6月 上 旬 よ り8月 上 旬 に、 一 夜 に300-400羽
を 一 人 で 捕 ら え、 多 い 年 に は300人 も こ の 仕
事 に 従 事 し た。1928年 に 天 然 記 念 物 指 定 を 受
け た 以 後 は 密 猟 と し て 行 わ れ た。1935年 頃 に
は 一 度 警 察 に 摘 発 さ れ、 従 事 者 は 拷 問 を 受 け
た そ う で あ る。(2)1929-1965:
1929年 頃 よ り 大 島 の 若 芽(ワ カ メ)採 集 が 本
格 的 に 開 始 さ れ た。 採 集 期 間 は 毎 年4月 よ り6
月 で、 お も に 江 良 の 漁 業 者 が こ れ に 従 事 し た。
若 芽 を 運 搬 す る 母 船 と な る 漁 船 と、 そ れ に 付
随 す る 磯 船7-8隻 が 一 単 位(一 ケ 統)と な り、
島 に 小 屋 が け し て 若 芽 を 採 集 し た。 養 殖 若 芽
の 生 産 高 が 増 加 す る に っ れ て 規 模 は 小 さ く な
り1965年 頃 を 最 後 に 自 然 消 滅 し た。 最 盛 期 の
1950-1955年 頃 に は、 一 ケ 続7・-10人 程 で 合 計7
-8ケ 統 で あ っ た。 こ れ ら 若 芽 採 集 に 従 事 す る
漁 業 者 が、 時 化 の 時 に 夜 間 島 に 戻 っ て き た オ
オ ミ ズ ナ ギ ド リ を 捕 ら え 食 料 に し た。 は じ め
の 頃 は、 あ ま り オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ が 多 い の で
棒 を 立 っ た ま ま 振 り 回 し て い れ ば、 あ っ と い
う 間 に 数 百 羽 も 獲 れ た.一 人 当 り40・・50羽 を
番 屋 ま で 運 び、 毛 を む し り 丸 焼 き に し た り 鍋
物 に し た。 そ の 味 は 頗 る 美 味 で、 牛 肉 よ り も
上 等 だ そ う で あ る。1943年 頃 よ り オ オ ミ ズ ナ
ギ ド リ の 減 少 が 目 立 っ よ う に な っ た も の の、
現 繁 殖 地 の 東 風 泊(ヤ マセド マリ)丘 陵 地 に は 相 当
数 繁 殖 し て い た。 ま た、 若 芽 採 集 を 終 え て 江
良 に 帰 る と き に は オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ を 塩 蔵 樽
詰 め に し て 持 ち 帰 り、 近 隣 に 分 け た そ う で あ
る。 そ の と き に は 大 島 で 捕 ら`え た ウ サ ギ を 子
供 達 へ の 土 産 に し た。 こ の ウ サ ギ は1938年 に
大 島 に 放 っ た も の で あ る。 現 在 で は 増 加 し て
ウ サ ギ の 居 な い 場 所 を 探 す 方 が 難 し い 程 で あ
る。(3)1966年 以 降 オ,オ ミ ズ ナ ギ ド リ の 捕
獲 は 全 く 行 わ れ て い な い。 し か し、 繁 殖 個 体
群 の 増 加 は み ら れ ず、 む し ろ 減 少 傾 向 に あ る
ら し い。 こ れ は、 ウ サ ギ 個 体 群 に よ る 繁 殖 巣
穴 の 占 拠 ば か り で な く、 か な り 昔 に 住 み 着 い
た ドブ ネ ズ ミ に よ る オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ の 成 鳥
と 雛 の 捕 食 も 起 因 し て い る の で あ ろ う。 さ ら
に、 樹 木 の 伐 採、 沿 岸 水 産 資 源 の 乱 獲、 沿 岸
海 域 の 汚 染 等 も 複 合 的 に オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ の
繁 殖 に 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る の で あ ろ う。
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Distribution　of　 8hear"aters　off　 the　 Sanriku　 District
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 in　 northern　 Japanl
小 城 春 雄(北 大 水 北 洋 研)
　 　 　 　 　 　 　 H.　 OGI　 (Hokkaido　 Univ.　 Fish.)
In　 the　 sea　 areas　 off　 the　 Pacific　 coast　 of　 northern　 Japan　 in　 目ay.　 shearuaters
occupied　 701　 0f　 all　 the　 8eabirds　 observed・ 　 Of　 these　 the　 Sooty　 Shear瞥ater　 wa8　 th9
.ost　 abundant　 (59.0駕),　 followed　 by　 Short-taile〔1　 Shear瞥ater8(5・0罵).　unid8ntified
shθarwaters　 (3.5‡),　 Streaked　 Shearwaters　(2.5‡).an(1　 Fle8h-footed　Shearwat9「8
(0.3X).　 Nort}1"ard　 ●igration　 of　 the　 Sooty　 Shoar"ater　 in　 thg　 survey　 ar6as
synchr・ni2ed曽ith舳t　 ・f　 thθJapanese　sardin9　 (一 ・81an・8tictu曾)・
わ が 国 太 平 洋 側 の 三 陸 沖 海 域 に お け る ミ ズ
ナ ギ ド リ 類(ハ イ イ ロ ミ ズ ナ ギ ド リ、 ハ シ ポ
ソ ミ ズ ナ ギ ド リ、 オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ、 ア カ ア
シ ミ ズ ナ ギ ド リ)の 種 組 成、 分 布、 移 動 等 の
特 性 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た。 【方
法 】 北 海 道 実 習 船 管 理 局 所 属 若 竹 丸(424ton)
の 船 橋 甲 板 よ り 片 舷(船 首 よ り 船 尾 ま で)18
0度 の 範 囲 で、200■ 以 内 に 出 現 し た 海 鳥 類 を3
0分 単 位 で、 種 類 と 個 体 数 を 記 録 し ま と め た。
調 査 期 間 は、
(1)1988年4月20日 ～5月5日 、(2)同 年5月6日 ～
5月12日 、(3)同 年5月15日 ～5月22日 【結 果 】
全 調 査 期 間 を 通 じ て 最 も 多 く 出 現 し た の は ハ
イ イ ロ ミ ズ ナ ギ ド リ で 全 数 の59.㎝ 、
ジ ロ ウ ミ ツ バ メ15.9X,ハ シ ポ ソ ミ ズ ナ ギ ド リ
5.傭 、 ミ ズ ナ ギ ド リ 類3.5X、 ハ イ イ ロ ヒ レ ア
シ シ ギ2.鴨 、 オ
オ ミ ズ ナ ギ ド リ
2.5Zで あ っ た。
表 に 示 す よ う に
ミ ズ ナ ギ ド リ 類
が 全 体 の70.2Z
を 占 め た。 特 に、
ハ イ イ ロ ミ ズ ナ
ギ ド リ が 卓 越 し、
三 陸 沖 海 域 は こ
の 海 鳥 の 北 上 経
路 と な っ て い た。
ま た こ の 海 域 は、
　　　　　　　　　　　　Soo　:　Sooty　St)earvater,　Sbeマ イ ワ シ が 大 挙
Sb●&r1随t■「.PoJ:㎞r!n■Ja■9ロr,　Lti
し て 索 餅 回 遊 の
水 温 分 布 か ら 以 下 の3期 に 分 け た.は 少 数 個 体 が 散 見 さ れ た が、
以 下 コ シ 鳥 の68Xを 占 め た。
た め 北 上 し て い る の で、 ハ イ イ ロ ミ ズ ナ ギ ド
リ の 好 適 な 餌 環 境 が 形 成 さ れ て い た.ま た、
他 の 海 鳥 類 よ り 食 物 を 略 奪 す る ト ウ ゾ ク カ モ
メ 類 の 北 上 は、 ミ ズ ナ ギ ド リ 類 の 北 上 と も 同
調 し て い る 可 能 性 が 窺 わ れ た。 ハ シ ポ ソ ミ ズ
ナ ギ ド リ は 出 現 数 は 少 な い が、 ほ ぼ 全 域 で 観
察 さ れ た。1kn2当 り100羽 以 上 出 現 し た 地 点
数 は3回 で あ っ た。 な お、 ハ イ イ ロ ミ ズ ナ ギ
ド リ は11回 で あ っ た。 ア カ ア シ ミ ズ ナ ギ ド リ
北 緯41度 以 北 で
は 観 察 さ れ な か っ た。 ミ ナ ミ オ ナ ガ ミ ズ ナ ギ
ド リ は、(1)航 海 時 に3羽 出 現 し た。 南 半
球 に 繁 殖 地 を 持 つ ミ ズ ナ ギ ド リ 類 が 全 出 現 海
日 本 周 辺 の 島 で 繁 殖 す る
オ オ ミ ズ ナ ギ ド リ は(1)航 海 時 に だ け 出 現
し た。 そ の 大 群 は1例 観 察 さ れ た。
Seabird　 Census己ata　 of　 the　 Sanriku　 District　 in　nort})em　 Japan.
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Diving　 behavior　 of　 Adelie　 penguin'(Pyqoscelis　adeliaeD,砧nghovde
,　Syowa　 Station_Eff
ect　 of　 weather　 condition　 on　 iヒs　 dive　 depth
秋 山 美 希 子(日 本 女 子 大)、 浅 賀 朋 宏(東 水 大)、
内 藤 靖 彦,綿 貫 豊(極 地 研)、 奥村 浩(日 本 女 子 大)
M.　 AKIYAMA　 (Japan　 Women's　 Univ.)t　 T'.　ASAGA　 (Tokyo　 Univ.　 Fish.),　 Y.　 NA工TO,
Y.　 WATANUIく1　 (NIPR)　 and　 H.　 OKUMURA　 (Japan　 Women's　 Univ.)
Adelie　 penguin　 feed　 on　 Antarctic　 krill　 which　 make　 diurnal　 vertical　 migraヒion
according　 to　 change　 of　 light　 inヒensity.　 If　 vertical　 migration　 of　 krills　 is
influenced　 by　 the　 weather,　 penguin　 dive　 depth　 is　 expected　 ヒo　change.　 Time　 Depth
Recorder　 experimenヒ 　was　 carried　 out　 at　 Syowa　 Sヒaセion　 on　 Jan.　1988　 ヒo　examine
relation　 between　 dive　 depth　 and　 weather.　 TDRs　 were　 attached　 to　 ヒhree　 Adeliae
penguinsr　 and　 21　 days　 dive　 record　 was　 obtained　 from　 one　 bird.　 In　 the　 first　 period
when　 no　 sun　 set　 occurrs,　 an　 average　 of　 dive　 depth　 was　 6.00±6.17'　 12.7016.61'　 and
9.59±6.91　 for　 very　 fine,　 fine　 and　 cloudy　 condiヒion.　 In　 the　 later　 period　 when　 sun
seヒoccurrs,　 average　 depヒh　 was　 9.99±4.73　 and　 7.59±3.70　 for　 very　 fine　 and　 cloudy
condit二ions.1ヒ　is　 `conciuded　 ヒhaヒ 　penguin　 dives　 deeper　 on　 very　 flne　 days　 and
shallower　 on　 cloudy　 days.
ア デ リー ペ ンギ ン(Pygoscelis　 adeliae)は 、 ナ ン 地 上 気 象 観 測 日原 簿 を 用V、た。 天 候 は気 象 庁天 候 区
キ"ク オキ ア ミを 捕 食 す る。 ナ ン キnク オ キ ァ ミは、 分 に よ って、 快 晴(雲 量0,1)、 晴 れ(雲 量2-8
天 空 照 度 の 日 周変 化 に 応 じて 鉛 直 移 動 す る。 天 候 に)、 曇 り(雲 量9,10)の3つ に区 分 した。
伴 う天 空 照 度 変化 に よ って オ キア ミが 浮 上、 沈 降す 前 半、 後 半 の そ れ ぞ れ の 天 候 に お け る潜 水深 度 の
る と した ら、 ペ ン ギン の 潜 水 深 度 も天 候 に よ っ て変 頻 度 分 布、 及 び平 均 潜 水 深 度 を下 図 の グ ラ フに 示 す 。
化 す る と予 想 され る。 そこ で、 連 続 水 深 記 録 計[前 半 で は、 快 晴 は晴 れ と有 意 な差 は な く、 曇 りは晴
Ti■e　Depth　 Recorder　 :　TDR]　 を ア デ リー ペ ン ギ れ よ り も浅 か っ た(快 晴vs晴 れ:Dr=0.2944
ン に 装 着 して、 そ の潜 水 深度 との 関 係 を調 べ た。0」<P<0.2,晴 れvs曇 り:Dr=0.3140P<0.00D。後
く 方 法 〉 半 で は、 晴 れ で は 潜 水 は行 わ れず 、 快 晴 と曇 り で は、
昭 和 基地 付 近 の袋 浦 ル ッ カ リー で、 ペ ン ギ ン3個 曇 りの 方 が 浅 か っ た(Dr=0.25460.001<P<0.Ol)。
体 に メデ ィ カル ゴ ム バ ン ドを 使用 してTDRを 装 着 これ は、 天 候 の 変 化 に依 存 す る と考 え られ る オ キ
した。 うち1個 体 のTDRを 回収 して 記 録 を 解 析 し ア ミの 鉛 直 移 動 に よ っ て、 ペ ン ギ ン の 潜 水 深 度 が変
だ。 回 収 し たTDRに は、1988年1月8日 か ら28日 化 す る こ と を示 唆 し て い る。
ま で の 潜水 行 動 が 記 録 され た。 実 験 前 半(1/8--
1/20)は 、 太 陽 が 沈 ま な い 白 夜期 で あ り、 後 半((%)(%)
102030;010203040010200tO2030
1/21-1/28)は 、 夜 間、 数 時 間薄 暗 くな る 時期 で あ
る。 白 夜期 は、 オ キ ア ミの 日 周鉛 直 移 動 が 顕著 で な






く 結 果 及 び 考 察>S-t6'° °'6'iTt"12」 °含8'61Y'9'S9'e'9tY'9・99'4・731'7・59全3・7°
前 半 の17:00-2°:0° の 潜 水 回 数{S2・4回 で あ り・　 Th°　fl㍑:1!三d、 。Jan.,'Th'!糖 漂18」 。。.,
平 均 潜 水 深 度 は12.04±6.86mで あ っ た 。 後 半 の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Flg.t.　Dlstrlbutlon　 of　dlve　 depth　 frequency17:00--20:00の潜 水 回 数 は185回で あ り
、 平 均 潜 水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　under　 dtfferent　 weather　 condltton
深 度 は8.45±4.24で あ っ た。 気 象 資 料 は 昭 和 基 地 の
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キ タ ゾ ウ ア ザ ラ シ(1988)の 繁 殖 期 後
に お け る 長 期 、 連 続 、 深 潜 水 行 動 の 解 析
Analysis　 of　 long,　 continuous　 and　 deep　 diving　 behavlor　 of　 northern　 elephant　 seal
O浅 賀 朋 宏 ・内 藤 靖 彦 ・B.　 Le　 Bouef・A.　 C.　 Huntley
(東 水 大)(極 地 研)(加 州 大)(加 州 大)
　 　　 　 T.　 Asaga　 Y.　 Naito　 B.　 」.　Le　 Bouef　A・　 C・　 Huntley　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　 　 　 C
alifornia)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Univ.　 (Tokyo　 Univ.　Fish.)　 (NIPR)　 (Univ・ 　 California)
Three　 ti■e　 depth　 recorders　 (TDR)　 that　 weigh　 750g　 in　 air　 (52φx　 l65　 ■■)　were
attached　 to　 fe植ale　 northern　 elephant　 seals　 (Miroun　 a　-)　on　 February・
1988,　 to　 exa■ine　 continuity　 of　 their　 deep　 diving.　 All　 in8tru■ents　 were　 recovered
after　 about　 56～81　 days　 ■arine　 life.　 Two　 TDR's　 co日pletely　 recorded　 their　 diving
behavior　 throughout　 the　 period　 at　 sea.　 1)Continuous,　 10ng　 ter■,　 deep　 diving　 vas
observed　 throughout　 their　 圃arine　 life　 in　 this　 experi■ents・ 　 2)　 During　 initlal
entry　 to　 the　 sea,　 dive　 depth　 increased　 in　 a　 virtual　 staircase　 Progression　 until
deep　 diving　 below　 200竃 　 co■ ■enced.　 On　 the　 other　 hand,dive　 depth　 decreased　 in　 a
virtual　 staircase　 progression　 before　 they　 landed.　 3)Night　 t1■e　 dives　 were
shallower　 than　 day　 ti薗e　 dives　 for　 all　 fe■ales.　 4)As　 fe田ale,s　 age　 increa6e・ 　 ■ax.
dive　 depth,　 ■ean　 dive　 duration　 and　 ■ax.　 dive　 duration　 increased・
【目 的]キ タ ゾ ウ ア ザ ラ シ(1幽 雌 二
stirostris)の 雌 は、 約4週 間 の 青 仔 期 間 後
採 餌 の た め 海 へ 入 る 。 約2.5カ 月 の 海 洋 生 活
期 間 を 経 た 後 に 換 毛 の た め 再 び 上 陸 す る 。 海
洋 生 活 の 初 め の 数 週 間 は 連 続 的 に 深 潜 水 を 行
う こ と が 判 明 し て い る 。 し か し 全 期 間 の 記 録
は 得 ら れ て い な い 。 今 回 は 海 洋 生 活 の 全 期 間
の 連 続 潜 水 記 録 を 得 る こ と を 目 的 と し て 実 験
を 行 っ た.,
[方 法]1988年2月13～17日 に 、 カ リ フ ォ ル
ニ ア 州 ア ニ ョ ヌ エ ボ 島 に お い て 、 繁 殖 を 終 了
し た 雌 の キ タ ゾ ウ ア ザ ラ シ3個 体 に 、 連 続 水
深 記 録 計(Ti■e　 depth　 recorder;　 TDR)
を 装 着 し た 。TDRは φ52×165"、 重 量750
g(空 中)、 耐 圧2,000■ 、 記 録 範 囲 はO～1.O
eOlで あ る 。
[結 果]1988年5月2～7日 の 間 に3個 体 の
TDRを 全 て 回 収 し、 う ち2個 体 の 海 洋 生 活
期 間 中 の 完 全 な 連 続 潜 水 記 録 を 得 た 。 一 部 の
解 析 の 結 果 、3個 体 の キ タ ゾ ウ ア ザ ラ シ は 以
下 の よ う な 潜 水 を し て い る こ と が 明 ら か に な
っ た 。
1)深 く 連 続 的 な 潜 水 が 、 海 洋 生 活 の 全 期 間
に わ た っ て み ら れ た。
2)海 洋 生 活 開 始 時 期 の 潜 水 は 、 浅 い 潜 水 か
ら 徐 々 に 深 い 潜 水 へ と 移 行 し、 逆 に 上 陸 す る
前 の 潜 水 は 深 い 潜 水 か ら 徐 々 に 浅 い 潜 水 を 繰
り返 す と い う 傾 向 が み ら れ た 。
3)3個 体 と も 、 昼 間 浅 く 夜 深 い 潜 水 を 全 記
録 期 間 に わ た っ て 行 っ て い た 。
4)個 体 の 年 齢 が 上 が る に っ れ 、 最 大 潜 水 深
度 、 平 均 潜 水 時 間 、 最 大 潜 水 時 間 が 増 加 し た
　(Table　 1)　o
TME　 1.　Summary.statistics　 fr㎝the　 divi㎎record　 of　three　adult
　 　　 　 northern　 elephant　 seals
per　dive
Subject　 Age　 Record　 N〔〕.
　 　　 　 　　 duration　 dives












タ ラ 科 魚 類3種 、 マ ダ ラ 、 コ マ イ
繁 殖 行 動 の 比 較
、 ス ケ ト ウ ダ ラ の
Conparison　 of　reproductive　 behaviors　 in　three　 Pacific　 gadid　 fi8hes・ 　Pacific　 cOd・
　　　　　　　　　　　　　　　　 saffron　 cod　 and　 walleye　 pollock.
桜 井泰憲 ・陳二 郎(北 大 ・水 ・北 洋研)
Y.　SAKURAI　 and　 A.　L.　CHEN　 (　Res.Inst.　 of　North　 Paci.Fish..Hokkaido　 Univ.)
　　Reproductive　 behaviors　 and　 spawning　 Patterns　 of　 three　 Pacific　 gadid　 fishes　 were　 co■pared　 with　 those　 of
three　 Atlantic　 gadid　 fishes.　 Walleye　 pollock　 and　 three　 Atlantic　 gadid　 fishes　 were　 co■■on　in　 the　following
characteristics　 :　 separable-pelagic　 eggs,　 single-pair　 spawning　 by　ventral　 ■ountlng,　 and　 repetitive
sPauning.　 On　the　 other　 hand,　 Pacific　 and　 saffron　 cods　 sPawned　 all　 e99s　 for　 a　few　ninutes　 without　 a　rest.
These　 sPawning　 perfor■ance　 were　 done　 between　 one　 fe■ale　 and　 one　 or　a　few　 of　■ale・　 1■■edlately　 after
fe■ale's　 spawning,　 one　 or　a　few　of　■ale　released　 sPerロ 　to　the　 eggs　 on　 the　botto■ ・
タラ科 魚類 は世 界で 約55種 、 またタラ 亜科(Gadi-
nae)の もの は約25種 が知 られて いる(Nelson,1976)。
この うち、北 極海 に隣 接す る海域 も含め た北 太 平洋 側に
は 、マ ダラ 、コマ イ 、スケ トウ ダラの 他 、ホ ッキ ョクダ
ラ,　Boreogadus　 saida　 と　Pacific　 toecod,　 Hicrogadus
匪魍 魎の計5種 が 生 息 してい る 。この生息 種 数は 、北
大 西洋 に比べ て少 な いけれ ど も、 その 現存 量は 高 い。演
者 らは 、断続 的で は あ るけ れ ども、 これ まで にマ ダラ,
Gadus　 macrocephalus、 　コマ イ,　Eleginus　 gracilisお よ
び ス ケ トウ ダラ,　TL1h1engsna　chalcogra服a(桜 井.1983)
の 繁殖 生態 を調べ て き た。今回 は 、途 中経 過で はあ るが 、
こ れ らタラ 科3種 の 飼育下 で観察 で きた繁 殖行 動 と産卵
特 性 を紹 介 す ると共 に 、北 大西洋 の タラ類 の既 往の 繁殖
行 動 、産卵特 性 に関 す る知 見 との比 較を 行っ た。
【方法 】スケ トウ ダラ にっ い ては桜 井(1983)の 報
告 、マ ダラ 、 コマ イにっ いて は、 それぞ れ青森 県営 浅虫
水 族 館、北 海道 区
　　　　　　　　　　　　　　Table　2.水 産研 究所(釧 路)
いずれ も 、-iぜ 一妻 型のventral　 ■ountingに よる遊 泳 しな
が らの 産卵 行動 で ある 。また 、産 出卵は 分離 性浮 遊 卵で あ
り、数 日間 隔で 産卵 を繰 り返す 。これ に対 して、マ ダ ラ 、
コマ イは弱粘 着 性の 沈性 卵を 、1-2分 の間 にほぼ 全卵 を
放出 する 。さ らに 、産卵 行動 は雌1尾 に対 し て雄は 単独 か
複数が 参加 す る 。マ ダ ラでは雌 が海 底 に放卵 中 に 、その 卵
に吻端 が触 れ た雄が 放精 し、 一方 、コマ イで はマダ ラ よ り
も雄の 放精 開始 の時 間が 遅れ てい る。 しか し 、マ ダラ 、コ
マイ とも雌 雄の どちらか が、海 底 に沈 んだ卵 を撹拝 す る等 、
海底 に依存 した産卵 行動 であ るの に対 して 、スケ トウダ ラ
と大西 洋の タ ラ類 は水 中を遊泳 しなが らの産 卵 であ り 、 し
か も浮 遊卵 を 産出 する こ とか ら、外 洋適 応型 の 産卵 行動 と
見る こ とが 出来 る。最 後に、近縁 のAtlantic　 codと マ ダ ラ
の繁殖 特性が 明 らかに異 なる点 にっ い て、　 Svetovitov(
1948)の 、 「大西洋 か ら北 極海 を経 て太 平洋 域ヘ タラ
類の進 出 説 」との関 連 で紹介 し たい。
ComparSson　 of　 spawning　 characterSsヒ ⊥cs　 Sn　 gadid　 specSes　 observed　 in　 captivSty
の 飼 育水 槽で 観察
し たもので あ る。
ま た、各魚 種 にっ
いて 産卵行 動の 詳
細 を記録 し、産 卵
時 刻 、産卵 回数 等
も調 べ た。1
【結 果 と考 察 】
右 の表 に 、3種




知 見を 比較 して示
した 。マ ダ ラ、コ
マ イ以 外の 魚種で
は 、その 産卵 行動
は 類似 して お り、
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コ マ イ の 卵 発 生 、 卵孚 化 に 及 ぼ す 水 温 、
塩 分 濃 度 の 影 響
Influence　 of　 temperatUre
saffron　 cod.
and　 salinity　 on　 egg　 develoP●ent　 and　 hatChing　 of
陳二郎(北 大水)金 丸 信 一(北 水 研)桜 井 泰憲(北 大水)
A.L.CHEN(Fac.Fish.,Hokkaido　 Univ.)　 S.KANANARU　(Hokkaido　 Re9.Fish・R6s・Lab・)
Y.SAKURAI(Fac.Fish.,HokkaidoUniv.)
　　 The　 survival　 rate　 for　 various　 salinities,　and　 the　 influenCe　 of　 te■perature　 or
salinity　 change　 to　 hatching　 Nere　 exa■ined　 for　 the　 saffron　 Cod　 」輌.9LLA.S_U_i_s.
eggs　 fertilized　artificially.　 The　 eggs　 incubated　 at　 lover　 salinity　 (〈19・8勾
.died,　 malfor困ed,　 or　 a　 little　 delayed　 in　 the　 rate　 of　 dev910P■ent　 at　 late　 e■bryo
stage,　 At　 contro1　 (-1.3　 .C,　 33.6Z◎ 　),　 hatching　 lasted　 for　 a　 long　 ti■e,　 and　 the
hatching　 rate　 Nas　 low　 value.　 Contrary　 to　 that,　 t}'e　 eggs　 accli■ated　 to　 higher
te鵬perature　 or　 lower　 salinity,　 such　 as　 3.3.C,33.6Xo　 ;　1.3.C.33・6Xe　 ;　 or　 3・3.C.10・7
X。　;　at　 late　 e■bryo　 stage,　 caused　 relatively　 ●ass　 hatching　 during　 thg　 following
several　 days.
コ マ イ は主 に オ ホ ー ツク 海 、 づ 一 リ ング 海 の沿 岸
域 に 分 布 す る 。 産 卵 は 冬 の ご く浅 い沿 岸(水 深1-20
■)で 行 われ 、 卵 は こ う した 低 水 温 下 で のみ 正 常 発 生
す る(1987年 日本 水 産 学 会 秋 期 大会)。 こ の 様な 卵
の 卿 化 時 期が 、 春 先 の 融 氷 な ど の環 境 変 化(水 温 、
塩 分 濃 度)と 一 致 す る か ど う か は 、 膨 化 後 の 摂餌 条
件 と 絡 め て 重 要 で あ るが 、 そ の 詳細 は 不 明 で あ る。
そ こ で 、 本 研 究で は飼 育 実 験 に よ り、 卵 の 生 残 と塩
分 濃 度 との 関 係 を調 べ 、 さ らに 発 生 後 期 か ら種 々 の
水 温 、 塩 分 条 件 を設 定 して 、 卿 化 へ の 影 響 の 有 無 を
明 らか に し た。
【方 法 】親 魚 は1987.'88年 厚 岸 湖 、 サ ロマ 湖 の氷 下
,待 網 か ら採 集 し、 乾 導 法 で 媒 精 を行 っ た後 、 実験 に
供 し た 。
実 験1(卵 の 生 残 と塩 分 濃 度):平 均 水 温0.2℃(-0
.8～4.4℃)の も とで 、5段 階 の 塩 分 濃 度(平 均32.6
,25.7,19.8,13.4及 び8.2XJで 媒精 を 行 い 、窮 化
ま で 定 期 的 に 卵 を 採 取 し て、 各 濃 度 ご とに 生 残率 と
　
発 生 段 階 を 調 べ た。
実 験II　 (卵 の 鯨 化 と水 温 、 塩 分 濃 度):-1.6℃(-2.
0～-0.9℃,32～35Wで 飼育 し た卵 の 一 部 に 、 胚体 形
成 後 期(眼 胞 に色 素 沈 着開 始)か ら昇 温(平 均1.3,
3.3℃ ま で)、 減 塩(平 均20.9,10.7,及 び214kま で)の
各 変 化 を加 え て、 対 照 区(-1.3℃,.33.6k)を 含 め て
計11種 の 実 験 区 を 設 定 し、 そ の 鰐 化 率 及 び 婿 化 期 間
(全 仔魚 の25～75Z購 化 期間)を 比 較 し た。
【結 果 】実験1:受 精 率 は32.6×8100Z,25.7論991;
19.8論95Z;13.4k91X;及 び8.2k90Zと 低 塩 分ほ ど
や や 低 下 す る 傾 向 が み られ た。8.2膜 験 区で は、 卵
割 ま で に全 卵 が 死 亡 し た以 外 は、 す べ て 艀 化 まで 達
し た 。 一 方25.7,32.6L区 で は 、 鰐 化 ま で 正常 に発 生
を続 け た の に対 し、19.8Z区 で は 胚体 形 成 の 後 期 にお
い て 、 若 干 の 発 生 遅 延 が み られ 、13.4Z区 で は 卵の 奇
形 が 目 だ つ な ど、 低 塩 分 区 ほ ど発 生 に 異 常 、 あ るい
は 死 卵 が 多 くみ られ た。
実 験II　:最 も低 塩 分 の2.4Z区 の み に お い て 、 水 温 に
関 わ りな く卵 は すべ て死 亡 し た 。 一 方 、 対 照 区で は
醇 化 率 は 極 め て 低 く、 卿 化 期 間 も 比 較 的 長 い の に対
し て 、 変 化 を与 え た 実験 区 で は 、 そ の 多 少 に 関 わ ら
ず 、 い ず れ も対 照 区 よ りも 卿 化 率 が 高 か っ た。 特 に
昇 温 を 加 え た実 験 区 で は 、 購 化 期 間 が 短 縮 、 即 ち短
期 間 で 大量 鰐化 す る 傾 向 が み られ た(表)。
【考 察 】以 上 に 述べ た 低 塩 分 にお け る受 精 率 低下、
死 卵 、 異常 卵 の 増 加 、 ま た水 温 、 塩 分 変化 に よ る鰐
化 率 上 昇、 及 び 既報 の 知 見 に よ り、 コ マ イ卵 の正常
'発 生 に 必 要 な 条 件 は、 ご く限 定 さ れ て い る こ と(≦
2℃ 、25k≦)。 胚 体 形 成 の 後 期 に お け る環 境 変化 、
例 え ば 融 氷 に伴 う水 温 の 上 昇 に よ り、 大 量 の卿 化が
促 進 さ れ る こ と、 言 い替 えれ ば、 鱒化 時 期 は 春季 の
環 境 変 動 に 左 右 され る こ とが 示唆 さ れ た 。
Table　 Contro1(-1.3℃,33.6W,and　other　 acclimated　　　　



















H.R.　 :　Hatching　 rate　 {■}
D.　 :　The　 duration　 required　 for　 25-75亀 　hatchinq　 of　 eggs
　 　 　(day)'(
t)　 :　The　 eggs　 obtained　 from　 other　 individua1
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コ マ イ の 腎 組 織 と そ の 寒 冷 適 応
On　 the　 kidney　 of　 the　 saffron　 codl　 Eleginus　 gracilis
and　 iヒs　 cold　 adaptation
北 川 友 理 子. 小 川 瑞 穂(埼 玉 大 学)・ 福 地 光 男
(極 地 宿外)
Y.　 Kitagawa,　 M.　 Ogawa　 (　Saitama　 Univ.　 )　 and　 M.　 Fukuchi　 (　NIPR　 )
　 　 The　 structures　 of　 the　 kidney　 of　 the　 saffron　 cod,　 Eleginus　 9.!t!.99.1,UgM　 and　 their
seasonal　 differences　 were　 investigaヒed.　The　 kidney　 of　 ヒhis　 fish　 is　 glomerular・ 　 In
.the　 fish　 collected　 in　 February'　 ヒhe　 glomeruli　 showed　 aヒrophy　 inヒhe　 Bowman's
capsules.　 However、 　 in　 the　 fish　 collected　 in　 July'　 ヒheir　 glomeruli　 showed　 well
vascularized　in　 ヒhe　 Bowman,s　 capsules　 and　 some　 blood　 cells　 were　 observed・
This　 results　 may　 suggesヒ ヒhatヒhe　 kidney　 of　 ヒhis　 summer　 fish　 has　 functional
910meruli,　 while　 in　 winter　 their　 glomeruli　 are　 non-functional　like　 a 　 aglomeru ar
kidney　 physiologically・　 This　 morphological　difference.of亨he　 gl?merulus　 may　 be
relat二edヒo　 the　 conservation　of　 anヒi-freeze　 91ycoproヒelnS　ln　 their　 sera　 and　 toヒhe
adaptaヒion　 for　 cold　 waヒer　 during　 the　 winter.
南 極 海 に 生 息 す る 硬 骨 魚 の 多 く は,そ の 腎'
臓 に 糸 球 体 を 有 せ ず,い わ ゆ る 無 糸 球 体 硬 骨
魚 で あ る こ と が 知 ら れ て い る　(Dobbs,　 et
aL.'74,　 Dobbs,DeVries,'75)　 .　一一方,こ れ
ら の 硬 骨 魚 は 血 漿 中 に 不 凍 糖 タ ン パ ク 質 を 含
み,こ れ が 体 の 水 の 氷 結 を 防 ぎ 冷 海 水 中 で の
生 活 に 適 応 し て い る(DeVries,eta1..'70).
さ ら に,糸 球 体 の 退 化 消 失 は こ れ ら の 不 凍 糖
タ ン パ ク 質 を 尿 中 に 濾 過 排 出 し な い こ と と 深
く 関 係 し て お り,尿 は 細 尿 管 で の 分 泌 に よ っ
て の み 生 成 さ れ る(Dobbs,DeVries,'75).
,こ の よ う な 不 凍 糖 タ ン パ ク 質 の 存 在 は 最 近
に な り 南 極 域 の 硬 骨 魚 に 限 ら ず,寒 冷 域 の 多
く の 硬 骨 魚 に 見 い だ さ れ,季 節 的 に も そ の 量
が 変 動 し 寒 冷 期 に 増 加 す る こ と も 知 ら れ る よ
う に な っ た(　 Du団an,DeVries,'74),　そ の 一 つ
の 例 が コ マ イ で あ る(Burchman,et　 a1.,'84).
今 回 は 北 海 道,サ ロ マ 湖 産 の コ マ イ(氷 下
魚)　 Eleginus　 gracilis　 の 腎 臓 を 光 学 顕 微
鏡 で 観 察 し た.腎 組 織 は2月 及 び7月 に10
%フ ォ ル マ リ ン で 固 定 し た 材 料 を 用 い た.
コ マ イ の 腎 臓 に は 糸 球 体 が 存 在 し,そ の 腎
細 尿 管 は 腎 小 体(糸 球 体+ポ ー マ ン 嚢)か ら
始 ま り,近 位 曲 細 尿 管 及 び 集 合 管 の2節 か ら
構 成 さ れ た 典 型 的 な 海 産 硬 骨 魚 の 細 尿 管 で,
糸 球 体 腎　(glo■erular　 kidney)　 で あ る.2
月 の 個 体 で は 腎 小 体 は 小 さ く,そ の 糸 球 体 も
ポ ー マ ン 嚢 中 で 萎 縮 し て お り,糸 球 体 中 に は
血 球 も 存 在 し な い.こ の 事 か ら こ の 時 期 に は
糸 球 体 に 血 流 が な い も の と 考 え ら れ る.し か
し,7月 に 採 取 し た 個 体 の 腎 臓 で は 腎 小 体 も
大 き く,多 く の 糸 球 体 が ポ ー マ ン 嚢 中 に 拡 張
し て よ く 発 達 し て お り,そ の 中 に 血 球 も 観 察
さ れ た.従 っ て,こ の 時 期 に は 糸 球 体 に 血 液
が 流 れ 糸 球 体 漉 過 が 行 わ れ,糸 球 体 は 尿 生 成
機 能 に 関 与 し て い る と 思 わ れ る.細 尿 管 に 関
し て は2月 及 び7月 に 採 覚 し た 個 体 の 間 で は
見 る べ き 相 異 は 認 め ら れ な か っ た.
こ の 種 で は 血 漿 中 の 不 凍 糖 タ ン パ ク 質 の 含
有 量 に 季 節 的 変 化 が 報 告 さ れ,冬 期 に 多 い こ
と が 知 ら れ て い る(Burchman,et　 a1.,'84).
冬 期 は 糸 球 体 が 萎 縮 し,腎 臓 は 生 理 学 的 に 無
糸 球 体 腎 の 様 で あ り,血 漿 中 の 不 凍 糖 タ ン パ
ク 質 を 濾 過 排 出 せ ず,寒 冷 適 応 を 行 っ て い る
と 思 わ れ る.し か し,夏 期 に は,多 く の 糸 球
体 に 血 流 が あ り,糸 球 体 濾 過 か ら 尿 を 生 成 し
て い る も の と 考 え ら れ る,こ の 事 は,南 極 域
の 多 く の 硬 骨 魚 は そ の 血 藥 中 の 不 凍 糖 タ ン パ
ク 質 を 漉 過 排 出 し な い た め に,糸 球 体 が 退 化
消 失 し て 無 糸 球 体 腎 と な り 冷 海 水 に 適 応 し て
い る こ と と 対 比 す る と 興 味 が あ る.
今 後 は,腎 機 能 の 測 定 に よ っ て 生 理 学 的 に
こ の 機 能 を 確 認 す る と と も に,こ の 機 能 変 化
に ホ ル モ ン が 如 何 に 関 与 し て い る か を 観 察 す
る こ と は 興 味 が あ る,
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JARE-28で10-foot　 IKPTに よ り
採集 され た中層性魚 類
Mesopelagic　 fishes　 collected　with　 10-foot　 IKPT
　 　 　 　 　 　 　 　 in　 the　 JARE--28　 cruise,　1987.
岩見 哲夫(東 京家政学院大学・生物) 窪寺 恒己(国 立科学博物館・動物)
T.　 Iwami　 (TokyoKaseiGakuinUniv.)　a d　 T.　 Kubodera　 (NationalScienceMuseum,Tokyo)
Dllring　 the　 JARE-28　 cruise　 in　 the　 Southern　 Ocean　 and　 its　 adjacent　 waters,
mesopelagic　 fishes　 were　 collected　 by　 10-foot　 IKPT　 at　 8　 stations.　The　 fishes
were　 referred　 to　 17　 families　 and　 42　 species　 (including　 g　 unidentified　gpecies).
In　 the　 subtropical　waters,　 fishes　 of　 the　 family　 Gono8tomatidae　were　 the　 most
abundant.　 On　 the　 contrary,　 myctophid　 fishes　 tended　 to　 be　 abundant　 in　 the
Antarctic　 waters・ 　 Species　 compositlons　of　 catches　 were　 clearly　 different
between　 those　 in　 the　 Antarctic　 waters　 and　 in　 the　 8ubtropical　wa ers.　 Our
specimens　 included　 15　 species　 of　 the　 Myctophidae,　and'at　 le st three　 types　 were
recognized　 in　 distribution　pattern　 of　 myctophid　 species.
【方 法 】
今 回 の 調 査 に 用 い た ネ ッ トは10-foot　 tKPT
で,ア イ ザ ッ ク キ ッ ド ・ ミ ッ ド ウ ォ ー タ ー ト
ロ ー ル の 幅 約3mの 曳 網 装 置 に,0.5mm目 合,
側 長 約16mの ネ ッ トを 取 り付 けtaも の で あ
る.調 査 地 点 は 計8地 点.調 査 は す ぺ て 日 中
に 行 な い,船 速 約2～3ノ ッ トを 保 ち な が ら
入 細 し,毎 秒 約1mで ワ イ ヤ ー を3000m繰 り
出 し た 後 に 約1時 間 水 平 曳 を 行 な い,再 び 毎
秒 約1mで ワ イ ヤ ー を 巻 き 込 み 揚 網 す る と い
う 方 法 を 用 い た.た だ し 時 間 の 限 ら れ た 北 側
の2地 点 に お い て は1時 間 の 水 平 曳 を 省 略 し
た.
【結 果 】
採 集 さ れ た 魚 類 は17科42種(内9種 は
未 同 定)で,ソ コ イ ワ シ 科 と ヨ コ エ ソ 科 の 一
部 に つ い て は 現 在 検 討 中 で あ る.採 集 物 全 体
の 中 で は ヨ コ エ ソ 科 魚 類 の 採 集 個 体 数 が 圧 倒
的 に 多 い が,こ の 傾 向 は 北 側 の2地 点 に お い
て 顕 著 で,南 極 大 陸 沿 岸 域 で は む し ろ ハ ダ カ
イ ワ シ 科 魚 類 の 採 集 個 体 数 が 多 く な っ て い る.
採 集 物 の 種 組 成 に 関 し て は,南 緯40° 以 北
に 位 置 す る2地 点 と 南 緯55° 以 南 の5地 点 と
の 問 に 明 瞭 な 差 異 が 認 め ら れ た.南 緯47e付
近 の1地 点 に お け る 採 集 物 は 基 本 的 に は 南 方
の そ れ と 同 じ 傾 向 を 示 し て は い る が,亜 南 極
的 な 性 格 も 強 く 認 め ら れ た.
調 査 地 点 の 差 を 最 も 明 瞭 に 表 わ し て い る 分
類 群 は,ヨ コ エ ソ 科 ・ム ネ エ ソ 科 ・ハ ダ カ エ
ソ 科 ・ハ ダ カ イ ワ シ 科 ・カ ブ トウ オ 科 な ど で,
い ず れ も 南 大 洋 域 と 亜 熱 帯 海 域 と の 種 組 成 の
差 が 明 か で あ っ た.こ の 中 で も ハ ダ カ イ ワ シ
科 は15種 が 採 集 さ れ て い る が,大 陸 周 辺,
高 緯 度 海 域 に 生 息 す る も の　(　Electrona　 鎚 －
arctica,GymnoscoPelus　'　 、 ・
南 極 収 束 線 付 近 の い わ ゆ る 亜 南 極 海 域 で 確 認
さ れ た も の　(　Pro　tomyctophum　 酬塑,
Protomyctophum　 tenisoni)　 ,亜 熱 帯 海 域 で の
み 確 認 さ れ た も の(幽 幽 ユ,画 一
趣barnesi　 他)な ど そ の 分 布 様 式 に い
く つ か の 型 が 認 め ら れ た(表1).南 大 洋 域
か ら 亜 熱 帯 海 域 に か け て の ハ ダ カ イ ワ シ 科 魚
類 の 分 布 様 式 に 関 し て は 従 来 よ りAndriashev
(1963),McGinnis(1982)らに よ っ て 報 告 さ れ
て お り,本 研 究 に お い て 確 認 さ れ た 分 布 様 式
と よ く一 致 して い る が 明 ら か に な っ た.
本 調 査 で は 南 極 収 束 線 付 近 の 種 組 成 の 変 動
を 詳 細 に 検 討 す る こ と が で き な か っ た た め,
ワ ニ トカ ゲ ギ ス 科,ト カ ゲ ハ ダ カ 科,デ メ エ
ソ 科 な ど の 分 布 様 式 に 関 し て や や 不 明 瞭 な 結
果 と な っ た.こ の 点 に 関 し て は 今 後 新 た な 情
報 を 加 味 し て 検 討 す る 必 要 が あ る も の と 思 わ
れ た.
Table　 1.　Myctophids　 collected　 by　oblique　 haul　 with
































シ ョウ ワ ギ ス の 水 槽 内 産 卵 行 動 につ い て
Spawning　 behavior　 of　 the　 Antarctic　 fish,Trematomus　bernacchii　 in
captivity.
金銅 義 隆、 榊原 茂、鳥 羽 山照夫(鴨 川 シーワール ド)、 星 合 孝男(極 地 研)
Y,KONDO.　 S,SAKAKIBARA.　 T,TOBAYAMA.(KAMOGAWA　SEA　 WORLD)　 and　 T・HOSHIAI(N・LP・R)
The　 spawning　 behavior　 of　 the　 Antarctic　 fish,Trematomus　bernacchii　 in　 captivity　 was
.observed　 five　 times　 from　 1984　 to　 1988　 at　 Kamδ 繭－WδFrm-spawning　 period
extended　 March　 to　 June　 and　 the　 intervals　 of　 the　 each　 spawning　 were　 about　 one　 year・
The　 parental　 fish　 was　 220　 mm　 in　 body　 length　 at　 the　 first　 spawning・ 　 Body　 sceight
increased　 10-43　 9　 Per　 month　 frorn　 2-5　 months　 before　 the　 spawning.　 Daily　 food　 consu-
mption　 decreased　 within　 one　 or　 two　 months　 before　 the　 spawning・ 　 The　 spawning　 was
observed　 in　 the　 early　 morning.　 The　 number　 of　 spawned　 eggs　 ranged　 from　 3,117　 to　 4,828
and　 they　 were　 not　 fertilized.　 The　 eggs　 were　 demersal,semitransparent,milk-white,
spherical　 and　 adhesive,measuring　4.1-4.7　 mm　 in　 diameter.
第23次 南 極 地 域 観測隊 の夏 隊が 昭和 基地 周
辺 沿岸 部 で採 集 した魚類 を国立 極 地研 究所 か
ら飼育 委 託 を受 け 、鴨川 シー ワール ドの寒 冷
地動 物 飼育 試 験室 にて飼 育 を続 け てい る.こ
れ らの魚 類 の うち シ ョウワギ スーTrematomus
bernacchii-2個 体の 中の1個 体 が1984年6月
に 産卵 を し、1988年4月 まで 合 計5回 にわ た
り産 卵 を 確認 した.こ れ まで シ ョウ ワ ギス の
卵 につ い ての 報告 は あ ったが 水槽 内産 卵 につ
いて は報 告 が され て いな い.こ こでは シ ョウ
ワギ スの 飼 育下 に お け る産 卵 、お よび その 卵
につ いて 報 告す る.な お5回 の産 卵 と も受 精
には いた らな か った.
[材 料 と方法]
シ ョウワ ギス 親魚 は1982年 、昭和 基地 周 辺
沿岸 部で 釣 りに よ り採集 され 鴨川 シー ワー ル
ドの 寒冷 地動 物 飼育 試験 室の 幅30cm、 長 さ60
cm、　高 さ45cmの ガ ラス水 槽に 収 容 した.水 質
環 境 は 、水 温 一1土1℃、pH7.9～8.3、 硝 酸態 窒
素2ppm以 内 、亜 硝酸Pt窒 素O.02ppm以 内、酸
素量8.5～9.5ppmで あ る.給 餌 はホ ッ コク ア
カエ ピ 、カ タ クチ イワ シ、ア サ リ等 を5日 間
隔 で 飽食 まで 与 え 、 日間 摂飯 事の 最高 は6月
で1.12%、 最 低 は3、 月で0.09%で あ った.
[結 果]
シ ョウ ワギ ス の産 卵は1984年6月2日 に第
1回 目が確 認 され た.こ の時 の体 長は220mm
で あ った.以 後 、第2回 は1985年5月8日 、
第3回 は1986年4月4日 、第4回 は1987年3
月30日 、 第5回 は1988年4月24日 に確 認 され
た.そ れ ぞれ の 産卵 間隔 は331～391日 で平
均355日 で あ った.産 卵 前 の兆 候 は 、体重 が
2～5ケ 月前 か ら月 間10～43gの 増 加 が あ り
、肉眼 的 に も腹部 間 満が 認 め られ た.更 に1
～2ケ 月 前か ら摂 国 是の 減 少が み られ、 そ の
日面築 館 率は 通 常O.5～1.0%の 値 か ら0.09～
0.18%に 減少 した.特 に産 卵19～26日 前 か ら
は全 く摂 餌が な か った.シ ョウワ ギス の 雌 個
体の産 卵 に関 わ る行 動 と して 、他 の個 体(雌
雄不 明、 体長182mm)と の 同一 水 槽内 で の 関
係 を観 察 した とこ ろ 、第1回 産 卵後 、約9ケ
月間 は闘 争等 は み られな か った が 、第2回 目
産卵2ケ 月前 よ り他 個体 の 背鰭 や 吻に 傷 を負
わせ る闘 争 がみ られ 、相 互 に 口頼 を噛 み あ う
行動 があ った.産 卵 時刻 は いず れ も午 前6時
か ち午 前8時 の 間で あ った.親 魚 の体 色変 化
や営巣 行 動等 は観 察 され な か った.
シ ョウ ワ ギス の卵 は 、乳 白色 、半 透 明 の 直
径4.1～4.7mmの ほぼ 球形 で 、沈 性凝 集 卵 で あ
った.産 卵数 は3117～4128粒 で 、回 を重 ね る
ご とに増 加 の傾 向が み られ た.
産卵 後 の シ ョウ ワギス は 、卵 を保 護 す る こ
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Some isopod crustaceans from the Antarctic Seas
iii
S.  GAM6(Yokohama  Natl . Univ.)
While working on the isopod crustaceans 
Japanese Antarctic Research Expeditions 
interesting and characteristic species, 
Paramunna spp. and Ilyarachna spp., were
collected by the scientists of the 
from the Antarctis Seas, some 
such as Serolis spp., Antias  spp., 
 found.
 ki4141/Y1  , 7C, r4.4415\  Q:  111L  V-  V 
  Serolis spp., Antias spp., Paramunna spp.
htrfk ( 
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REGULARITIES OF SEASONAL CHANGES IN INTERTIDAL BIOTA  OF 
THE BOREAL ZONE AND THE ROLE OF ICE COVER AS AN ECOLOGICAL 
FACTOR
Oleg G. KUSSAKIN 
Institute of Marine Biology, Far East Branch, 
Academy of Sciences of the USSR, Vladivostok 690032, USSR 
     In the boreal intertidal zone (Sea of Okhotsk,Kuriles, 
northern Sea of Japan, White and Barents seas)., where clima-
tic and hydrological seasons are strongly pronounced  and 
winter is a critical period, general regularities of seaso-
nal changes in the biota are clearly observed: natural dying 
off of adult individuals connected with their short life 
cycle; mass mortality induced by unfavourable impacts mostly 
in late autumn, winter and early spring; seasonal migrations, 
escape to shelters, stupor, and formation of aggregations as 
avoidance reactions to lethal effects of extreme conditions; 
seasonal changes in feeding activity  and in growth rates; 
sharply pronounced periodism in production of a majority of 
species and in spawning migrations etc. Among important en-
vironmental factors acting in the boreal intertidal zone, 
ice cover plays a particular role and may often be a limiting 
factor which determines the species composition and even the 
type of intertidal communities. The study considers both a 
negative abrasive effect of the ice cover, most pronounced 
in  surf-exposed habitats, and a positive effect, mostly in 
sheltered inlets, where the ice cover acts as a shield pro-
tecting organisms from lethal effect of extremely low air 
temperatures. 
      Combination of all the phenomena  and processes associ-
ated with seasonal changes  of environmental factors creates 




JARE-26に よ って ビ ー ム ト ロ ー ル で 採 集 され た
ク チ キ レ エ ビ ス ガ イ 科 と ヒ ゲ マ キ ナ ワ ボ ラ科 の 分 類 学 的 研 究
Taxono回ic　 Studles　 of　 Fa●ily　 Sclssurellldae　 and　 F8■ily　 Trichotropidae
(Mollusca　 :　Gastropoda)　 Collected　 vrith　 a　Bea■-trawl　 by　 JARE-26　 (1984/85)
O沼 波秀樹 ・奥谷喬司(東 水大 ・水産生物)星 合孝男(極 地研)
H.　 Numanami,　 T.　 Okutani　 (Tokyo　 Univ,　 Fish.)　 and　 T.　 Hoshiai　 (NIPR)
The　 gastropod　 specimens　 of　 the　 family　 Scissurellidae　and　 fami y　 Trichotropidae
　trawled　 from　 Breid　 Bay　 and　 Gunnerus　 Bank　 were　 studied.　 The　 position　 of　 sampling
stations　 are　 of　 the　 present　 material　 shown　 in　 Fig.　 1,　 and　 depth　 of　 these
sヒations　 were　 about　 300　 m.　 Three　 species　 of　 Scissurellidae　(Anatoma　 amo na,
.Anatoma　 sp・　 A　 and　 Anatoma　 sp・　 B)　 and　 two　 species　 of　 Trichotropidae　(Neoconcha
insignis　 and　 Trichoconcha　planispira)　were　 identified.　Anatoma　 amoena　 was
rediscovered　since　 the　 original　 description　 by　 Thiele(1912).　Bas d　 on　 detailes
of　 morphological　characters　 of　 Il![・　 insiRnis　 and　 ユニ・　 Planispira,　 generic　 allocation
for　 these　 two　 species　 is　 revised.
JARE-26(夏 隊)に よ って ブ ライ ド湾及 び グ ンネル
スバ ン クにお いて 行わ れ た ビー ム トロー ルで採 集 され
た底生 性 腹足類 に つい て分 類学 的研 究 中であ るが、 今
回 その うち クチキ レエ ビスガ イ科(Scissurellidae)と
ヒゲ マキ ナ ワボ ラ科(Trichotropidae)の 貝類 につ いて
報 告す る。 クチキ レエ ピスガ イ科 の 貝類 は、 殻長1c.
以 下 と小 型で、 殻 は薄 質で 白色、 そろ ばん玉 型。 蛾 眉
の周部 または 中部 に切 れ込 みが あ り、 殻 上に 切れ込 み
帯 と して 残 るのが 特徴 で あ る。 ヒゲ マ キナ ワボ ラ科の
貝 類 は、 殻長数 セ ンチ、 殻 は こぶ し状 ない し笠状 で厚
い毛状 の 殻皮 を持 つ。 両科 の貝 類は 寒帯 域か ら温 帯域
の潮下 帯 か ら深 海底 に 広 く分布 す る。 南 極域 には、 ク
チキ レ エ ビス ガイ科 は3属9種(Povell,1962)、 ヒゲ
マキ ナ ワポ ラ科 は1属9種(lar6netal.,1986)が分
布 し、 エ ンダー ビー ラ ン ドか らは各 科1種 が確 認 され
てい る。 しか し、 昭 和 基地 付近 か らは採集 されて いな
い。 今 回 の試料 か らは、 商 科の貝 類 が多数 採 集 され た。
これ らの 貝類 の分 類 ・分布 を研究 す る ことは、 生物 地
理 学 的に 有意義 で あ る。
【研究 材 料】 採 集地 点 をFig.　 1に示 す。 水 深は各 地
点 とも300m前 後 で あ った。
【結果 及 び論 議】 採 集物 申か ら、 クテキ レエ ビスガ
イ科3種33個 体、.ヒ ゲ マキナ ワボ ラ科2種16個 体 が出
現 した。
クチ キ レエ ビスガ イ科
・　Anatoms　 amoena　 (Thiele,　 1912):　　プライ ド湾 の
St,7か ら2個 体 が採 集 され た。 本 極 はThlele(1912)
に よって デー ピ ス海か ら原 記載 され て以 来初 めて の再
発 見 で あ る。
・Anstoma　 sp. A:　 ブ ライ ド湾 の全 地点 か ら29個 体 が
採 集 され た。
・　Anatoロa　sp.　B:　 グ ンネル スパ ン クから2個 体 のみ
が採 集 された。
前記 のAnato口aに 属 す 種に ついて は現在 研究 が進 行
中 であ る。
ヒゲ マ キナ ワポ ラ科
・　Neoconcha　 ⊥旦旦⊥処 」旦(S■ith,1915):ブ ラ イ ド湾
のSt.5か ら1個 体 が採 集 された。 本種 は、 これ まで
マ クマ ー ド入江 とアデ リー海岸 で採 集 されて い るが、
今 回、 プ ライ ド湾か ら採 集 された こ とに よ り環 南 極分
布 種で あ る と考 え られ る。　Neoconcha属 は、　Var6n越
al.(1986)に よ ってTorellia属 の 亜属 に され た が、
殻 に螺肋 を持 たない 点、 歯舌 の中歯 及び 側歯 の形 態が
異 な る点 か ら独 立属 とす る方 が適当 で あ ると考 える。
■Trichoconcha　 P⊥皇」L随(S■1th,1915):
プ ライ ド湾の全 て の地点 か ら15個 体 が採 集 され た。 分
布 はロス 海か ら エン ダー ビー ラン ドまでで あ る。 本種
に はPowe11(1958)に よってTrtchoconcha属 が 当 て られ
たが、 体 用 と次棒眉 が分 離 してい る点、 歯舌 の形 態 が
同属 の模 式種 と異 な る点 等か ら、新 たな属 を創 設 す る
の が適 当 であ ろ う。
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1987/88年 鯨 類 捕 獲 言周 査 で 得 ら れ た
水 温 　 (XBT)　 デ ー タ の 解 析
　　　　　Analysis　 of　Temperature　 (XBT　)　Data　in　the　Feasibility　 Study
　　　　　　　　　　　　　　　 on　Southern　Minke　Whale　in　198?　/B8
永 延 幹 男　(JAMARC)　 ・嶋 本 噛孝 平(ア ジア 航 測 鰯 技 研)・ 加 藤 秀 弘(遠 洋 水 研)
M.　Na8anobu　 (JAMARC)　 ,　K.　Shimamoto　 (AAS　 )　and　 H.　Kato　 (Far　 Seas　 Lab.　 )
We　 investi8ated　 the　 relationship　 between　 temperature　 structure　 by　 Polynomial
Trend　 Analysis　 and　 distribution　 of　 minke　 whale,　 using　 data　 sampled　 from　 the
fesibility　 study　 on　 southern　 minke　 whale　 in　 19E7　 /88.　 Extreme　 hi8h　 densities
of　 distribution　 of　 minke　 whale　 coincided　 with　 the　 waters　 of　 lower　 temperature
(below1/20D∫:° °(Temp.)dz==-1.5℃).
【1.は じめに1日 本による南極海鯨類資源のFesibility　 Studyが 、調査船 団によ り1987
/88年 に行 われた。 調査 域におけ る海洋構造 と鯨類(ミ ンクク ジラ)の 地理分布 との闇に
相関性は見出せな いか?、 とい う基本的な問題意識にた ちかえって本 朝は検討 した。
【2.資 料 と方法】検討 した調査 域は、105'E～115'E闇 の55'S以 南～pack　 ice
edge(65-30S前 後)。 調 査期 間は19Be年1月17日 ～3月26日 。海洋観 測はXBT測 定67点 で
ある。　XBT水 温デー タ(総 数3,149個)を 、四変量の多項式近似 による地域傾向体分析法
で解析 した。 さらに、環境指数亘200〔1/20059e(Temp.)dz〕デー タの五次多項式の
傾向面分析図 と鯨類分布密度 とを対 比させて 相関性 を調べた。
【3.結 果1五 次多項式(適 合率:97.9%)に よる水温 立体図(図1)1°s'ε
は 、南極海 の海洋構造の特徴をよ くあらわしている。 表層水温は北
で 高 く(3.5℃)南 で低い(-1.5℃ 以下)東 西に帯 状パター ンを
とる。南極 大陸棚 側では0℃ 以下の低温の冬季形成水層 が厚 く、北
の沖合へむ かうにつ れて 薄 くなる。沖合では1.5℃ 以上の深層暖水
があ る。深層暖水 は大陸棚側の冬季形成水の分布状態に も影響 をお
よぼす。す なわ ち南側 の断 面図か らわかるよ うに、105'E側 で 冷
水層が厚い。そ れに対 し、115'E側 では深層暖水の張 り出 しが強
く水温は相対的に高 くなる。 こ うした リー ジョナル スケー ルの海洋
'構 造の相違が
、(食 物連 鎖を媒 介と した間接相関に しろ)鯨 類の分
布密度 によ く対応す る(図2)。 す なわ ち ミンクク ジラ分布の密度
指数は、冬季形成水の厚 い大陸棚側で全体的 に高い。さ らに大陸棚
側 において も、107～108'Eの 冷水層の厚 い水域(環 境指数 亘200
=-1.5℃ 以下)で 極端に高い(301.5～490.4頭/100マ イル)。
Fi8.1　 (O)　 :Fifth-degree　hyp rsurface　 of　 temperature





Fi8.2　 (⇒)　 :Comparison　 between　 fifth--degree
surface　 of　 亘200　 (℃)　 by　 polynomial　 trend
analysis　 and　 distribution　 of　 minke　 whale　 sampled.
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南 大 洋 の ゴ14°E線 沿 い に お け る
海 洋 構 造 の 特 徴
Characteristics　 of　 Oceanic　Structure　 along　 114.E　 in　the　Southern　 Ocean
永 延 幹 男(海 洋 水 産 資 源 開 発 セ ン タ ー)
M.　Na8anobu　 (Japan　 Harine　 Fishery　 Resource　 Research　 Center)
　 This　 paper　 describes　 ∨ertical　 distributions　 of　 temperature,　 salinity　 and
geostrophic　 flow　 from　 35.S　 to　 61.S　 near　 the　 pack-ice　 ed8e　 alon8　 114.E　 in
October　 1970,　 usin8　 the　 ELTANIN,s　 data.　 The　 Antarctic　 Surface　 Water　 occupies
betNeen　 6i.S　 and　 58.S.　 The　 water　 8enerally　 flows　 eastward　 with　 a　ma×imum
speed　 of　 22.8　 cm/s　 around　 the　 Polar　 Front　 Zone　 at　 47　 .S.　 Geostrophic
volume　 transport　 through　 114.E　 was　 110.5　 ×　1〔}　㎡/s　 (eastward　 flow)　 between
47.Sand61.S.
{1.は じ め に 】 演者 は 南 大 洋 スケ ー ルで の海 洋 構 造 の 全 体 像 を よ り精 密 に描 いて い くた
め 、 こ れ ま で に12.5'E・3?'E・75'E・155'E・170'H・90'W・ ドレ ー ク 海 峡
・30'W沿 い に お け る水 温 ・塩 分 ・地 衝流 に つ い て 解 析 して きて い る。 上 記 の子 午線 に く
わ え て 、 オ ー ス トラ リ ア～ 南 極 大 陸 闇 の11べE沿 い の 海 洋 構 造 に つ い て 報 告す る。
【2.資 料 】 用 い た 資 料 は 、　 R/V　 ELTANIN　 (Lamont-Doherty　 Geological　 Observatory,
Columbia　 University)　 が お こ な っ たSTD観 測　(S　Jacobs　 et　al.　 (1972)　 )　に 拠 る。 鰻
測 点 は19?0年10月10日 ～22日 の114'Eに 沿 う35'56'Sか ら61'02'Sま で の も の で あ る。
【3.結 果10'C以 下 の 低 水 温 お よ び 水 温 極 小 層 で 特 徴 づ け ら れ
る南 極 表 層 水　(Antarctic　 Surface　 Water　 :　ASW　)　は、
観 測 点 の 最 南 端 で あ る61'02'Sか ら58'09'Sま で の北 方
へ 張 りだ す 。　ASWで の 水温 極 小 は 、5B'01'Sの59mで 一1.
77℃ を示 す 。 深 層 暖 水　(　Warm　 Deep　 Water:WDW　 )　で は 、
1.83～2.38℃ の 幅 を もつ 水 温 極 大 層 が400～HOOmで み
ら れ る。 極 前 線 域　(Polar　 Front　 Zone:　 PFZ　)　は 、4?'
34'Sか ら53'28,Sに か けて 表 面 水 温 がB.87'Cか ら1.96
'Cへ 急 な水 温 勾 配 を 示 す 範 囲 に 位 置 す る
。　PFZあ た り
で100cl/tの 比較 的 軽 い水 の 沈 降 が 示 唆 さ れ る。　PFZ
の 中 層で も 水 温 の 南 北 方 向 へ の 急 勾 配 が み ら れ、 そ れ に
対 応 して 塩 分 勾 配 も 大 き い。 深 層 暖 水 中の 塩 分 極 大層 は 、
40'33'Sの3000mで34.?5%oを示 し60'Sで は 同 値 が10
00mと 浅 くな る。
力 学計 算 に よ る地 衡 流 速 は 、 全 体 的 に東 向 流 が 貞 越 す
る。　 PFZの4マ'34'Sか ら49'31'S闇 で は表 面 で 最 大値22
.8cm/sを 示 し、 深 層 ま で 相 対 的 に 速 い流 速 を示 す 。
PFZ(4?'34'S)から南 極 大 陸 側 のpack-ice　 edge　 (61'
02'S)闇 の 総 流 ■ は 、 東 向 流 で110.5x1〔 品 で あ った 。
Fi8.　 1:　 0ceano8raphic　 sections　 along　 114　 .E　 betweem　 Australia
and　 Antarctica　 in　 the　 Southern　 Ocean　 surveyed　 by　 the　 ELTANIN
in　 October　 1　-　22,　 1970.　 The　 fi8ure　 also　 shows　 other　 sections
which　 have　 been　 studied　 by　 the　 same　 analysis　 as　 114°E.
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ENSO　 と 南 極 系 水(序 報)
Relationship　 between　 ENSO　 and　 Southern　 Ocean　 Waters(Preliminary　Report)
福 岡 二 郎(新 口 気)三 宅 秀 男(北 大 水)福 地 光 男(極 地 研)
」.Fukuoka(Shin-NipPon　Meteorolg.&　 Oceanogr.Co.Ltd.)　H.Miyake(Fac.Fish.
Hokkaido　 Univ.)　 and　 M.Fukuchi(NIPR)
　ENSO(El　 Ni?i'o　 and　 Southern　 Oscillation)　has　 been　 studied　 in　 the　 tropical　 Pacific
Ocean　 and　 the　 tropical　 Atlantic　 Ocean,　 respectively.　The　 frequenc 　 of　 ENSO
appearance　 in　 the　 Atlantic　 is　 lesser　 than　 in　 the　 Pacific.　 As　 there　 are　 lower　 values
of　 standard　 deviation　 for　 meteorological　data　 in　 the　 Atlantic　 than　 in　 the　 Pacific・
we　 may　 esti胴ate粛ore　 stable　 meteorological　c ndition　 in　 the　 Atlantic・ 　One　 reason　 of
it　 may　 be　 due　 to　 lower　 water　 temperature　 in　 the　 Atlantic.　 りe　have　 sorae　 expect　 to
st1」dy　 whether　 it　 is　 ascribed　 by　 the　 remarkable　 low　 water　 temperature　 in　 the　 Atlantic
sector　 of　 the　 Southern　 Ocean　 or　 not.
へ
〔ENSOと は 〕　 EI　 Nino　 -　 Southern
Osci日ationの 略 で あ る。　 Et　 Ni?{oは 南 米 の 太
平 洋 岸 で 水 温 が 異 状 に 高 く な る 現 象 と し て 知
ら れ て い る。　 Southern　 Oscillationは 熱 帯 太
平 洋 の 西 と 東 で、 例 え ば 気 圧 に つ い て 見 事 な
逆 相 関 に な る 現 象 を い う。 こ の 両 者 は お 互 い
に 関 係 が あ り、ENSOと 称 さ れ て き た。
〔ENSOの 発 生 頻 度 〕 こ こ で 太 平 洋 、
大 西 洋 のENSOの あ ら わ れ 方 を 比 較 し て み
た。 太 平 洋 で は、1953年 以 降57.63,65.69.72
.76,83,87年 の8回 で あ る が 、 大 西 洋 で は 、
1934年 以 来34.63,84年 の 僅 か3回 に しか す ぎ
な い。
〔両 津 に お け る 気 象 資 料 の 変 動 〕 両 洋 の
熱 帯 域 で の 気 象 値(気 圧 、 気 温 、 風)に つ い
て そ れ ぞ れ 標 準 偏 差 を 求 め て み る と、 地 理 的
に 似 た 地 点 で 比 較 し た 場 合、 い ず れ も 太 平 洋
の 方 が 大 き い。 こ れ は 気 象 現 象 が 太 平 洋 の 方
が 変 動 の 大 き い こ と を 意 味 し て い る。 こ の こ
と は 台 風 と ハ リ ケ ー ン の 発 生 に つ い て も い え
て、 太 平 洋 の 台 風 の 発 生 頻 度 が 著 し く 高 い。
〔熱 帯 大 西 洋 の 気 象 状 態 を 安 定 た ら し め る
要 因 〕 大 気 を 安 定 さ せ る に は 下 層 大 気 が 比
較 的 低 温 に 保 た れ る こ と が、 か な り 効 果 が あ
る。 こ の 点 で、 下 層 大 気 に 影 響 を 与 え る 水 温
分 布 が あ る 役 割 を 果 た し て い る と い え る。 こ
こ で、 太 平 洋 と 大 西 洋 の 表 面 水 温 の 値 を1表

























Table　 l　 Surface　 Uater　 Temperature
この表 か ら、 南半球の低緯度 と高緯 度では
特に大 西洋の低 温が きわだっているこ とが判




な り低温であることが判るが、 その実 体を詳
しく図に示 してお く。 これからも大 西洋域 の
50°～60°Sの 水 温は、 太平洋域 よりもかな り
低 温で あ る事実が 読み とれ る。 この 低水 温
が、 どう大西洋 に影 響を及ぼすか。 逆 にいえ
ば、 太平洋域の 水温 が何故大西洋ほ ど低 くは
ならないか、 こう した面からの研究調査 を進




Nutrient　 distributions　 in　 the　 Southern　 Ocean
福 井 深(清 水市 環境 部)小 牧 勇蔵(遠 洋水研)岡 部 史郎(東 海大海洋)
F.Fukui(Envir.Div.,Shimizu　City),　 Y.Komaki(Far　Seas　 Fish.Res.Lab.)
and　 S.Okabe(Fac.Mar.Sci.Techno1.,Tokai　Univ.)
The　 characteristics　of　 ヒhe　 nutrient　 distributions　 were　 studied　 in　 the　 several
sectores(Indian,　 souヒh　 western　 Pacific,　 At二1atic)　 of　 the　 Antarctic　 Ocean,　 easヒern　 Drake
passage　 and　 Weddell　 Sea.　 The　 data　 described　 in　 this　 repqrt　 are　 from　 the　 SIBEX-1(1983-84)
and　 SIBEX-II　 (1984-85)　 expeditions　 aboard　 the　 R/V　 Kaiyo-Maru　 as　 part　 of　 an　 BIOMASS　 program.
Changes　 of　 concentrations　 of　 phosphate　 and　 nitrate　 maxima　 along　 the　 isopycnal　 horizone
(σ2ニ36.8)　 in　 the　 Antarctic　 water　 are　 relatively　 sma11.　 Phosphate　 and　 nitrate　 maxima
apPeared　 in　 the　 layer　 of　 200～600m　 and　 these　 maximum　 values　 of　 the　 each　 legs　 were　 about
same.　 These　 trends　 suggest　 that　 Antarctic　 Circumpolar　 Current　 affects　 the　 nutrient
distributions.
海 洋 に お け る 栄 養 塩 は 、 ・一般 的 に 生 物 生 産 に よ っ
て 消 費 され 有 機 物 の 分 解 で 生 成 す るの で 光 合 成 層
の 表 層 で 少 な く深 層 の 分 解 層 で 多 い 結 果 を 与 え る。
こ れ らの 作 用 に 海 洋 の 循 環 、 混 合 が 加 わ り、そ れ ぞ
れ の 海 域 の 特 徴 が 形 成 され る。 特 に 、 南 大 洋 は 鉛
直 混 合 あ る い は 湧 昇 の 著 しい 海 域 と して 特 徴 づ け
られ る と共 に大 西 洋 か ら 太 平 洋 に お け る 深 層 大 循
環 に 深 くか か わ っ て い る。 南 大 洋 の 各 セ ク ター 問
に お け る栄 養 塩 を 比 較 し な が ら 、そ の 分 布 特 性 等 に
っ い て 述 べ る。 【材 料 と 方 法 】 開 洋 丸(水 産 庁)に
よ るSIBEX.1(1983/84)及びSIBEXN(1984/85)航
海 で 緯 度 に 沿 っ た 南 北 観 汲ilの結 果 を 用 い た 。各 測 線
は 、75°E(イ ン ド洋)、90°W(南 東 太 平 洋)、 ド レ
イ ク 海 峡 東 側 、30°W(大 西 洋)、20°W(ウ ェ ッ デ ル
海)で あ る 。 【結 果 】 便 宜 的 に あ る ポ テ ン シ ャ ル 密
度(σ2・36.8:上 部 周 極 深 層 水 の 代 表 的 な 値)を 指 標
と し て 等 σ面 上 に お け る 濃 度 を 見 る と、リ ン酸 塩 及
び 硝 酸 塩 の 最 高 値 は75°E線 の 南 極 収 束 線 以 南
(56'S)で お の お の2.52μM及 び35.3μMで あ っ た 。
一 方 、30°W線(51°S)の 最 高 値(リ ン酸 塩;2.49
μM、硝 酸塩;32.8μ の が75'E線 と ほ ぼ 同 様 の 値 で
あ る こ と よ り、南 大 洋 各 セ ク タ ー 間 に お け る等 σ 面
上 の 最 高濃 度 の 変 化 は 小 さ い と思 わ れ る。リ ン酸 塩
及 び 硝 酸塩 極 大 層 は 全 観 測 数 の 内 、約 半 分 が 同 一 水
深 に 出 現 し、そ れ ら の 水 深 は200～600m(σ2・36.7
～36.8)付 近 で あ る。リ ン酸 塩 極 大 層 の 中 で 最 も高
い 値 は75°E線 の2.70μ.M(60°S)で あ るが 、他 の 観
'測 線 の 最 高 値 も2.24～2.49μMと 大 き な変 化 は 見 ら
れ な い 。ま た、硝 酸 塩 に っ い て も75°E線 で36.3μM
が 得 られ て い る が 、他 の 地 点 も33.0～34.2μMと ほ
ぼ 同 濃 度 で あ り、南 大 洋 に お い て は 各 測 点 に お け る
最 高 値 の 地 域 的 変 化 も少 な い と 解 釈 さ れ る。各 観 測
点 に お け る水 柱 中 の 平 均 濃 度(観 測 値 の 中 間 差 ・IIZ均
に 深 さ を 乗 じ表 面 か ら低 層 ま で た し合 わ せ た もの
を 深 度 で 除 し た もの)は 南 北 変 化が あ る もの の 、南
極 収 束 線 以 南 に お け る リ ン酸 塩(1.93～2.39μM)、
硝 酸 塩(31.0～34.6μM)及 び ケ イ酸 塩(94～126μM)
の 変 動 は そ れ ほ ど 大 き くな い 。南大 洋 に お け る こ れ
ら の 結 果 は 、循 環 混 合 及 び 湧 昇 現 象 が 強 い 上 に
Antarctic　 Circum　 Poiar　 Currentの 東 流 に よ る影
響 で 南 大 洋 の 海 水 の 滞 留 時 間 は比 較 的 短 い もの と

























O ㎜ 2000 3000㎞




冬 期 サ ロ マ 湖 の 湖 底f寸 近 に 見 ら れ る 微 細 藻 類 群 集
Observation　 of　 benthic　 microalgal　 assemblages　 under　 sea　 ice
　 　 　 　 　 　 　 　 in　 Lake　 Saroma.　 Hokkaido
佐藤 博 雄 ・ 山 口 征 矢 ・ 渡 辺 研太 郎 ・ 有 賀 枯 腸
(.東水 大)(埼 玉 大 ・教 養)(国 立 極 地 研)(東 水 大)
H.　 Satoh　 (Tokyo　 Univ.　 of　 Fish.),　 Yukquya　 Yamaguchi　(Saitama　 Univ.),　 K.
(Natl.　 Inst.　 Polar　 Reg.)　 and　 Y.　 Arufra　 (Tokyo　 Unlv.　 of　 Fish.)
Watanabe
Benthic　 microa|gal　ssemblages　 as　 well　 as　 phytoplankton　and　 icc-algae　 were　 in-
ve9いgatcd　 in　 the　 ice-covered　 season　 of　 Lakc　 Saroma　 in　 carly　 March　 1987　 and
1988.　 The　 maximum　 chlorophyll　 a　c(,ncentration　of　 ice-algae　 within　 4　 cm　 from　 bot-
tom　 of　 ice　 was　 385　 mR　 m-3,　 and　 the　 standi∫ ζstock　 of　 phytoplankton　in　 1988　 was
12.27　 mg　 m-2.　 The　 chlorophyll　.a　concent1'ation　in　 the　 water　 obtained　 near　 the
laP,(・　 bottom　 was　 65　 mg,　 m-3,　 whcre　 Odonte⊥La　 sp.　 and　 Pleu四 」塾j..Pr.m-a　sp.　 were
dominant.　 These　 species　 were　 minor　 compnncnts　 of　 the　 phytolankヒ6n　 and　 ice-algae.
南 極 海 や 北 極 海 の 海 氷 下 で は、 植 物 プ ラ ン ク
'ト ン や ア イ ス ア ル ジー が 基 礎 生 産 の 主 な 担 い
丁 と し て 広 く 知 ら れ て い る が、 近 年 そ の 海 底
付 近 に も 微 細 藻 類 群 集 が 高 密 度 に 生 育 し て い
る こ と が 報 告 さ れ た　(HorT}er　 and　 Schradρ 「.
1!)R2:DaylonCLt、8⊥..10R7)。し か し な が ら、
こ の 群 集 に 関 す る 知 見 は、 極 め て 少 な い。
1987と1988年 の 結 氷 期 サ 「コマ 湖 の 湖
底 付 近'に も 微 細 藻 類 群 集 が 見 出 さ れ た の で、
植 物 プ ラ ン ク ト ン や ア イス ア ル ジ ー と 同 様 に
こ の 群 集 の 種 組 成 、 光 合 成 特 性 つ い て 報 告 す
る。
材 料 と 方 法:サ ロ マ 湖 北 西 岸 トエ トコ か ら約
1krnの 定 点 に お い て 、1987お よ び19
88年3月 、 海 氷 下 部 の 着 色 層 か ら ア イ ス ア
ル ジ ー の 試 料 を 採 取 し た。 採 水 はO,2,5,
91nか ら 行 っ た。 ま た、 底 生 微 細 藻 類 の 試 料
は 湖 底 付 近 に 群 生 し・て い る 集 塊 をS('UBA潜 水
よ り 採 取 した。 そ れ ぞ れ の 試 料 は グ ラ ス フ ァ
イ バ ー フ ィル タ 　ー(Wt}at,man　 GF/C)で 濾 過 し、
蛍 光 法 に よ り ク ロ ロ フ ィル 旦、 フ:〔 オ 色 素 量
を 測 定 し た。 底 生 微 細 薄1類 群 集 の.光 合 成 一 光
曲.線 の た め に は3.R.IO.8.27.F?.37.5,
57.0/tEm?s『1(Tj光条 件 『Fに お い て 実 験 が
な さ れ た。 光 合 成 活 性 の 測 定 は 明 暗 ビ ン 法 に
て 行 っ た。 出 現 挿 は 光 学 顕 微 鏡 お よび 走 査 型
電 子 顕 微 鏡 に よ り 観 察 し た。
天 空 お よび 海 氷 下 の 光 辛子 阜 は、L+「:OR
188　 quantam　 meterlこ て 測 定 し た。
結 果 と考 察:1987、1988年 と も に 水
温 は 一1.1～-1.4'Cに あ り、 塩 分 は31～33%oの
範 囲 内 に あ っ た。 海 氷 直 下 の 光 環 墳 は、19
87年 に は 相 対 照 度1%程 度 で あ っ た の に 対
し て、1988年 に は3%に と ど ま っ た。 こ
れ は1988年 の 氷 厚(19cm)が1987年
の 半 分 で あ っ た こ と に よ るも の と 推 察 さ れ る。
水 中 の 最 大 ク ロ ロ フ ィ ル旦 濃 度 は、1988
年 に2.35mgm-3で あ り、0-9rnの 積 算 値 は、
12.27mgm-2で あ っ た。 これ は1987年 の
の1直 の 約3倍 で あ っ た。 一 方 、1988年 の
氷 中 ク ロ ロ フ ィル 旦 濃 度 は1987年 と比 較
して 低 い 値 を 示 し た。 底 生 微 細 藻 類 の ク ロ ロ
フ ィ ルa濃 度 は 両 年 と も約65mgM"3で あ っ
た。 こ の 群 集 は 、 ほ と ん ど100-300μmの
大 型 の 珪 藻 か ら 形 成 さ れ て、 鎖 状 群 体 を つ く
る　1〕don七ellasp.とPleurosi　 pa　 sp.が 優 占
し て い た。 そ れ に 対 し て 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン
や ア イス ア ル ジ ー は'1土i⊥z..settPtig　 jpaが 優
占 し て い る こ と か ら、 底 生 微 細 藻 類 は 湖 底 付
近 て 生 育 し て い た こ と が 推 察 さ れ る。 光 合 成
一 光 曲 線 か ら、 こ の 群 集 の 光 合 成 は27・5μE
rn'29.'1で 光 飽 和 に 達 し、 そ の 光 量 子 蹴 は ア イ
スア ル ジ ー で 得 ら れ た も の と ほ ぼ 同 じ 値 で あ
っ た。 底 生 微 細 藻 類 の 最 大 光 合 成 速 度 は、 ア
イ ス ア ル ジ ー と比 較 し て2倍 以 上 高 か っ た。
一23一
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Variability　in　 sterol　 flux　 in　 the　 ice-covered　 Saroma　 lake,　 Hokkaido,　 Japan.
山 口 敏 康(東 北 大),佐 々 木 洋(東 北 大),
渡 辺 研 太 郎(極 地 研),谷 村 篤(極 地 研),福 地 光 男(極 地 研)
　 T.　 Yamaguchi　 (Tohoku　 Univ.),　 H.　 Sasaki　 (Tohoku　 Univ.),
1〈.　Watanabe　 (NIPR),　 A.　 Tanimura　 (NIPR),　 門.　 Fukuchi　 (NIPR)
Varibility　 of　 sinking　 Partilces　 were　 observed　 usin8　 a　 time　 series　 sediment　 traP
array　 in　 the　 ice-covered　 saromaしake,　H kkaido Japan,　 from　 December　 1986　 to　 May
1987.　 Particulate　fluxes　 in　 terms　 of　 dry　 weight　 were　 low　 during　 the　 ice-covered
season　 and　 increased　 in　 early　 spring.　 Ste「ols　 associated　 with　 sinking　 Particles
were　 analyzed　 to　 evaluate　 organic　 matter　 source.
冬 季 の サ ロ マ 湖(塩 水 湖)に お い て 時 間 分
割 型 の セ デ ィ メ ン ト ト ラ ッ プ を 用 い て 沈 降 粒
子 を1986年12月9日 か ら1987年5月2日 に か け て
連 続 採 集 し た.ト ラ ッ プ の 係 留 は ク ロ ロ フ ィ
ル 計 測 係 留 シ ス テ ム の 係 留 と 同 時 に 行 わ れ た
(第10海 鹿 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム に 発 表).水
深 約7mの 係 留 点 の 約3m層 に 超 過 し,連 続 し た
12サ ン プ ル(12日 間 隔)を 回 収 し た.
結 氷 期 間 は1987年1月16日 か ら 同 年4月17日
ま で で あ る.ク ロ ロ フ ィ ル 連 続 観 測 の 結 果 に
よ れ ば,結 氷 期 間 中 の ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 は 低
い'が,春 先 の 融 氷 と 共 に,増 加 が 始 ま り,完
全 に 海 氷 が 消 失 す る 直 前 に 極 大 が 観 察 さ れ て
い る.
沈 降 粒 子 総 量 の 場 合(乾 重 量,図1),結 氷
期 に お い て 同 じ よ う に 低 い 値 が 維 持 さ れ る が,
ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 に 対 応 し て3月 下 旬 か ら 増 加
す る.し か し 結 氷 す る 直 前 の12月 下 旬,及 び
完 全 に 海 氷 が 消 失 し た 後 の4月 下 旬 か ら5月 に
か け て の 沈 降 粒 子 の 増 加 は ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度
に 無 関 係 で あ り,海 氷 が な い 時 に は,深 度 が
浅 い た め に 容 易 に 粒 子 が 海 底 か ら 再 懸 濁 し,
ト ラ ッ プ に 採 集 さ れ た も の だ ろ う.
脂 質 成 分 は,懸 濁 物 質 や 堆 積 物 な ど の 起 源
物 質 を 推 定 す る 場 合 に 有 効 な 手 段 と な る 場 合
が 多 い.そ の 中 で ス テ ロ ー ル 類 は,全 て の 動
植 物 が 有 し,細 胞 の 膜 成 分 な ど に 含 ま れ,脂
.質 成 分 中,分 解 な ど に よ る 変 化 を 受 け に く い
と さ れ て い る も の で あ る.回 収 しte12サ ン プ
ル を ク ロ ロ フ ォ ル ム!メ タ ノ ー ル に よ り 脂 質 抽
出 し,エ タ ノ ー ル 性　 KOHで ケ ン 化 後,ス テ ロ
ー ル を 分 離,精 製 し た.ス テ ロ ー ル は ガ ス ク
ロ マ ト グ ラ フ(GLC)お よ び　GLC－ 質 量 分 析 計
(MS)に よ り 組 成 を 求 め た.得 ら れta分 析 結 果
か ら,沈 降 粒 子 の 起 源 と そ の 季 節 変 動 に つ い
て 検 討 し た い.
1299011162
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好 冷 性 南 極 海 産 珪 藻 の 代 謝'の 研 究 一同化炭素のゆくえ－
Studies　 on　 the　 metabolism　 of　 psychrophilic　 marine　 diatom　 isolated　 from　 the　 Antarctic　 Ocean
-　Distribution　 of　 assimilated　 carbon－
片 平 理 子(東 京 家 政 学 院 大)冨 永 裕 之(名 古 屋 大)冨 永 典 子(お 茶 大)
R.KATAHIRA(TOKYO　lくASEIGAKUIN　 Univ.)　 ,　H.TOMINAGA(NAGOYA　Univ.)　 and　 N.TO卜11NAGA(OCHANOMIZU　Univ.)
Distribution　of　 assimnated　 carbon-14　 in　 the　 cellular　 organic　 fractions　 of　 a
P8ychrophilic　marine　 dlatom.　 Navicula　 sp・ 　 strain　 D,　 isolated　 from　 the　 Antarctic
Ocean　 by　 Tominaga　 was　 investigated　at　 v rious　 incubation　 temperatures.　Comparison
of　 its　 characteristic　was　 also　 made　 with　 a　mesophilic　 marine　 diatom,
tricornutum.　 Change　 in　 the　 lipid　 composition　 of　 ce118　 grown　 at　 O,7　 and　 140C　 and　 lts
change　 at　 different　 growth　 phases　 at　 7°C　 were　 observed　 for　 strain　 D.　 The
distribution　pattern　 observed　 indicaしed　 that　 step　 of　 the　 polymerization　of　 ce lular
'organic
　 compounds　 of　 strain　 D　was　 inhibited　 at　 higher　 temperature.　Main　 Upid　 and
fatty　 acid　 compositlons　were PC,　 PG,　 MGDG.　 SQDG,　 DGDG,　 TG,　 and　 unldentified　one　 and
carbon　 number　 of　 l6・　 18,　 and　 20　 ,　 re8pectively.　These　 compo8itions　were
considerably　changed　 with　 growth　 temperatures　 and　 growth　 phases.
南 極 の 海 水 よ り 富 永 に よ っ て 分 離 さ れ た
Naviculs　 sp.　 strainD　 は、　 Moritaが 定 義 づ け
た"好 冷 性 微 生 物"に 相 当 す る。 好 冷 性 プ ラン
クトンの 低 温 依 存 性 に 関 す る 知 見 は 非 常 に 乏 し い.
そ こ で 本 研 究 で は、 初 め にstrainOの 生 長 の 温
度 依 存 性 を 調 べ た.次 に、 単 細 胞 藻 類 が ストレス
に 対 し て 細 胞 内 脂 質 を 変 動 さ せ る 事 や、 膜 系
物 質 が 低 温 下 で も 機 能 的 に 働 く 事 か ら、 膜 系
の 主 要 成 分 で あ る 脂 質 に 着 目 し て そ の 基 本 的
な 知 見 を 得 る こ と を 目 的 と し た.【 方 法 】1)
各 温 度 に お け る 生 長 速 度 と 生 体 構 成 成 分(蛋 白
質 、 脂 質、 光 合 成 色 素)の 組 成 の 変 化 を 調 べ た.
2)NaHt4CO3取 り 込 み の 温 度 特 性 に つ い て 調 べ、
取 り'込 ま れ たt4Cに つ い てPCA可 溶 性 西 分、 クo
o*nA-S9ノ ーn可 溶 性 面 分、　 TCA可 溶 性 面 分、 沈 澱
面 分 に 分 画 し、 各 温 度 に お け る 取 り 込 み パ ター
ンを 比 較 し た.3)生 長 段 階 及 び 培 養 温 度 の 異 な
る 藻 体 か ら 脂 質 を 抽 出 し、 脂 質 粗 組 成、 脂 肪
酸(FA)組 成 を、ITしCとGLCに よ り 定 量 し 比 較 し
た。 更 に、 最 適 生 長 温 度 が20°C付 近 に あ る 非
好 冷 性 珪 藻Phaeodactylum　 tricornutum　 に っ
い て2)の 実 験 を 行 い、　 strainDの 結 果 と 比 較
し た.【 結 果 】　 1)strainDは 、10'C付 近 に 最
適 生 長 温 度 が あ り16°C以 上 で は 生 育 不 可 能 で
・あ っ た。 生 育 可 能 な 温 度 域 で は、 構 成 成 分 に
目 だ っ た 変 化 は な か っ た が 脂 質 含 量 は、 低 温
培 養 の ほ う が 少 し 高 い 傾 向 が み ら れ た。 ま た
一 定 温 度 で 培 養 し た 場 合、 定 常 期 後 期 で 脂 質
含 量 が 増 加 し た.　 2)NaHl4CO3の総 取 り 込 み は
strainDは17°Cに ヒ'一クが あ り3°Cに お い て も 最
高 活 性 の40Xの 値 を 示 し た。 一 方 、　 P.tricor
nutumで は25°Cに ピ ー ク が あ り、5°Cで は 最 高
値 の15Xで あ っ た.各 面 分 へ の 取 り 込 みn"タ ーン
は、　 strainDで は 総 取 り 込 み が 最 高 に な る18
Cあ た り よ り 高 温 側 で は 低 分 子 量 化 合 物(PCA可
溶 性 画 分)へ の 取 り 込 み の 割 合 が 上 昇 し 他 の3
画 分 へ の 割 合 が 減 少 し た 。 こ れ は 高 分 子 へ の
合 成 が 阻 害 を 受 け て い る(失 活 し て い る)の で
は な い か と 考 え ら れ る。　 P.tricornutumでは 、
逆 に 低 温 域 で 低 分 子 量 化 合 物 へ の 取 り 込 み の
割 合 が 高 か っ た 事 よ り、 む し ろ 低 温 側 で 高 分
子 へ の 合 成 が 阻 害 を 受 け て い る の で は な い か
と 考 え ら れ る。　 3)strainDの 主 要 脂 質 は、　 PC
,PG,MGDG,DGDG,SQDG,TG　と 未 同 定 の リン脂 質 一
種 で あ り、 生 長 期 や 温 度 に よ り 組 成 比 に 僅 か
な 変 化 が 観 察 さ れ た。　 FAは 、 炭 素 数16,18,20
の も の が 多 く、 生 長 期 、 培 養 温 度 、 各 脂 質 に
よ り 顕 著 に 変 化 し た 。
Protein　 base　 80dtum　 blcarbonate　 C-14　 tncorporation　 and
percentage　 bese　 lncorporation　 lnto　 va「10u.　 cellula「









M.　 O　 I-I　NO　 (　 Kochi　 Univ.　 )
An　 Antarctic　 seaweed,　 Phvllophora　 antarctica,　 Phycodrys　 antarctica　 and　 1≡nteromorpha　 sp.
growing　 on　 the　 coast　 of　 Lutzow-Holrn　 Bay　 were　 carried　 to　 the　 laboratory　 in　 Japan　 by　 the　 ice
breaker　 Shirase,　 and　 then　 they　 were　 kept　 at　 several　 controlled　 condition　 in　an　 incubator.　 The
fronds　 of　 Phylophora　 antarctica　 were　 growing　 for　 a　long　 time　 for　 more　 than　 3　years.
ロ 　 　 り
The　 optimum　 temperature　 for　 photoshynthetlc　 actlvlty　 of　 three　 species　 was　 between　 15　and　 20　 C
under　 light　 intensity　 of　 10,000　 1ux,　 but　 the　 optimum　 temperature　 for　 growing　 of　 them　 was
あ
between　 2　and　 5　C　.
1985年1月 に 昭 和 基 地 で ・ 北 の 瀬 戸 に 設 置 い て ・ 採 集 直 後 か ら 数 日 の 問 に 、光 合 成 活 性
さ れ た トラ ッ プ ・ ケ イ ジ で 採 集 さ れ た ウ ニ に 量 お よ び 呼 吸 最 に お よ ぼ す 照 度 と 温 度 条 件 に
背 負 わ れ た 紅 藻 のPhylloPhora　 antarctica　 つ い て ・ウ イ ン ク ラ ー 法 に よ っ て 測 定 が 行 わ
と 一 一 の 生 材 料 が 得 ら れ たeれ た 。 方 法 は 明 ・暗 に し た 酸 素 瓶 巾 に、1時 間
ま た ス カ ー レ ン の 海 岸 で ・ 打 ち 上 げ の 緑 藻 の 設 定 条 件 に 材 料 を 保 ち 、そ の 酸 素 放 出 量 の 増
Enteromorpha　 sP・ の 之1三材 料 も 得 ら れ た ・こ れ 減 を 測 定 し た 。2'Cの 条 件 で は、3種 類 と も 、1
ら の 葉 体 は ・オ ン グ ル 海 峡 に 停 泊 巾 の1し ら せ0・0001uxで 、光 合 成 活 性 は ほ ぼ 光 飽 和 に 達 し
の 船 底 よ り 汲 み 上 げ ・ろ 過 し た 海 水 中 に 入 れ ・ た 。 温 度 条 件 に つ い て は 、-2、2、5、10、15、
2°C・6・OOOIux(12h・L/12h・D)の条 件 に 設 定 さ20・25°Cに つ い て 、10、0001uxの 光 条 件 下
れ た イ ン キ ュ ベ ー タ で 保 存{て ・持 ち 帰 っ た 。 で 行 っ た 。3種 類 と も そ れ ぞ れ の 温 度 条 件 で
そ の 後 人1:海 水(ジ ャ マ リ ン　 II)に 移 し ・ほ ぼ 似 た 光 合 成 活 性 の 傾 向 を 示 し、-2°Cで 、か な
同 じ 条 件 で 培 養 を 続 け た ・　Enteromorpha　 sp・ り 高 い 光 合 成 活 性 の 値 を 得 た 。15～20eCで、
≒Ph　 codiys　 antarcticaは ・ 人]:海 水 に 移 し 酸 素 放 出 最 は 最 高 値 と な り 、　 Ph　 codrys　 ant
た 後 ・徐 々 に 脱 色 し 数 箇Slの 問1・ 成 長 の 傾 向　 ・・ticaは0・62・gO・/・.・.9/h・,E,t。,。,。,p
も 見 ら れ ず ・死 滅 し て い っ た ・ 上.a　sp・ は1・93mgOユ/w.w.9/hr、　 PFylloPhyra
-Up1.X.!.Lgpt1_pt..ahlllha・・tarcticaは ・0～8°Cの 温 ・・tarcticaは1・09・gO./w.・・.9/h,で あ っ た。
度 条 件 下 で ・1988年10月 現 在(3年9箇 月)ま で ・　 2secに な る と ど の 材 料 も 酸 素 放 出 量 は 減
伸 長 し っ っ ・成 長 の 傾 向 が 見 ら れ て い る 。ま た 少 し た 。 呼 吸 量 は 、10°Cま で 温 度 の 上 昇 と 共
現 在 も 採 集 暗 め 葉 体 部 位 は ・死 滅 し て い な い 。に 徐 々 に 増 加 し た が 、15σC以 ヒの 温 度 で 異 常
培 養 中 ・照 射 時 間 ・暗 処 理 や 温 度 条 件 を 変 え て に 高 く な り ・2secで は 、 再 び 低 い 値 に な っ た
。
も ・ 成 熟 現 象 は み ら れ ず ・葉 辺 部 か ら 幼 芽 が こ れ ら の 結 果 か ら 、 南 極 産 の 海 藻 は 、10。C
発 生 し ・伸 長 成 長 し て い る 。 培 養 に よ っ て 新 以 上 の 水 温 で は 、生 理 的 な 異 常 が 認 め ら れ 、
し く 出 現 し た 葉 体 の 形 態 は ・南 極 で 自 生 し て 培 養 条 件 は ・10°C以 下 に 保 つ 必 要 が あ る と 撞
い た 時 と 異 な り 、そ の 原 因 は 不 明 で あ る 。 測 さ れ た 。
　
培 養 期 間 中 、0～5Cの 条 件 で 一一部 の 葉 体 を6
～10箇 月 暗 処 理 を 試 み た が、艇 体 は 退 色 も せ
ず 形 態 の 変 化 も な か っ た が 、 光 条 件 下 に も ど
す と 、再 び 新 し い 幼 芽 の 伸 長 が 見 ら れ た 。
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Metabolism and body composition of the Antarctic krill Euphausia superba  
collected from under the pack-ice, off Enderby Land, Antarctica 
 AP  (  kzt)  R  .  fi -  17  44_1114/
T. 
R.
Ikeda (Japan Sea Regional Fisheries Research 
Kirkwood (Australian Antarctic Division)
Laboratory)
Oxygen consumption,  ammonia excretion and phosphate excretion rates were measured for E. superba 
captured under the pack-ice, off Enderby Land, Antarctica, during November 1985. Water, ash 
carbon, nitrogen and phosphorus composition were also  determined.  Compared with  summer data, 
body composition of E. superba at this time of year was characterized by low carbon (40.2-40.7% 
of total dry wt), high nitrogen (11.8-12.0%), high phosphorus (1.2%) and high  water'(80.6-81.7% 
of total wet wt) content. Metabolic rates, expressed as percentage daily losses of body carbon, 
nitrogen and phosphorus were 1.3-1.6%, 0.38-0.42% and 1.9-2.2%, respectively; these fall within 
the ranges of  summer data. E. superba fed on algae growing on the bottom of the ice, but body 
 compositional features of this species suggest limited contribution of ice-algae to nutrition.
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 EUphausia superba.  body  composition of specimens 
collected in November (this study), December (Ikeda 
& Bruce 1986) and January (Ikeda & Mitchell 1982). 
Specimens were divided into five body size groups 
 (0601mg,  A50-100mg,x100-200mg,0  200-300mg,  0>300mg 
dry wt). (S) data of  specimens starved for 211 d 
in laboratory (Ikeda & Dixon 1982). Values are 
means  +  95%CI. Symbols joined by continuous line 
 indicate significant difference (t-test, p<0.05), 




才 半 ア ミ お よ び ミン ク クジ ラ漁 場 か らみ た ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 分 布
Distribuion　 of　 antarctic　 krill　 derived　 from　 krill　 ftshin9,and　 minke　 whaling　 data
－ 井 太郎 (遠 水研)
T.　 Ichii　 (Far　 Seas　 Fish.　 Res.　 Lab.)
The　 distribution　of　 krill　 (Eu　 hausia　 su　 erba)　 concentrations　i 　 the　 East　 Wind
Drift　 is　 investigated　based　 on　 Japanese　 krill　 fishing　 data　 and　 whaling　 data　 for
minke　 whale　 (Bala　 no　 era　 acu　 os　 rata),　 a　 krill　 Predator.　 A5　 the　 Pack　 ice　 recedes
fishin9　 9round5　 move　 southward5.　When　 pack　 ice　 line　 is　 in　 its　 southernmost　Posi-
tion,　 fishi119　 9rounds　 occur　 regulary　 along　 shelf　 edge5/sloPe5　alld　 around　 banks　 on
shelve5.　 The　 fishing　 grounds　 alon9　 5helf　 edge5/sloPes　are　 usually　 associated　 with
upwellings　 or　 Slope　 Fronts.　 It　 apPears　 that　 higher　 Primary　 productlon　o
hydrodynamic　convergence　Plays　 an　 lmportant　 role　 in　 the　 formation　 of　 krill　 con-
centrations.　The　 concentration　of　 E.5UPerba　 around　 the　 bank　 of　 the　 Ross　 Sea　 shelf
is　 5uggested　 on　 the　 ba5is　 of　 the　 food　 comPosition　 of　 whales　 caught　 tll　the　 region・
ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ(Euphausia　 superba)
"tt『 　
は 南 極 前 線 の 南 の 海 域(南 極 海)に 分 布 す る。
そ の 高 密 度 分 布 域 の 分 布 に つ い て は 、 大 西 洋
区 で は 活 発 な 調 査 に よ り 比 較 的 よ く わ か っ て
い る が 、 残 り 約3分 の2の 海 域 に つ い て は 知
見 が き わ め て 乏 し い 。 海 域 に よ る オ キ ア ミ 分
布 量 の 濃 淡 を 明 ら か に す る こ と は 、 正 確 な 資
源 量 推 定 に 不 可 欠 で あ る 。 本 研 究 で は 、 従 来
よ り 蓄 積 さ れ た オ キ ア ミ 操 業 デ ー タ お よ び オ
キ ア ミ 捕 食 種 で あ る ミ ン ク ク ジ ラ(Balaeno-
ptera　 acutorostrata)の1甫 鯨 操 業 デ ー タ を 解
析 し 、 今 ま で 知 見 が 少 な か っ た 海 域 に つ い て
オ キ ア ミ 高 密 度 域 の 分 布 を 明 ら か に す る こ と
を 目 的 と し た 。
【材 料 と 方 法 】 ① オ キ ア ミ の 操 業 記 録(1973
/74～1986/87漁 期)お よ び 捕 鯨 の 操 業 記 録
(1971/72～1986/87漁期)よ り 、 オ キ ア ミ 高
密 度 分 布 域 の 出 現 パ タ ー ン を 明 ら か に し 、
NOAA衛 星 か ら の バ ッ ク ア イ ス 分 布 情 報 お よ び
海 底 地 形 と の 関 連 で 調 べ た 。
【結 果 と 考 察 】 操 業 域 は 、12月 か ら1月 に か
け て 融 氷 に よ る 氷 縁 の 南 下 に と も な い 、 南 下
.し た 。
(D氷 縁 が 南 下 途 上 に あ る12月 期 。 オ キ ア ミ、
ミ ン ク ク ジ ラ 漁 場 と も 北 に 位 置 す る 氷 縁 域 よ
,り も 南 に 位 置 ず る 氷 縁 域 に 形 成 ざ れ や す い 。
ま た ミ ン ク ク ジ ラ の 場 合 、 氷 縁 域 が 南 方 に 大
き く 湾 入 し た 湾 入 部 に も 好 漁 場 と な る 場 合 が
しば しば み られ る。 す なわち 氷縁 域で も北 方
への 張出 しが著 しい とこ ろで は オ キア ミ分 布
密度 の低 い ことが示 唆 され た。
(2)氷 縁 が南 下 し きった1～3月 期 。両漁 場 と
も氷 縁 が沖合 に存在 す る海域 より も、 大陸 際
まで 後退 す る海 域 に集中 す る。 と くに陸棚 斜
面/陸 棚 縁 、陸棚域 の大 凹地 ある いは陸 棚上
のバ ンク付近 に毎年 好 漁場 が形成 され る傾向
が あ る。陸棚 斜面/陸 棚 縁 で は水 温 の鉛 直構
造 よ りフロ ン トある いは湧昇 の存 在 が示 唆 さ
れ 、基礎 生 産力 の高 いこ とあ るい は物 理 的な
集 積作 用な どが オキ ア ミ高密 度帯 形成 の 要因
と推察 され た。
近年 ミン クク ジラの 目視調 査 に よ り、 ロ ス
海 の 陸棚 域 に ミンク クジ ラの超 高密度 帯 が
形 成 され ること がわ かっ た(笠 松 私 信)。 こ
の 海域 は従 来、 ナン キ ョクオ キア ミ(最 大 体
長62mm)は 少な く 別種 のオ キ ア ミ(E.crysta-
110rophias　 ;最 大体長34mm)が 優先 種 であ る
と言 われて い る。商業 捕鯨 最後 の年 に この超
高密度 域で も操 業が 行わ れ、 その時 の 胃内容
物 組成 は体 長50mm以 上 のオ キ ア ミ類 と記 録 さ
れて い る。 ロス 海の大 陸棚 のバ ン ク付 近 に も
相 当量 の ナ ンキ ョクオ キ ア ミ資源 が存 在 す
る可 能性が あ る。
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ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ に お け る 重 金 属 蓄 積
の 成 長 段 階 ・雌 雄 に よ る 影 響
Effect　 of　 the　 growtb　 stages　 and　 sex　 on　 heavy　 ■etal　 accu■ulation
in　 Antarctic　 krill　 (虹P幽　s.u_pR.!.1bzg).
山 本 義 志 ・本 田 克 久 ・立 川 涼(愛 媛 大 農)・ 遠 藤 宜 成(遠 水 研)
Y.　 YAHAHOrO#,　 K.　 HONDA*,　 R.　 TATSUKAWAt【,　 and　 Y.　 ENDO**
*　 Dept.　 of　 Environ.　 Conserv.,　 Ehime　 Univ.
**　 Far　 Seas　 Fisheries　 Research　 Laboratory
The　 heavy　 metal　 concentrations　 in　 Antarctlc　 kri11　 (　一望 ≦越)
collected　 in　 Scotia　 Sea　 in　 December,　 1987　 were　 determined　 by　 atomic　 absorption
spectrophotometry,　 and　 their　 concentration　 levels　 and　 variations　 were　 discussed
in　relation　 to　 the　 gr(珊th　 stages　 and　 sex.
　 The　 metal　 concentrations　 were　 in　 the　 order　 of　 Zn・Cu　 >　Fe　 >　Mn　 >　Ni・Cd,　 and
were　 similar　 to　our　 earlier　 results　 (　Yamamoto　 et　 a1.,　 1987　 ).　The　 values　 of　 Fe.
Mn　 and　 Zn　 were　 slightly　 higher　 in　 the　 fe口口1es　 than富 田1es.　 Also,　 the　 values　 of
Fe,　 Cu、　 Cd　 and　 Ni　 in　 the　 females　 increased　 during　 the　 period　 of　 developing
thelycum,　 ie.　 IIB　 and　 IIIA,　 and　 thereafter　 the　 values　 decreased　 with　 enlarged
ovary.　 These　 variations　 were,　 however,　 very　 sma11,　 e.g.　 when　 compared　 with　 the
seasonal　 and　 locational　 variations　 of　 metals　 in　 Antarctic　 kri11.
【緒 言 】 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ は 膨 大 な 生 物 量 を 量)を 硝 酸 と 過 塩 素 酸 で 加 熱 分 解 し、　 Fe・Hn・Zn・
有 し、 海 生 哺 乳 類 ・海 鳥 類 ・魚 類 ・イ カ 類 の 重 要　Cuは 直 接、　 Cd・Niは 麓IBK-DDTC抽 出 後、 原 子 吸 光 光
な 餌 生 物 で あ る こ と か ら、 南 極 海 で の 微 量 金 属 の 度 法 に よ り 測 定 し た.
循 環 や 食 物 連 鎖 を 通 し て の 生 物 濃 縮 を 理 解 す る に 【結 果 と 考 察 】 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 微 量 金 属
は、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 微 量 金 属 蓄 積 の 詳 細 に 濃 度 は　Zn・Cu>Fe>Hn>Ni・Cdの 順 で あ り(表)、 そ
つ い て 明 ら か に す る 必 要 が あ る。 演 者 ら は、 先 に の 蓄 積 レベ ル は1985年 と1986年 の12月 に63～65°S
1984/85年 と1985/86年 捕 鯨 期 に ミ ン ク ク ジ ラ の 胃126～161°Wの 海 域 で 採 取 し た も の(　 Yana■oto　 et
内 容 物 か ら 採 取 し た ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 微 量 金a1.,1987)と ほ ぼ 一 致 し た。 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ
属 蓄 積 レベ ル と そ の 季 節 及 び 採 取 場 所 に よ る 変 動 のFe・Nn・Zn濃 度 は 雄 よ り 雌 に 僅 か に 高 い 傾 向 を 示
に っ い て 報 告 し た が(Yamanoto　 et　 a1.,1987)、 　 性 し、 さ ら に、 成 熟 雌 のFe・Cu・Cd・Ni濃 度 は、 交 接
成 熟 や 交 尾 ・産 卵 に 伴 う 微 量 金 属 蓄 積 の 変 動 に っ 器 の 発 達 す るIIBか らIIIAに か け て 増 加 し、 交 接
い て は、 未 検 討 の ま ま で あ っ た。 が 可 能 と な っ て か ら 卵 巣 の 発 達 す る 過 程 で 低 下 し
本 研 究 で は、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 成 長 段 階 と た(　 IIIA　 >IIIB,C　 >　IIID)。 　 し か し な が ら、 こ う
雌 雄 及 び 性 状 態 に よ る 微 量 金 属 蓄 積 の 変 動 に つ い し た 成 長 段 階 と 雌 雄 及 び 性 状 態 に よ る 微 量 金 属 蓄
て 検 討 し た。 積 の 変 動 は、 季 節 及 び 採 取 時 期 あ る い は 場 所 に よ
【試 料 と 方 法 】 昭 和62年 度 開 洋 丸 第2次 調 査 航 海 る 変 動 に 比 べ て 小 さ か っ た。
(第5次 南 極 海 調 査)に お い て、12月19日 か ら23日 さ ら に、 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ 体 内 に 存 在 す る 金
に か け て ス コ シ ア 海 南 西 部 の59～61。S.50～55。W属を ゲ ル 浦 過 法 に よ り 分 画 し た 結 果 に つ い て も 触
の 海 域 で 曳 網 に よ り 採 取 し た ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ れ る。
を 実 験 に 供 し た。 ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ は、 船 上 に 【参 考 文 献 】
て、　 Hakarov　 and　 Denys　 (1980)の 方 法 に 従 い 成 熟　　Makarov,　 R.R.　 and　 Denys,　 C.J.(1980)　 Bioロass
度 を 判 定 し、7グ ル ー プ　 (Juvenile、 　 未 成 熟 雄　　　　　　　Handbook　 No・　 旦,2-13
11A、 成 熟 雄IIIB、 　 未 成 熟 雌IIB、 　 成 熟 雌IIIA、 　 Ya.a■oto,　 Y・,　Honda,　 K・,　and　 Tatsukawa,　 R
成 熟UtlllB,　 C、　 成 熟 雌IIID)に 分 類 し た。 金　　　　　　　(1987)　 Proc・ 　NIPR　 Sy■P・　Polar　 BioL,
属 分 析 は、 各 グ ル ー プ の オ キ ア ミ 約19(乾 燥 重1,198-204
The　 ■etal　 concentrations(P9/dry　g)　 and　 water　 content(Z)　 in　 Antarctic　 kri11



























































PELAGIC AMPHIPOD (AMPHIPODA: HYPERIIDEA) IN SCOTIA SEA AND 
ADJACENT AREA - I.
 Kwang-I1  YOO and Seung-Min CHOE 
Department of Biology, Hanyang University, Seoul 133-791 and 
Korea Ocean Research & Development Institute, Ansan 425-600, 
Korea
As a part of zooplankton survey of the 1st Korea Antarctic 
Research Program (1988) in Scotia Sea and adjacent area the 
samples were taken from Maxwell Bay, King George Island. A 
total of 5 taxa, belonging to 6 genera and 6 species, of 
Amphipoda-Hyperiidea were identified from surveyed ares: 
Vibilia stebbingi, Cyllopus magellanicus, Themisto  
gaudichaudii, Hyperiella antarctica, Primno macropa and 
Brachyscelus crusculum. It consists of 3 groups of 
distributional patterns, e.g., circumpolar species, Antarctic 
species and cosmopolitan species. In general the animal was 
large in size, but small in abundance compared with other 
zooplankton taxa. The discussion to zoogeography on the 
Antarctic species was made in detail.
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昭和基地周辺定着氷下におけるHetridiagerlaCheiの 季節分 布
Sea9.ona.1　 abundance　 of　 Metridia　 gerlachei　 under　 fa8t　 ice　 near　 Showa　 Stat.-ion,
Antarctica,　from　 January　 1982　 to　 January　 1983・
山 田 智(北 大 ・ 水 産)箕 田 嵩(北 大 ・水 産)福 地 光 男(極 地 研)
谷 村 篤(極 地 研)星 合 孝 男(極 地 研)
S.　 YAMADA　 (F。c.　 Fi。h.噛H。kk。id。 　U。i。.),　 T.　 MINODA　 (Fac.　 Fi・h・ 　 H・kk・id・ 　U・i・ ・)t
M,　 FUKUCHI　 (NIPR),　 A.　 TANIMURA　 (NIPR)　 and　 T.　 HOSHIAI　 (NIPR)
lll講饒駕繋。騨 轄 灘羅}{灘 灘1聾1
宝鑑 。U・悟 溜 鷲'㌻::,1㌔瓢 ㌫ 驕ea瀦 。難 語 認識a蠕5三
wi。ter.　 D。vel。pment　 ・f　 ・vary　 in　 ad・lt　 was　 ・bserv・d　 f・ ・m　 Septembe「 　 and
matured　 female　 appeared　 in　 December.
墨.蠣 ユは 南 氷 洋 に お け る 外 洋 性 椀 脚
類 と し て 知 ら れ、 定 着 氷 縁 付 近 で は 橋 脚 類 群
集 中 で 卓 越 す る。 し か し、 本 種 の 分 布 は 高 緯
度 海 域 に 偏 っ て い る た め 周 年 に わ た っ て 観 察
し た 報 告 は な く、 生 活 史 は 不 明 で あ る。 本 研
究 は、 昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 に お け る 本 極 の
季 節 分 布 を 観 察 し、 定 着 氷 下 に お け る 生 活 史
を 推 定 す る こ と を 目 的 と し た。
【材 料 と 方 法 】 採 集 は 昭 和 基 地 の 東 側 に 位 置
す る オ ン グ ル 海 峡 の 定 着 氷 上 の 定 点(Stns　 1
-5)で 行 わ れ た。Stns1--5の 水 深 は 各 々、10
.25,50,160お よ び675■ で あ っ た。 採 集 期 間 は
Stns　 1-2は1982年1月 一'83年1月 、Stns3-4は
'82年3月 一'83年1月 お よ びStn.　5は'82年4月 一
12月 で あ り、 各 月1-2回 、 ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト を
用 い て 採 集 が 行 わ れ た。 試 料 は、Stns1-4で
は 海 底 付 近 か ら 表 面 ま で の 鉛 直 曳 に よ っ て 採
集 さ れ、Stn.5で は150-0■,300-150■ お よ び
600-300ロ の 区 分 採 集 が 行 わ れ た が、6月 、9月
及 び12月 に は、1日2回 採 集 し た。 ま た、　 Stn.
5で は 各 月 と も パ ラ ソ ル ネ ッ トに よ る660mか
ら 表 面 ま で の 鉛 直 曳 も 実 施 さ れ た。 標 本 の 計
数 は 発 育 段 階 毎 に な ざ れ た が、Stn.5で 採 集
さ れ た 旦.幽 ユの 成 体 雌 は 生 殖 腺 の 発 達
を 観 察 す る と と も に、 消 化 管 の 充 満 度 に つ い
て も 調 査 し た。
【結 果 】 各 発 育 段 階 の 出 現 を み る と、 コ ペ ボ
ダ イ ト1-V期 は4-5月 に 急 激 に 増 加 し は じ め
6-7月 に 相 次 い で 最 大 と な っ た 後 減 少 し た。 し
か し、Stns4-5の 深 度 が 大 き い 地 点 で は、 コ
ペ ポ ダ イ トW期 は7月 以 降 も 増 加 を 続 け、 日 月
に ピ ー ク を 示 し た。 成 体 の 雄 は7月 に、 雌 は
8月 に そ れ ぞ れ 個 体 数 が 最 大 と な っ た。 ま た、
コ ペ ポ ダ イ ト1-ll期 は、 翌 年1月 に 再 び 急 激
な 増 加 が あ り、 年2回 の 極 大 が 認 め ら れ た。 発
育 段 階 に よ っ て 出 現 個 体 数 は 地 点 間 で 異 な り、
コ ペ ポ ダ イ ト1-H期 は 全 地 点 で 多 数 出 現 し
た が、 コ ペ ポ ダ イ トm期 か ら 成 体 は、 深 度 が
大 き い 地 点(Stn.4-5)で 多 く 出 現 し た。
Stn.　 5に お け る 区 分 採 集 か ら、 コ ペ ポ ダ イ ト
1-m期 は0-150回 、 コ ペ ポ ダ イ トIV期 は0-
300口 、 コ ペ ポ ダ イ トV期 一 成 体 は150-600mに
主 に 分 布 す る こ と が 明 か と な っ た。 雌 の 生 殖
腺 は、9月 以 降 発 達 し、12月 初 め に は 発 達 し た
卵 巣 が 観 察 さ れ た。 ま た、 調 査 期 間 を 通 じ て、
大 部 分 の 雌 の 消 化 管 に は な ん ら か の 物 質 が 認
め ら れ、 擬 餌 活 動 が あ る と 思 わ れ る。 日 周 鉛
直 移 動 は、6月 に は 各 発 育 段 階 と も 認 め ら れ な
か っ た が、9月 と12月 に コ ペ ポ ダ イ トV期 と 成
体 雌 で 観 察 さ れ た。 以 上 か ら 量.曲 ユは
海 水 中 か ら ほ と ん ど 植 物 プ ラ ン ク ト ン が 消 失
す る 冬 季 に 成 長 お よ び 成 熟 を 行 っ て い る と 考
え ら れ る。
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ガ マ グ チ 型 ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト の 試 作 と 北
太 平 洋 、 べ ー リ ン グ 海 及 び ア ラ ス カ 湾 に
お け る 野 外 調 査 へ の 応 用 例
Perfo㎝ance　 of　 Palumbo-Chun-Petersen　type　 closing　 Norpac　 net　 and　 its　 application
to　 field　 study　 in　northern　 Nbrth　 Pacific,　 Bering　 Sea　 a1記Gulf　 of　 Alaska
河 村 章 人(三 重 大 学)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.　 Kawamura　 (Mie　 Univ.)
In　 order　 to　make　 a　planl(ton　 tow　 net　 sinl(　 fast　 into　 great　 depth　 at　 sea,　 purse　 form　 type　 mouth　 ring,
each　 half　 of　 which　 can　 be　 folded　 at　 the　 center,　 was　 constructed　 for　 closing　 Norpac　 net.　 The　 rela-
tive　 siltking　 speed　 of　 the　 net　 was　 2.3　m/s㏄with　 23.O　 kg.weight,　 and　 proved　 to　be　 approximately
two　 folds　 in　 sinking　 speed　 compared　 with　 ordinal　 Nansen　 type　 closing汝)rpac　 net.　 The　 net　 enabled
plankton　 sampling,　 0-150皿and　 150-300m,　 to　complete　 within　 15　 minutes　 throughout　 a　total　 of　 54
sampling　 stations　 of{iunder　 various　 sea　 conditions.　 When　 closed　 the　 net　 become　 very　 slender　 in
whole　 shape　 and　 is　perhaps　 convenient　 for　 the　 plankton　 study　 in　the　 ice-covered　 waters　 Where　 the
Whole　 gear　 can　 be　 towed　 through　 a　very　 small　 scale　 ice-hole.
プ ラ ン ク ト ン ネ ッ トの 口 輪 が 二 つ 折 れ と な っ
て 閉 鎖 さ れ る 構 造 は 種 々 考 案 、 改 良 も さ れ 、 そ
の 原 型 はPalumbo提 督 のV.　 Pisani号 の 探 検 航 海
(Chierchia,　 1884)に あ る ら し く、 元 田(1974)
は こ の よ う な 口 輪 タ イ プ の も の を 称 し てPalumbo
-Chun-Petersen型 と記 し て い、る。 こ れ ら の 中 で
簡 単 な タ イ プ の も の を 口 輪 径70cmの ネ ッ ト
に 応 用 試 作 し た と こ ろ 沈 降 速 度 や 閉 鎖 性 能 な ど
に 好 結 果 が え ら れ 、 す で に 報 告 さ れ た(Kawamura,
1968).ま た 、 口 輪56cmの 同 様 ネ ッ トの 性 能 は
MTD　 Vertical　 Closing　 Double　 Netと し て も 報 告
さ れ て い る(Motoda,1969).ノル パ ッ ク ネ ッ トは
開 放 型 で 使 用 す る の が 本 来 の 目 的 ・方 法 で あ ろ う
が 、 閉 鎖 ネ ッ トと し て は キ ャ ンバ ス 製 円 筒 部 を チ
ョ ー ク ラ イ ン で 絞 め る ナ ン ゼ ン 式 の も の も 広 く 用
い ら れ て い る。 ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト は 北 洋 で は 一 つ
の 主 要 サ ン プ リ ン グ ギ ア で あ る が、 操 作 簡 便 の た
め 、 多 く の 調 査 航 海 で は 多 目 的 の 補 助 的 サ ンフ'ラ
ー と し て も 頻 用 さ れ て い て、 そ の 性 能 の 改 良 に は
そ れ な りの 意 義 が あ ろ う 。 閉 鎖 ネ ッ ト に よ る層 別
区 分 採 集 で は ネ ッ トの 延 べ 沈 下 距 離 が 大 き く な る
の で 短 時 間 内 に 内 容 の 充 実 し た 採 集 を す る に は ネ
ッ トの 沈 下 速 度 を 大 き く す る ほ か は な く、 こ れ に
対 し て は 口 輪 を ガ マ グ チ 式 と す る こ と に よ っ て か
な り 改 善 を 計 れ る 。
通 常 の ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト(Pylen360)を ガ マ グ テ
型 口 輪(r・23cm,と22cm,S・1590.41cm2)に取
り付 け 沈 下 性 能 の 比 較 試 験 を お こ な っ た(Table　 l)。
比 較 を お こ な っ た4種 ネ ッ ト間 で は ガ マ グ チ 型 ネ
ッ トが 極 め て 高 速 度 で 沈 下 し、 特 にNansen型 に 対'
し て は2倍 以 上 の 速 い 沈 下 性 能 が あ る。0-1000m
間 を 各100m毎 に 層 別 採 集 を す る場 合 に っ い て ガ マ
グ チ 型 とNansen型 で 考 え れ ば 、 沈 下 時 間 の み で 約
50分 の 相 違 を 生 ず る 。 ガ マ グ チ 型 ネ ッ トを 北 洋
に お い て 通 常 の0-150m、150-300mの2層区 分 採 集
に 用 い ル ー チ ン 化 し た が 、 全54地 点 の 例 に お い
て15分 以 内 に 終 了 し、 こ れ は 採 集 精 度 の 向 上 と
ワ イ ヤ キ ン ク な ど 事 故 の 減 少 に っ な が っ た。 ま た、
こ の 結 果 、 北 太 平 洋 亜 寒 帯 域 、 ベ ー リ ン グ 海、 ア
ラ ス カ 湾 等 ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト採 集 の 主 た る 目 的 海
域 で は0-150m間 マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン 生 物 量 はO-
300mの そ れ の50-60%の 捕 集 率、 こ れ に 対 し
て、 移 行 帯 域 や 太 平 洋 中 央 水 塊 域 な ど で は70-
80%で あ る こ と が 判 っ た。
未 だ デ ー タ 数 は 少 な い が 、 こ れ ら の こ と は 北 洋
に お け る ノ ル パ ッ ク ネ ッ ト採 集 物 の 解 釈 に あ た っ
て は こ の よ う な 特 徴 に っ い て 予 め 考 慮 を 払 っ て お
く必 要 が あ る も の と 推 察 さ れ た。
Table　 1.　 Data　 on　 relative　 sinking　 speed　 measurements　 in　 four
kinds　 of　 Norpac　 net.　 7ゾV1988,Fum1(aBay,23.01(gWt.SOm.
　 　 　 　Kind/T)T)e　 of　 net　 n
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Cephalopods　Collected　 from　 the　 Greenland　 Waters　 by　 the　 R/V　 Shinkai-Maru　in　 1987
奥 谷 喬 司(東 水 大 ・水 産 生 物)窪 寺 恒 己(料 簡 ・動 物)谷 津 明 彦(開 発 セ ン タ ー)
忙.　 OKUTANI　 (Tokyo　 Univ.Fish.),　T.　 KUBODERA　 (Nat.　 Sci.　 Mus.)　 and　 A.　 YATSU　 (JAMARC)
.:。:::・、:・,il:・:lt:929。;・二:惚 聯 識 量:。1/V諜:1:蠕 瓢:㌻ 。:::'㌫ 鷲a識
d。m。.。al　 fi。h　 。e。。urc。s　 。urvey　 ca・ ・i・d　 。・t　 ・1・ ・q　 the　 s。 ・thea・ セ・・n　 and　 ・・uthwest・m　 ・。asts　 °f
G.eenl。 。d　 d。ring　 ・。t。ber　 t・ 　N・vemb・ ・,　 1987・ 　 N。 　・epi。id　 ・uttl・fi・h　 (R・ssi・ 　ma・ ・…　 ma　 and　 B・
m。 。11。 。i),　 tw。 　t。uth。id　 ・quid・ 　 (G。n・tu・ 　fab・icii　 and　 T。d… 　 des　 ittatu・)'　 tw。 　・irrate㌧
octopods　 (Grimpoヒeuthis　?umbellata　 and　 Froekenia　 n.　 sp.),　 and　 three　 incirrate　 octopods　 (≦)LgtEgEIY三
・p.,　 USB　tn　 i　 s　A1・tic・ ・　and　 Gran・1・d・ne　 ・p・)　 w・re　 s。 　far　 id・ntifi・d・ 　 th・ 　1a・t　 menti・ned
two　 octopods　 were　 more　 frequent　 than　 the　 others.　 This　 study　 contributes　a　 new　 information　on
Greenland　 cephalopod　 fauna　 which　 has　 seldom　 been　 studied.
グ リー ン ラ ン ド海 域 に お け る頭 足 類 相 は 古 く
Grl.pe(1925,1933)等 の 報 告 に 見 ら れ る 程 度 で、
近 年 に 至 る ま で 組 織 的 な 調 査 研 究 は 行 な わ れ て
い な い。 ま し て 日 本 人 の 手 に よ る 採 集 調 査 は 皆
無 で あ っ た。1987年 海 洋 水 産 資 源 開 発 セ ン ター
は 深 海 丸 を 用 い て グ リー ン ラ ン ド南 西 及 び 南 東
岸 の陸 棚 縁 辺 か ら漸 深 海 底 に お け'る 底 魚 資 源 調
査 を 行 な っ た が、 こ の 際 トロ ー ル 網 に よ っ て 得
ら れ た 近 底 層 の 頭 足 類 の 標 本 に つ き 研 究 中 で あ
る。 大 西 洋 北 極 域 の 深 海 性 頭 足 類 相 を 明 ら か に
す る こ と は、 単 に 生 物 地 理 学 的 見 地 か ら の み な
らず 潜 在 資 源 の 探 索 と い う 観 点 か ら も 極 め て 重
要 な 事 と 考 え ら れ る。
【材 料 】 今 回 は 上 記 深 海 丸 の 採 集 物 の うち、
第 一 次 同 定 の 完 了 し た 分 に つ き 報 告 す る。 同 年
IO月 に お け る 曳 網 は72回 で 北 緯59'28'～67'
03'(63'～67'中 心)、 西 経27'10'～43'
13j(30'～40'中 心)の 範 囲 で 行 な わ れ、 水
深 は169～651■(200～500.中 心)で あ っ た。11
月 は106曳 網 で 北 緯59'35'～65'31'(64'
～65'中 心)、 西 経32'18'～55'33-(55'
～55'30'中 心)、 水 深213～1180直(500～
1000m中 心)め 範 囲 で あ っ た。
【結 果 】 こ れ ま で に コ ウ イ カ 目2種 、 ツ ッ
イ カ 目2種 、 八 腕 形 目 中、 有 触 毛 類2種 、 無 触
毛 類3種 の 合 計9種 が 査 定 され た。
(1)　 Rossia　 ■acrosoma　 (de|le　 Chiaje,　 1829)
最 大 標 本 の 外 套 長4c路 。 触 腕 の 吸 盤 が ほ ぼ 専 大。
出 現 深 度 は169・v774■Q
(2)　 Ro8sia　 noelleri　 Steenstrup,　 1856　 外 套
長6c田 。 独 航 の 吸 盤 は 不 等 大。 煎 種 と 同 所 的 に
採 集 さ れ て い る が、 個 体 数 は 少 な い。
(3)　 Gonatus　 fabricii　 (Lichtenstein,　 1818)
最 大 標 本 の 外 套 長27.5c■ 。 調 査 し た 標 本 の 範 囲
で は 水 深319～1044■ で 出 現 して い る。G.
旦壇 」魍 は 出 現 し て い な い。
(4)　 Todarodes　 ssglttatus　 (La■arck.　 1799)
と 思 わ れ る 個 体 が 船 上 で 藤 倉 克 則 に よ っ て 撮 影
さ れ て い る が、 標 本 は 未 検。
(5)　 GrfPpoteuthis　 ?u`bellata　 (Fischer,
1883)極 め て 大 型 の1個 体(水 深985■)。
(6)　 Froekenla　 n.　sp.　 水ee1107n及 び887.か ら
の2個 体。 パ ナ マ 湾1000■ か ら知 ら れ る 本 属 唯
一 の 種　F.　clara　 Hoyle,　 1904　 に 極 め て よ く似
て い る が、 同 属 中 の 第2極 め の 新 種。
(7)　9ctou　 sp.交 接 腕 は 右 第3腕 で 舌 状 片 は
割 合 長 い。 体 長10c.前 後 で 水 深190～400.か ら
採 集 さ れ た。 赤 褐 色 の 斑 点 が あ る。
(8)　 Bathypolypus　 arctlcus　 (Prosch,　 1849)
次 種 と と も に 最 も 多 い と 思 われ る。 体 長10・-30
c■位。 極 め て 顕 著 な 眼 上 棘 と特 殊 な 交 接 腕 の 形
態 の た め 容 易 に 区 別 で き る。420～1158■ の 範 囲
か ら 採 集 さ れ て い る。
(9)　 Graneledone　 sp.　 腕 吸 盤 が1列 で あ るが、
従 来 グ リー ン ラ ン ドか ら 知 られ るEledone
cirrosa等 と は 腕 先 端 の 吸 盤 の 形 態 か ら合 致 し
な い。 本 種 は 体 長30～60c■ で 水 深250～1050■ の
曳 網 か ら 出 現 して い る。 外 套 背 面 に 低 い 小 統 が
散 布 す る な ど特 徴 が 多 い に も拘 ら ず 該 当 す る種
が 見 当 た ら な い。
【考 察 】 現 在 ま で 未 だ 一 部 の 材 料 に つ い て
し か 研 究 が 進 ん で い な い が、 水 深 に よ る温 度 傾
斜 が 極 め て 小 さ い と 思 わ れ る今 回 の 調 査 海 域 に
お い て も コ ウ イ カ 目 の 種 と 無 触 毛 八 腕 形 類 の う
ち 血 旦属 の 種 は 陸 棚 と 斜 面 に 頻 出 す る 傾 向
を 示 し た。 遊 泳 性 の イ カ 類 の 組 成 は 極 め て 単 純
で 暖 海 域 か ら の　gue8t種 は 認 め られ な い。 標 本
は 非 定 量 的 で は あ る が、 全 体 と して グ リ ー ン ラ
ン ド陸 棚 上、 同 縁 辺 お よ び 漸 深 海 底 帯 に は か な
りの 頭 足 類bio■assが 存 在 す る 印 象 を 受 け た。
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南 極 陸 水 域 の 藻 類 相 の 研 究. III　 ..　 ゆ き ど り 沢
Floristic　 studies　 on　 algae　 fro■ 　inland　 vaters　 near　
Syowa　 Station.　 Antarctica.　 II1.　 Yukidori　 V'alley
小 國 昭 信(神 戸常盤短大) 高 橋 永 治(神 戸 大)
A.　 OGUNI　 (　Kobe　 Tokiva　 Coll.)　 and　 E.　 TAKAHASHI　 (　Dept・ 　 Bio1・ ・　 Kobe　 Uni・v・)
冒ater　 sa徊ples,　 algal　 ■at　 sa■ples　 and　 green　 algal　 ■ass　 uere　 collected　 fro■ 　Yukidori
Va!1ey　 Langhovde,　Antarctica　 in　 1983　 and　 1984.　 The　 sa■ples　 were　 exa■ined　 using
both　 light　 and　 electron　 microscoPe.　Thirty-four　 taxa　 of.the　 fresh　 vater　 algae　 uere
identified;　1CYanoPhyceae　23,　 Bacillariophyceae　3.　 Chlorophyceae　8.　 A■ong　 the■.
four　 sPecies　 .ere　 found　 for　 the　 first　 ti■e　 in　 this　 district:　 Aphanocapsa　 grevillei・
Anabaena　 cf.　 contorta.　 　 罵ostoc　 antarcticu■ 　 of　 the　 CyanoPbyceae:　Gonatozyg n
aculeatu■ 　of　 the　 ChloroPhyceae.
ゆ き ど り 沢 は 昭 和 基 地 か ら 約30k.離 れ た 露
岩 地 帯 、 ラ ン グ ホ プ デ に あ り 、 ゆ き ど り 池 と
そ こ か ら流 出 す る 約4　 knの 川 の あ る 沢 で あ る 。
平 野(1979)は1975年 に こ の 水 域 か ら 大 野 隊 員
に よ り 採 集 さ れ た 材 料 か ら58種 類 の 淡 水 藻 を
報 告 し た 。 そ の 後 、 こ の 水 域 か ら の 藻 類 の 報
1告 は な い。 【方 法 】 採 集 日 と 材 料 は 、1983年
10月1日;ゆ き ど り 池 中 央 部 の 表 層,中 層 及
び 底 層 か ら の 水 試 料 各0.5-2¢:1984年1月
24日;ゆ き ど り 池 岸 で 採 集 さ れ た 水 試 料12、
川 で 採 集 さ れ た 青 緑 色 一 褐 色 の 藻 類 マ ッ ト14
試 料 お よ び 緑 色 の 糸 状 藻1試 料 で あ る 。 採 集
後 各 試 料 を10Zホ ル マ リ ン で 固 定 し、 水 試 料
は20nelこ 濃 縮 し 、 光 顕 な ら び に 電 顕 観 察 に 供
し た 。 【結 果 】1983年10月 の 水 試 料 か ら 藍 藻
の　 Synechococcus　 naior、 　 Phormidiun
antarcticu● 、}ケ イ 藻 の　 Stauroneis　 anceps、
　Navicula　 ■uticopsis、 　 Hantzschia
a●phioxys、 　 緑 藻 の　Oedogonium　 sp.、
Gonatozygon　aculeatu■ 、　 Cosmariu■
subcrenatum、 　 C.　 bioculatu■ 　 var.
depressu■ 、　C.、　clepsydra　 var.　 dissi■ile
の 計10種 類 が 見 い だ さ れ た 。1984年1月 の 水
試 料 か ら 藍 藻 の　 Gloeocapsa　 ralfsiana、
　Oscillatoria　tenuis、 　 Phor■idiu■
　foveolaru● 、　 P.　 incrustatum、 　 P.
la.inosun、 　 P.　 pristleyi、 　　 緑 藻 の
　Oedogoniun　 sp.、 　Actinotaeniu■ 　cucllrbita、
Cosmarium　 subcrenatun　 計9種 、1983年10月
と1984年1月 に 共 通 の2種 を 含 め 合 計17種 が 認
め ら れ た 。1983年10月 と1984年1月 の 出 現 種
に は 違 い が あ っ た 。 藻 類 マ ッ ト 試 料 か ら は26
種 類 が 見 い だ さ れ た 。 水 試 料 と 共 通 す る 種 類
は10で,藍 藻 のOscillatoria　 tenuis、
Phormidiun　antarcticu■ 、　 P.　 foveolarun、
P.　 laninosue、 緑 藻 の　 Oedogoniu.　 sp.、
GOfiatO2ygOn　aCUIeatU■,　 ACtinOtaeniU口
cucurbita、 　 Cos■ariu■ 　 subcrenatu■、　 C.
bioculatu● 　var.　 depressum、 　 C.　 clepsydra
var.　 dissi■ileで あ り 、 藻 類 マ ッ ト 試 料 の み
に 見 い だ さ れ た 種 類 は16で 、 藍 藻 の
AphanocaPsa　 grevillei、 　 Gloeoeapsa
kuetzingiana、　 Anabaena　 cf.　 contorta、
Nostoc　 antarcticu■、　 N.　 sphaericu■ 、
Pet lonema　 .velutinua、 　 Phor■id亘u■
frigidu■ 、　 P.　 luridu■ 、　 P.　 uncinatu■ 、
Lyngbya　 erebi、 　 L.　 aestuarii　v .
antarctica、 　 L.li■netica、 　 L.seniplana、
L.　 sp.、 　 Schizothrix　 antarctica、 ・　緑 藻 の
Cosnariun　 yukidoriense　で あ っ た 。 川 か ら
採 集 し た 糸 状 藻 は 、 緑 藻 の　　 Ulo'thrix
subtilissina　 で あ っ た 。 全 出 現34種 類 の う
ち 、　 Aphanocapsa　 grevillei、 　 Anabaena　 cf.
contorta.　 NostOC　 antarctiCU■ お よ び 緑 藻
のGQnatozygon　 acuieatunは 、 昭 和 基 地




清 水 晃(奈 良 女大)、 高 橋 永 治(神 戸 大)、
木 村 憲 司(前 沢 工 業)、 綿 貫知 彦(神 奈 川 県 衛 生 研)
Structural　 features　 and　 co㎜unity　 species　 compOsition　 of





Shimizu　 {Nara　 Woments　 Univ.),　 E.　 Takahashi　 ⊂Kobe　 Unlv.),
Kimura　 (Maezawa　 Industrial　 Inc.　 Research　 Dept.)
Watanuki　 (Kanagawa　 Pref.　 Public　 Health　 hab.)
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氷 河 に 生 育 す る 藻 類 ・バ ク テ リ ア に よ る
汚 層(年 層)及 び 表 面 粒 泥 形 成 に っ い て
For■ation　 of　 dirt　 layer　 and　 surface　 ■ud-like　 granule　 by　 niero-Plant
growth　 in　 sO■e　 glaciers.
幸島司郎(京 都大学) 秋山優(島 根大学)
Shi,。 　K。h、him、 　(Ky。t・ 　U・i・ ・r・ity)　 ・nd　H・・a・u　Akiy… 　 (Shi・an・ 　U・i・ ・rsity)
Mud-like　 materials　 covering　 glacier　 surface　 {cryoconite)　 and　 srnall　 particles
forming　 visible　 dirt　 layer　 in　 glacial　 sヒrata,　 which　 glaciologists　appeared　 t
have　 believed　 to　 be　 airborne　 accumlaヒions,　were　 analyzed　 for　 micro-organizm
contenヒs.　 In　 all　 glaeiers　 studied　 these　 maヒerial　 contained　 much　 algae　 and
bacヒeria.　 For　 example,in　 a　 Himalayn　 glacier　 boヒh　 of　 these　 material　 were
mainly　 composed　 of　 granular　 aggrigation　 of　 filamentous　 b1ue-green　 algae　 and
bacヒeria.　 and　 feeding　 newly　 found　 animals　 living　 in　 the　 glacier.　 They　 seem　 to
have　 a　considerable　effect　 on　 surface　 rneltinq　 in　 sorne　 glaciers.
氷 河 の 層 位 中 に あ る 不 純 物 を 含 ん だ 汚 れ た
雪 や 氷 の 層 、 い わ ゆ る 汚 れ 層 や、 氷 河 の 表 面
を 覆 う 黒 っ ぽ い 泥 状 の 物 質 は 世 界 各 地 の 様 々
な タ イ プ の 氷 河 で か な り 普 遍 的 に み ら れ る に
も か か わ ら ず、 そ の 内 容 や 成 因 に っ い て は ほ
と ん ど 報 告 が な く、 氷 河 学 者 か ら は 、 外 部 か
ら 風 で 運 ば れ て き た 単 な る ほ こ り や 砂 の 堆 積'
と し て か た づ け ら れ て き た。 し か し、 一 部 の
生 物 学 者 は、 グ リ ー ン ラ ン ド 氷 床 の 表 面 に で
き る 縦 穴 状 構 造 の 底 に あ る 泥 状 物 質 が 藍 藻 類
を は じ め 多 量 の 微 生 物 を 含 ん で い る こ と を1
930年 代 に 既 に 報 告 し て お り、 泥 状 物 質 に
っ い て は 早 く か ら 生 物 起 源 の 物 質 で あ る こ と
に 気 づ い て い た。 こ の 物 質 は ク リ オ コ ナ イ ト
(　cryoconite)　 と 命 名 さ れ て い る。 し か し、
他 の 氷 河 の も の や 汚 層 不 純 物 の 実 体 に っ い て
は 最 近 ま で ほ と ん ど 報 告 が な か っ た。 演 者 ら
は ヒ マ ラ ヤ、 コ ン ロ ン、 パ タ ゴ ニ ア 等 の 氷 河
で こ れ ら の 物 質 に 関 す る 調 査 分 析 を 行 い、 表
面 泥 状 物 質 だ け で な く 汚 れ 層 不 純 物 の 形 成 に
も 藍 藻 や バ ク テ リ ア が 大 き く 関 与 し て い る こ
と を 明 ら か に し た。 ネ パ ー ル ・ヒ マ ラ ヤ の ヤ
ラ 氷 河(標 高5,100-5,700m)の
消 耗 域 表 面 は(<5,300m)、 モ ン ス ー
ン 期 に は 真 っ 黒 に 見 え る ほ ど 多 量 の 泥 状 物 質
に 覆 わ れ て い る。 こ の 泥 状 物 質 はi径1-2
mmの 粒 状 泥 の 集 ま り で、 氷 河 氷 上 に 見 ら れ
る 大 小 様 々 な 縦 穴 構 造cryoconite　 hole(直
径 数mm-300mm,深 さ 数mm-300
mm)の 底 に た ま っ て い る。 個 々 の 粒 状 泥 は、
糸 状 の 藍 藻 類(　 Phor岨 ⊥旦しsp.等)と バ ク テ
リ ア が 砂 等 を 取 り 込 ん で 球 状 に 結 集 し た 構 造
を し て お り、 乾 重 量 の10-20%の 有 機 物
と 約2　 0　nicr。g!gの ク ロ ロ フ ィ ルaを 含 ん
で い た。 ま た、 か ん 養 域(5,300-5,
700m)で 掘 削 し た 約60mの ボ ー リン グ
コ ア サ ン プ ル 中 の 汚 れ 層 か ら 採 集 し た 汚 層 不
純 物 の 多 く も、 直 径O,1-0.2mmの 粒
子 状 で、 消 耗 域 の 粒 状 泥 と 同 様 に 藍 藻 と バ ク
テ リ ア か ら 主 に 構 成 さ れ て い る こ と が 明 ら か
に な っ た。 こ れ ら は2種 の 魚 翅 ユ ス リ カ 類、
赤 色 の ソ コ ミ ジ ン コ 類 、 ト ビ ム シ 類 の 食 物 と
な っ て い る。 中 国 コ ン ロ ン 山 脈 の チ ョ ン ス 氷
帽 で も 同 様 の 状 況 が 観 察 さ れ た が、 消 耗 域 の
粒 状 泥 の 植 物 相 が か な り 具 な っ て い る こ と、
汚 れ 層 粒 子 に 藻 類 が ほ と ん ど 含 ま れ ず、 バ ク
テ リ ア の コ ロ ニ ー の み が 見 ら れ る こ と、 動 物
が ほ と ん ど 生 息 し な い こ と 等 の 相 違 が 見 ら れ
た。 パ タ ゴ ニ ア の 氷 河 で は 顕 著 な 泥 状 物 質 や
汚 れ 層 が 見 ら れ ず 、 主 に 単 細 胞 の 氷 雪 藻 類 と
バ ク テ リ ア が 氷 雪 中 に 分 散 し て 生 息 し て お り、
数 種 の 昆 虫 を 養 っ て い る。 こ れ ら の 氷 河 間 に
見 ら れ る 相 違 に は 各 氷 河 の 気 候 特 性 、 特 に
crioconite　 holeの 形 成 に 関 わ る 条 件 の 相 違
が 大 き く 関 わ っ て い る の で は な い か と 考 え ら
れ る。 氷 河 で 生 育 す る 藻 類 や バ ク テ リ ア に よ
る 生 産 は 氷 河 に 生 息 す る 動 物 の 食 物 と し て 重
要 な ば か り で な く、 氷 河 表 面 の 融 解 速 度 に も
影 響 を 及 ぼ し て い る と 考 え ら れ る 他 、 コ ア 解
析 に よ る 気 候 復 元 の 新 し い 指 標 と な る 可 能 性
な ど か ら 氷 河 学 的 に も 重 要 な 意 味 を も っ と 考




大 山 佳 邦(極 地 研)、 森 本 建 司(九 州 大)
A　preliminary　 survey　 of　 I,ake　 Oike
Yoshikuni　 Ohyama　 (NIPR),　 Kenji　 Morimoto　 {Kyushu　 University)
Some　 limnological　observations　were　 made　 at　 I、ake　 Olke　 near　 Syowa　 Sヒation　 in
1987.　 Water　 sampling　 was　 begun　 at　 the　 end　 of　 March　 and　 cont二inued　 to　 the
next　 January.　 The　 profile　 of　 water　 temperature　 showed　 that　 the　 lake　 water
was　 cooledヒhrough　surface　 from　 March　 ヒo　 August,　 but　 ヒhe　 bottom　 water
羅篇薦挙纂懸鷲繍罷職識語罵黙謬熟慧藷
the　 light　 condition,　 population　 in　 April　 and　 September　 seems　 to　 be　 the　 same
species,　 whereas　 in　 January　 should　 be　 aヒtributed　 to　 the　 anoヒher　 species.
第28次 隊 で 昭 和 基 地 に 越 冬 中 、 西 オ ン グ ル
島 の 大 池 で 湖 沼 学 的 な 予 備 調 査 を 実 施 し た 。
こ の 池 は 第15次 隊 以 来 、 環 境 モ ニ タ リ ン グ の
一 環 と し て 、 湖 沼 水 の モ ニ タ リ ン グ 定 点 と し
て 、 夏 期 お よ び 冬 季 に も 何 度 か 調 査 さ れ た こ
と は あ っ た が 、 越 冬 期 間 を 通 じ て 継 続 的 に 調
査 さ れ た こ と は な か っ た 。
1987年3月 末 か ら 翌 年 の1月 半 ま で 、 ほ ぼ
月1回 の 割 で 定 点 に お い て 各 層 採 水 を 試 み 、
同 時 に 水 温 測 定 を 実 施 し た 。 定 点 は3月16
日 、 結 氷 し た 湖 心 付 近 数 ケ 所 に 穴 を 明 け 、 測
深 し て 最 も 深 か っ た 約13mの 地 点 に 設 定 し
た 。 測 定 項 目 は 水 温 、 ク ロ ロ フ ィ ルa量 、 溶
存 酸 素 、pHな ど の ほ か 、 一 部 栄 養 塩 類 の 測
定 も 試 み た 。
湖 面 の 氷 は3月 半 に は 約7～10FM
cmを 記 録 し て お り 、 以 後 次 第 に 厚
さ を 増 し て 、9月30日 に は 最 大 の
210crnに 達 し た 。 以 後 厚 さ は 減 少
し て い っ た が 、12月4日 に は ま だ
120cmを 示 し て い た 。 し か し そ の
約 ひ と 月 半 後 の1月16日 に は 全 面
問 水 面 と な っ て い た 。
水 温 は4月 か ら8月 ま で は 湖 面
か ら 冷 却 さ れ る 傾 向 を 示 し て 上 層
が 低 く 、 湖 底 部 が 比 較 的 高 い 温 度




ら の 冷 却 が ゆ る む た め か 、 水 柱 全 体 が 一 様 に
上 昇 し 、1月 中 旬 に は 開 水 面 と な り 、6.6℃
ま で 上 昇 し た 。
ク ロ ロ フ ィ ルa量 は4月 末 と9月 末 の 底 層
で 顕 著 な 増 加 が 認 め ら れ 、4月 が0.80mg/M3
で あ る の に 対 し 、9月 は1.84mg/m3と2倍 以
上 の 高 い 値 を 示 し た 。 ま た1月 中 旬 氷 が 融 け
き っ て か ら や は り 下 「層 部 で ク ロ ロ フ ィ ル の 増
加 が 認 め ら れ た 。4月 と9月 と が 似 た よ う な
水 温 で あ る の に 対 し て 、1月 は2℃ 以 上 高
く 、 ま た 光 条 件 の 違 い な ど も あ る か ら 、 別 種
の グ ル ー ミ ン グ で あ る 可 能 性 が あ る 。7～8
月 に わ ず か に 着 色 し た 試 水 が 採 取 さ れ た が 、
こ れ ら は ク ロ ロ フ ィ ル の 活 性 を 失 っ た 細 胞 の
浮 遊 物 が 採 取 さ れ た と 思 わ れ る 。








南 極Beacon　 Supergroup　 sandstoneこ こお け るendolithic
microbial　 communitiesの 有 機 地 球 化 学 的 研 究
Organic　 geochemica|　 study　 of　 endolithic　 microbial・communities
　　　 　　 in　 Beacon　 SupergrouP　 sandstone,　 Antarctica.
松 本 源 喜(東 大 教 養)綿 抜 邦 彦(東 大 教 養)　 E.　 1mre　 Friedmann　 (Florida　 State　 univ.)
　　 G.　 1.　MATSUMOTO　 (Univ.　 Tokyo),　 K.　 WATANlKl　 (Univ.　 Tokyo)　 and　 E.　 1.　 FRIEDMANN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (Florida　 State　 Univ.)
Hydrocarbons　and　 fatty　 acids　 in　 10　 Beacon　 Supergroup　 sandstone　 samples　 with　 fresh　 and　 fossilized　 endo-
1ithic　 microbial　 communities　from　 Linnaeus　 Terrace　 and　 Mount　 Fleming　 of　 the　 McMurdo　 Dry　 Valleys　 (Ross
Desert),　 Antarctica　 were　 studied　 to　 clarify　 their　 features　 and　 to　 evaluate　 the　 extent　 of　 fossilization.
A　 suite　 of　 n-alkanes,　 anteiso-alkanes,　triterpanes　 and/or　 steranes　 were　 found,　 along　 with　 isoprenoids　 and
皇編1漂 モ、。1瀧 。:る。㌻瓢 譜d茸 二、認 。慌 。鵠a早霜瓢tlgc識:ξ 瓢19,6'9・。↑ll,品玉
munities.　 The　 epimerization　of　 triterpanes　 and　 steranes　 and　 the　 n-alkenoic/n-alkanoic　acid　 ratios　 could
be　 good　 biomarkers　 for　 the　 fossilization　 of　 endo肚hic　 microbial　 communities.
南 極McMurdo　 Dry　 Valleysに は コ ンード ワナ大 陸 の 堆
積 岩 で あ るBeacon　 Supergroupが 広 く 分 布 す る.こ
の　sandstone　 に はendolithic　 microbial　 organ-
ismsが 存 在 す る こ と が,　 Friedmann　 ら(1976)に よ
り 明 か に さ れ て い る.こ れ ら は こ の 地 域 の 重 要 な
一 次 生 産 者 で あ り,火 星 に お け る 生 物 の 存 在 モデ ル
と も 考 え ら れ て い る.炭 化 水 素 や 脂 肪 酸 は 地 球 上
に 最 も 広 く 分 布 す る 有 機 化 合 物 グ π一プ で あ る.本
研 究 は　 McMurdo　 Dry　 Valleys　 (Ross　 Desert)の
Linnaeous　 Terrace　 (LT1-LT6)お よ び 　Mount　 Fle-
raing(MFI-MF4)か ら 採 取 し た,　 Beacon　 SuPergrouP
sandstone中 の こ れ ら の 化 合 物 の 特 徴 を 明 か に し,
さ ら にendolithic　 micro-organisms　の 化 石 化 に 関
連 す る 生 物 指 標 化 合 物 を 抽 出 ず る こ と を 目 的 と し
た(Fig.1).
有 機 成 分 は 岩 石 試 料 を 砂 粒 子 ま で 粉 砕 し,0.5N
水 酸 化 カリウム〃 タノ寸 でIJフ ラックス(80C,2h)後 塩 酸 酸 性　
に し 酢 酸Bnで 抽 出 し た.シ リカゲ 肋 ラムpn?Fグ ラフィ にー
よ り 炭 化 水 素 フラクションお よ び 脂 肪 酸 フラクションを い た.
炭 化 水 素 は そ の ま ま,脂 肪 酸 は14X三 フッ赫 ウソ!メタノー
nで メ瑚 化 後ShimadzuQPIOOO-GCMSで測 定 し た.
一 連 のn－ ア肋 ン(nC13-nC36),anteiso－ア肋 ン(aC2ガ
aC3e),ト リテ昂nvン お よ び ステランカsフeリスタン,フ ィタン,フ ィテ
ン,C,?,2アnbン な ど と と も に 検 出 さ れ た.主 成 分 は
長 銀 のn－ アBhン,Cl7,2ア 肋 ンあ る い は フィチンで あ っ た.
一 連 のn－ ア肋 ノイvク アシッド(nCg-nC32)お よ び　 iso-,
anteiso－ ア蕗カノイック アシヴトー(i,aCl2-i,aC3e)】b1,n－ア
肋 ノイック アシッド と と も に 検 出 さ れ た.主 成 分 はnCt6,
nCls,1,nCl8,2,nCl8,3など で あ っ た ・
こ れ ら の 有 機 成 分 は 地 衣 類,藻 類,フ7ン ジ ャ1,シア
ノバ クテリア お よび バ クテリアよ り構 成 さ れ る,南 極 の
endolichic　 microorganismsの 特 異 な 生 態 系 を反 映
して い る も の と 言 え よ う.特 に 興 味 深 い の は,一
連 の 長 銀 のan七eiso－ アIShンとanteiso－ ア肋 ノイック アシッ
ド(aC2ピaC3e)が,多 数 の 試 料 中 に か な り の 比 率 で
存 在 す る こ とで あ る.こ れ らの 自 然 界 に お け る 存
在 は こ れ が 世 界 で 最 初 の 報 告 で あ る.
一 方 ,ス テランお よ び 回 テ鳳バ ンの1ピ 化 な らび に 脂 肪
酸 の 不 飽 和/飽 和 比 よ り,LT1,しT2お よ びMF2試 料
は新 し い 有 機 物 よ り成 り,LT5お よびHF4試 料 は か
な り古 い 有 機 物 よ り構 成 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ
れ た.し た が っ て,こ れ ら は　endolithic　 micro・




南 極 バ ン ダ 湖 よ り 分 離 し た 微 生 物 の 諸 性 質
Characterization　 of　microorganisms　 isolated　 fro皿　Lake　Vanda　 in　Antarctica.
○ 長 島 秀 行 、 西 川 二 郎 、 松 本 源 喜 ※ 、 飯 塚 廣(東 京 理 科 大 学 、 ※ 東 京 大 学)
　　　　H.　Nagashima,　 J.　 Nisikawa,　 G.　 1.　Hatsumoto*　 and　 H.　 Iizuka
　　　　　(Science　 University　 of　Tokyo,　 *The　 University　 of　Tokyo)
Gram　 negative　 rods,　 strains　 3B　 and　 3G,　 were　 isolated　 at　 a　depth　 of　 30　 m　 in　 Lake
Vanda.　 They　 grew　 below　 25°C　 aerobically　 and　 at　 low　 salinity　 (0　 -　 IZ　 NaCl　 concentra-
tion).　 Gram　 negative　 aerobic　 cocci,　 strain　 13A　 -　F,　 isolated　 at　 a　depth　 of　 69　 m　 in
the　 lake　 could　 grow　 at　 O　-　36°C,　 under　 the　 addition　 of　 O　to　 10Z　 NaCl　 in　 the　 culture
medium.　 The　 strains　 3G　 and　 13A　 contain　 69%　 and　 88%　 of　 unsaturated　 fatty　 acids　 such
as　 oleic　 acid,　 respectively.　Th 　 yeasts　 Candida　 sp.　 T-005　 and　 T-009　 isolated　 at　 a
depth　 of　 5　-　30　 m　are　 fermentable　 for　 91ucose,　 and　 well　 grow　 at　 about　 15　 °C,　 and
they　 have　 81　 and　 85Z　 of　 unsaturated　 fatty　 acids,　 respectively.
南極バ ンダ湖は部分循環湖で、 表面 は凍結 し
てい るが 深さ50mを 境 に上層は約7℃ 、下
層は深 くなるにっれて上昇 し、 湖底 では24
℃ に達す る。 また、上層の塩類濃度 は低 いが、
底層の塩類濃度は海水 の約4倍 に達 する。バ
ンダ湖の細菌類やかび類の生態学的 研究 はこ
れ まで報告され ているが、 それ らの分離、 培
養株 にっいての研究はほとんどない。 そこで、
バ ンダ湖の試料 より数珠の細菌類、酵 母菌類
を分離 し、 それ らの分類 と生理的性 質にっい
て明 らかにしようとした。
材料は松本 により1986年1月 バンダ湖
より採集 し、氷冷 しなが ら持ち帰り、7℃ 、
または22℃ で平板培養法 によ り分離 した。
その結果、水深30mの 地点よ りグ ラム陰性
の好気性桿菌3B,3G株 を、69m地 点 よ
りグラム陰性の好気性球菌13A-F株 を得
た。3B,3G株 は25℃ 以上では 生育で き
ず、好冷性を示 した。13A株 は0-36℃
で よく生育でき、耐冷性 を示 し、 また,培 地
に10%NaCl濃 度 を加 えても良 く生育で
きるので、耐塩性も持 っていた。表1に 示す
ように、 桿菌3G株 、球菌13A株 はオ レイ
ン酸などの不飽和脂肪酸をそれぞれ69%、
88%含 んでいた。水深5-30mか らは酵
母菌　Candida　 sp.　T-005,　T-009　 株 を分離 し
た。 これ らの株はブ ドウ糖は じめ多 くの糖類
に対 して発酵能が あり、胞子形成は認め られ
なか った。生育温度は3-25℃ で、 最適温
度は15℃ であった。培地に3-10%のN
aClを 加えると、 ほ とん ど生育 しない こと
から、 これ らの株は好冷性を持 って いるが、
耐塩性は持っていない と思われる。 これ らの
結果 はバ ンダ湖の生育環境 とほぼ一致 した。
T-005、T-009株 はそれぞれ81、85%の 不
飽和脂肪酸 を含んでいたが、 その うち リノー
ル酸は37%に 達 した。








































*　 Candida　 albicans　 IAM　 4966
#*16:1+16:2




Plant　 remains　 and　 related　 substances　found　 in　 an　 Antarctic　lake　 sediments
秋山 優(島 根大)林 正久(島 根大)松 本 源喜(東 大)三 浦 清(島 根大)
M.AKIYAMA(Shimane　 Univ.).M.HAYASHI(Shimane　 Univ・).G・MATSUMOTO(Univ・T・kY°}
and　 K.MIURA(Shimane　Univ.)
Btyophytan　 protonena　 and　 diatom　 shells　 including　 Achnanthes　and　 Pinnularia
were　 found　 in　 the　 laminated　 muddy　 sediments　originated　 from　 old　 bottom　 mud
of　 the　 Lake　 Richardson　near　 Mt.Riiser-Larsen,　Antarctica.　 Crystals　 of　 vユvl-
anite　 and　 PYrite　 were　 a1・ 。　 f・und　 b。th　 in　 the　 mat・ices　 。f　 dep。sits　 and　 th?
surface　 of　 laminae.On　the organic　 substances　originated　 from　 these　 aquatユc
bryophYtan　 protonema　 and　 diatoms.　 we　 could　 detected　 chlorophyll　derivativ-
es　 and　 certain　 hydrocarbons　and　 fatty　 acids.　 Among　 them　 long-chain　n-alka-
nes(>C20}may　 come　 from　 mosses　 and　 it　 is　 possible　 that　 short-chain　(<C20)n-
alkanoic　 acids　 come　 from　 diatons.
南 極 は そ の 温 度 環 境 か ら 考 え て 、 有 機 物 の
分 解 過 程 が 地 球 上 の 他 の 地 域 よ り 極 め て 緩 慢
で あ る こ と が 予 想 さ れ る 。 こ の こ と は 、 生 態
学 的 に み て 単 に 物 質 循 環 の 速 度 が 遅 い と い う
だ け で は な く 、 そ の 分 解 中 間 産 物 の 存 在 時 間
が 長 い こ と か ら 、 そ れ 等 の 果 た す 生 態 学 的 役
割 も 他 の 地 域 と は 著 し く 異 な っ て い る こ と が
考 え ら れ る 。 ま た 一・方 、 分 子 化 石 と し て の 残
存 率 が 著 し く 高 い こ と に 加 え て 、 南 極 の 生 物
相 の 単 純 性 か ら 考 え て 、 古 生 物 学 な ら び に 古
生 態 学 上 の バ イ オ マ ー カ ー と し て の 有 機 物 の
研 究 に 寄 与 す る と こ ろ が 大 き い 。
演 者 ら は 最 近 南 極 大 陸 のAdamsフ ィ ヨ
ー ル ド に 近 いRiiser-Larsen山
麓 のRichardson湖 に 由 来 す る 、 古
湖 底 堆 積 物 と 考 え ら れ る 試 料 を 得 た の で 、 そ
の 生 物 な ら び に 地 球 化 学 的 分 析 結 果 を 報 告 す
る 。
採 取 さ れ た 試 料 は 、 現 在 の 湖 沼 に 流 入 す る
小 河 川 に 沿 っ1て 沿 岸 部 に 陵 立 す る 壁 面 に 形 成
さ れ た 、1～2mm程 度 の 多 数 の ラ ミ ナ 状 の
構 造 を 持 っ た 堆 積 物 で 、 肉 眼 的 に は 茶 な い し
は 灰 褐 色 を 呈 し て お り 、 顕 微 鏡 的 に は 多 数 の
コ ケ 植 物 の 原 糸 体 お よ び 淡 水 性 の 珪 藻 で あ る
Achnanthe　 s,　 Pinnular-
iaな ど の 珪 藻 殻 が 認 め ち れ た 。 ま た こ れ ら
の 珪 藻 殻 中 に は 萎 縮 し た 色 素 体 の 残 存 物 が 見
ら れ る ほ か 、 コ ケ 植 物 の 原 糸 体 の 場 合 、 緑 色
の 色 素 体 に は 、 ヨ ー ド 反 応 に よ る で ん ぷ ん の
存 在 が 認 め ら れ た 。 ま た 堆 積 物 の ア セ ト ン 抽
出 物 の 吸 光 特 性 か ら も ク ロ ロ フ ィ ル の 存 在 が
認 め ら れ た 。 ま た 堆 積 物 中 の 炭 化 水 素 な ら び
に 脂 肪 酸 に つ い てGCマ ス ス ペ ク トル に よ る
分 析 結 果 、 炭 化 水 素 に 関 し て はC15～C2
0の 物 質 が 検 出 さ れ た 。 こ れ 等 の 中 で も 特 に
C21お よ びC23が 顕 著 で あ っ た 。 ま た 、
脂 肪 酸 に つ い て はC10～C18の 物 質 が 検
出 さ れ た が 、 そ の 中 で はC16,C20お よ
びC22が 顕 著 で あ っ た 。 こ れ ら の 物 質 な ら
び に 顕 微 鏡 的 組 成 か ら 考 え る と 、 比 較 的 長 鎖
のC20以 上 のn-alkanesは コ ケ 植
物 に 由 来 す る も の で あ り 、C20以 下 の 短 鎖
のn-alkanoic　 acidは 珪 藻 類
に 由 来 す る も の と 推 論 で き る 。
こ の ほ か 堆 積 物 中 に は 多 量 のVivia-
niteお よ びPyriteの 結 晶 の 存 在 が
確 認 さ れ た 。 こ の こ と は 、 初 期 堆 積 物 中 に か
な り の 生 物 由 来 の 燐 の 存 在 が あ り 、 さ ら に 還
元 状 態 下 で の 堆 積 環 境 で あ っ た こ と を 示 唆 す
る も の で あ る 。 ま た 現 在 の 陸 地 化 し た こ の 堆
積 物 中 に 含 ま れ る 可 溶 態 の 燐 に つ い て み る と
、 他 の 南 極 土 壌 に 比 較 し て 著 し く 高 い 値 が え
ら れ た 。
ま た こ の よ う な 湖 底 堆 積 物 由 来 の 土 壌 成 分
が 植 物 に 対 す る 生 態 的 な 影 響 と し て て 、 土 壌
の メ タ ノ ー ル 抽 出 物 を 用 い た 藻 類 の 生 長 に 対
す る 効 果 を 検 討 し た 結 果 、 著 し い 阻 害 効 果 の
あ る こ と が 確 認 さ れ た 。 し か し そ の 要 因 が ど
の よ う な 物 質 に よ る も の で あ る か に つ い て は
十 分 な 検 討 は で き な か っ た 。
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 THE PROCESS OF COLONISATION IN ANTARCTIC TERRESTRIAL AND 
FRESHWATER ECOSYSTEMS
J C ELLIS-EVANS and D W  H WALTON 
British Antarctic Survey, Madingley Road, Cambridge 
CB3 OET, United Kingdom
Severe and depauperate ecosystems provide excellent sites 
for studies of  colonisation. Energy and resource 
limitations act as effective filters to establishment and 
development of communities. Propagule availability must 
be considered from both local and long-distance sources 
with consequent effects on dispersion and viability. 
Predominant emphasis on asexual reproduction in many 
groups imposes a further limitation in populations at the 
genetic level. At present little is known of the 
frequency and success of individual colonisation events 
in any Antarctic site but data from temperate studies 
allows the identification of critical factors in the 
process. These are examined in the light of current 




MICROBIAL ECOLOGY IN MINERAL SOILS FROM ANTARCTICA: THE BACTERIAL 
POPULATION AND ITS ACTIVITY IN RELATION TO ORGANIC  NUTRIENTS. 
Manfred Bolter 
Institute for Polar Biology, University of Kiel, 
Olshausenstrasse 40, 2300 Kiel, Fed. Rep. Germany
   During a comprehensive research program carried out on soils from the 
Antarctic continent (Casey Station, Wilkes Land) emphasis was laid on the 
bacterial population, its state on activity and corresponding relations to 
particulate and dissolved organic matter. The bacterial population is 
characterized by epifluorescence microscopy with regard to different size 
classes and its variability. Organic nutrients are described by particulate 
organic carbon and nitrogen, particulate carbohydrates as well as by 
dissolved amino acids and monocarbohydrates. Bacterial activity is deter-
mined by uptake and respiration of labelled glucose. 
Dominant factors for bacterial activity and  biomass production are free 
dissolved carbohydrates and amino acids in connection with total organic 
carbon and moisture content. Respiration, however,  exhibits a quite 
different pattern of variability. The most active part of the bacterial 
population are small rods of the size class 1 - 1.5 pm. 
The results are analysed by a multivariate data analysis and discussed in 




CHARACTERISATION OF PLASMIDS FROM ANTARCTIC BACTERIA 
 S  .Shivaji  ,  M  .K  .Ray and  P  .M  .Bhargava 
         Centre for Cellular & Molecular Biology 
               Hyderabad - 500  007, India
     Plasmid vectors with a marker which could be monitored 
at different temperatures would serve as handles to study the 
molecular mechanism of cold adaptation in microorganisms from 
 Antarctica. With this in view thirty different bacteria belonging 
to genera  Pseudomonas  ,  Flavobacterium   ,  Micrococcus   , Planococcus 
and Arthrobacter isolated 
cher  Oasis  ,  Antarctica we 
 mids It was present- i 
and the size  varied from 
 mids pLz4W  (4.3 
purified and  characterised 
and p4BY with  EcoR1 and 
of these  two  plasmids was 
disation using 32P labelle 
plasmids from  the hosts  r 
 llin  ,  ampicillin  , chloramph
 isolated from soil samples collected at  Schirma-
arcti a were screened for the presence of  plas-
 present- in about 50% of the isolates screened 
 ried from 4.3 kb to 85  kb  . The following  plas-
         BY p6 and p4BY (85 kb each) have been 
 aracterised . Restriction enzyme digests of p6BY 
 EcoR1 and Hind III were  identical. The identity 
 smids was further established by southern  hybri-
2P l
abelled p6BY as a  probe. Curing of these 
 ne hosts  resulted in loss of resistance to  penici-
 chloramphenicol , kanamycin and  streptomycin.
      Based on 
twelve different  res 
of this plasmid has 
not transform  I
the  results obtained from digesting pLz4W with 
 restriction enzymes a partial restriction map 
 has been  constructed  . pLz4W by itself does 
 But  , two major overlapping fragments
of pLz4W of 
and cloned in 
the origin of 
it could be  UE
 2.15 kb 
 E  .coli  .
of  replication 
 used along
and 2.98 kb could be ligated to pBR322 
 Attempts are now underway to determine 
 ion and the promoter in pLz4W so that 
 with an enzyme of  interest  .





Institute of Botany,  Jagiellonlan University, 
 ul. Lubicz 46,  31-512  Krakow
     Studies on the effect of big bird colonies on vegetation 
with particular reference to lichens were performed in the 
 Hornsund region (SW  Spitsbergen,  Arctica) and in the 
Admiralty Bay region (King George Island, South Shetland 
Islands, Antarctica). Numerous colonies of birds enrich the 
tundra in basic nutriens, essential to the growth of plants. 
Excessive concentrations of such biogenes result in the 
occurrence of a peculiar group of very interesting 
nitrophilous lichens, which are able to tolerate very high 
concentrations of N and P. Enormous amounts of bird 
excrements have decisive influence on the development of 
specific  ornithocoprophilous plant communities. Using 
phytosociological methods,  ornithocoprophiloue lichen 
communities were distinguished and characterized. Although 
many species were found in both areas, great differences 
were also found in community composition and flora.
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雪 鳥 沢 に お け る ダ ニ 目3種 の 分 布
Distribution　 of　 three　 Acari　 species　 in　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde
菅 原 裕 規(北 大 ・環 境)大 山 佳 邦(極 地研)福 田 弘 巳(北 大 ・環境)
H.　 SUGAWARA(Envir.　 Sci.,　 Hokkaido　 Univ.1,　 Y.　 OHYAMA　 (Naヒ1.
　　　　and　 H.　 FUKUDA　 (Envir.　 Sci.,　 Hokkaido　 Univ.)
Inst.　 Pola　 Res.)
Ecological　 distribution　of　 Ant二arcヒicola　 !11eyg1」,　 (Cryptostigmata)t　ユ迦 ≦Σ　erebus　 and
Nanorchestes　 antarcヒicus　 (Prostigrnata)　was　 studied　 along　 Yukidori　 Valley,
Langhovde.　 The　 disヒribution　 of　 生 　!11g)Lg!:2　 was　 nearly　 restricted　 ヒ060-180min
altitude,　 preferring　 relat二ively　 dry　 mosses.　 T.　 erebus　 and　 N.　 antarcticus　were
widespread　 along　 the　 altiヒudinal　 gradient,　 the　 former　 preferring　 the　 relatively
dry　 mosses　 while　 ヒhe　 lat二ter　 inhabiヒing　 wet二　 sites　 whether　 or　 not　 the　 mosses　 were
present.　 The　 analysis　 of　 ヒheir　 underground　 distribution　suggested　 ヒhat　 the　 key
fε!ctor　 controlling　 their　 disヒribut二ion　 was　 the　 presence　 of　 mosses　 in主!旦 皇魎 　and
T.　 erebus　 buヒ 　moisヒure　 in　 N.　 antarcticus.
[緒 言]
昭 和基地 周辺における陸上 生態系の 調査研究 は、コケ、地
衣植 物に関 して近年かな り行われている。 しか し無脊椎動物
に 関 しては、水性動物相についての報 告と、土 壌動物 である
ダニ類の分類 ・生態に関する報告が数 例あるの みで、詳 しい
生 態調査は殆 ど行われていない。 第28次 隊 は、 「陸上生
態 系構造の研究」5ヵ 年計 画の2年 次 に当たり、 ラン グホプ
デ 、 スカル ブスネス、 スカー レン、ルン ドボー クスヘ ッタ、
アム ンゼ ン湾な どの大陸露岩域で動植 物の生態 調査を行 った。
これ ら露岩域の中で、 ラン グボブデ雪 鳥沢は、全長約2.3
Km、 源頭か ら河口 までの標高差約200m余 りの小 さな沢
ではあ るが、特に動植物が豊富であ り、南極露 岩域の陸上生
態 系構造の解明に最適な胴査地である。 本調 査では 、昭和
基地周辺では未記録の隠気門 ダニ類1種('Antarcticola
!Lg)1g!Lt)及 び前気門 ダニ類4種 　 ('Nanorchestes亜 －
arcticus　 ・工魍!⊆≧旦ミ　erebus、　 工〉!gdggs　sp・　、　　 且且1幽 ミsp・)
を雪鳥沢 より採集 した。 今回は、 これ ら5種 の うち優占3
種(*)に ついて、(1)雪 鳥沢源頭 域から河 口域に かけ て




(調査地)雪 鳥沢 を縦断面で見 ると、雲鳥池か ら源頭 域にか
けての上流域はやや なだ らか な斜面 とな ってい る。雷 鳥池 よ
り真 ゴケ平 までの中流域は急斜面で、3m四 方 もある大石が
かな り見 られ、それ より下部の下流域は緩斜面 とな る。 コケ
類は雪鳥沢 全域に、地衣類は 中流域か ら上流域 にかけて分布
す る。上流 域のSt.5、 中流域のSt.11、 下流 域のS
t.17の 周辺には夏期で も消失 しない スノー ドリフトが見
られ る。
(調査D調 査は1987年12月 上旬から1988年1
月上 旬にか けての夏期に行われた。 雪鳥沢源頭域か ら河 口
域 まで10ス テーシ 目ンを設け、各 ステーシ 目ン内に10の
微小生息場所 を決め てサンプルの採集 を行 った。微小生息場
所は 、沢の 中央部か ら端部へかけて、(1)湿 った砂(藻 類
を含 むこと もある)と 石の下 の砂、(2)湿 った コケと コケ
の下の砂 、(3)乾 いたコケとコケの下の砂、(4)乾 いた
砂 と石 の下 の砂、(5)斜 面 の砂 と石の下の砂 と言 った よう
に 、湿性か ら乾性 への水分傾度に沿 って区分 した。 この調
査は定性面 を重視 し、 コケ、砂 ともに微小生息場所 ごとに数
地点 よりランダムに採取 して 、総重量が各 々約300g、 約
500gと な つた ものを1サ ンプル とした。
(調査　 ll)調 査 は源頭近 くの上流域(St.2)と 中流
域(St.13)の2地 点で 行われた。 調査 日は、各 々
1988年1月6日 と5日 と した。 採集は(調 査1)で
区 分 した(1)湿 った砂 、(2)湿 った コケ、(3)乾 いた
コケ、(4)乾 いた砂の4つ の微小生息場所で行われた。
定量的に調査 するために、各地点 とも表面積が10×10
c　m2　 で深 さ6cmま でを3サ ンプル採取 し、 さらに1サ ン
プル を2cm刻 みに3層 に分け てサプサ ンプル とした。ただ
し、 コケが1cm以 上 の厚みの ある場合は コケのみ を別に採
取 し、以後 同様の方法 でサンプル を採取 した。 環境条件 と
して水分含有率の算 出と地 中温度の測定 を行 った。
[結 果]
(調査1)3種 の ダニは、雪鳥沢源頭域か ら河 口域にかけ
て、異な る分布傾向 を示 した。N魍 は標高60mか
ら180mの 間に分布域が限 られていたのに対 して 、T.
erebus　 と　 1L　antarcticus　 Cま上流域か ら下流域にかけて
広 く分布 し、後者は特にSt.5と17の2ス テー シ 目ンで
相対 的に多数採集 された。環 境選 好性 をみ ると、主 魍
とL　 erebus　 の2種 は、相対的 に乾燥 したコケを特 に選好
していたの に対 して、　1L　antarcticus　 は コケ、砂 と もに、
湿 った環境 を好 む傾 向を示 した。
(調査　 ll)湿 性 か ら乾性 への水分傾度に沿 った定量的な
水平分布胴査 において も、3種 の ダニは異な る傾向 を見せた。
N哩 亘 は標高約50mのSt.13か らは採集 されなか
つた。 また、St.2で は この種の総採集個体数の94%が
乾いた コケか ら得 られ た。　 !erebus　 も 生 魍 と
同様に、他の微小生息場所か らの 出現率 と比較 して 、乾 いた
コケでの出現率が両 ステー シ 日ンにおいて高か った。N .
antarcticus　 は、両 ステー シ 日ンと も乾いた コケ以外の微
小生息場所において90%以 上の優占率であ ったが、特に湿
った砂及び コケに集中的に分布 していた。3種 の間で深度
分布に も相違がみ られ、 ム.魍 と!　 erebus　 の2種
は、水分 ・地 温の変化に も関わ らず、 コケに集中 していた。
一方 、　1L　antarcticusは 砂や コケの乾 燥に反 応 して、水分
の相対 的に 多い層に集中する傾向 がみ られた。
[考察]
西南極に おける、隠気門ダニ類 と前気門 ダニ類の食性に関
す る過去の調査結果 から推察す ると、雪鳥沢に沿 ったA.
魍 の分布は、食物 と しての地衣類の分布が中流域か ら
上流域に限 られて いること、 さらには、地衣類の栄養源 を供
給 してい ると思われ るユキ ドリの営巣場所が地衣類 と同様な
分布を示す ことな どか らみて、 これら との間に何等かの相関
があ ると考え られた。　 N　 antarcticus　 は藻類 を主な食性
と している ことか ら、湿 った環境を好 むのであ ろう。 また、
雪鳥沢 に沿 っての二山分布は、水分を供給す るスノー ドリフ
トが夏の 間 も消失 しな いため と考 えられた。　 T.　erebus　は、
水分含有率 の極端 に低い コケ(O.3%)か ら相対的に乾 い
たコケ(10%)ま でで多数得られてい ることか ら、乾燥 に
対す る耐性 の高 い種 と考えられた。 今 後、 これらダニ類 の




南 極 産 ク マ ム シ 一 種 の 耐 凍 性
Fros七 －resistance　 of　 七he　 ↑ardigrade　 in　 An七arctic　 Region.
丹野皓三(北 大 低温研)菅 原裕規(北 大環境研)福 田弘巳(北 大環境研)大 山佳 邦(極 地研)
k.　 Tanno(Low　 Temp.　 Sci.,　 Hokkaido　 Univ.).　 H.　 Sugawara(Env.　Sci・,　 Hokk ido　 Univ・)
　 　　 　　 　 　　 　H.　 Fukuda(Env.　 Sci.,　 Hokkaido　 Univ.),　 Y.　 Ohyama(NIPR)
We　 obtained　 fresh　 water　 algae　 from　 An七arctic　 region　 in　 January,　 1987.　 The　 material　 of
fresh　 "'ater　 atgae　 was　 fro2en　 at　 -20°C,　 and　 was　 brought　 back　 in　 frozen　 sta七e　 to　 our
instit,ut.e　 of　 Japan.　 Very　 active　 forms　 of　 tardigrade　 were　 found　 in　 algae　 after
thawing.　 More　 than　 80X　 of　 individuals　 of　 tardigurade　 was　 able　 to　 survive　 after
thawing　 from　 very　 slow　 free2ing　 (2℃/day)　 to　 temperature　 of　 -40℃.
温 帯 に 分 布 す る ク マ ム シ ・ ワ ム シ、 線 虫 の
中 に は、 冬 期 に 強 い 耐 凍 性 を 示 す も の も あ る
が、 活 動 期 で あ る 夏 に は、 耐 凍 性 が な く、 凍
結 す る と 死 に 至 る の が 普 通 で あ る。 一 方 極 地
に 分 布 す る 種 で は、 活 動 期 に お い て も 強 い 耐
凍 性 を 示 す も の が ワ ム シ の 一 種 で 知 ら れ て い
る。
今 回 菅 原 は 第28次 越 冬 隊 に 参 加 し、 ク マ
ム シ 等 を 含 む 藻 類 を1月 上 旬 に 雷 鳥 池 の 付 近
で 採 取 し た。 こ れ を`20℃ の 冷 凍 庫 に 入 れ、
以 後 日 本 に 持 ち か え っ た 後 も こ の 温 度 に 保 っ
て お い た。+5℃ で 融 解 す る と、 ワ ム シ や 線
虫 と と も に、 ク マ ム シ が 多 数 生 存 し て い た。
し か し 生 存 率 は50%弱 で あ っ た。 ク マ ム シ
の 生 存 個 体 を 藻 類 か ら 分 離 し、 蒸 留 水 を 加 え
24時 間 で2℃ つ つ、+5℃ か ら 一40℃ ま
で 冷 却 し た。 特 に 植 氷 し な く て も 一4℃ ま で
に す べ て の 資 料 は 凍 結 し た。-40℃ ま で 冷
却 し て も、 融 解 後、80%以 上 の 個 体 が 生 存
し て い た。
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Ground　 conditions　 of　 the　 habitat　 for　 moss　 vegetation　 at　 some　 sites
near　 Syowa　 Station,　 East　 Antarctica.　 1
斎 田 孝 艮(索 化 大 ・三星・ノ＼甲西ム)
Y.　 MOCHIDA　 (Tohoku　 Univ.　 Mt.　 Hakkoda　 Bot.　 Lab.)
Ground　 conditions　 of　 the　 habitat　 for　 moss　 vegeta七ion　 and　 some　 other　 enviromental　factors　 as　 followed
壷・・e　 investig・t・d;　1)　 ・ir　 and　 g・ ・und　 t・mp・ ・ature,　 2)　 ・・ter　 c・ntent・ 　(°1。)　 ・f　 ・。ss　 c・1・ ・y　 and　 g・ ・und
surface　 materials,　 3)　 topographical　and　 vegetational　profiles,　 4)　 distribution　of　 moss　 communi七ies
and　 ground　 surface　 materials　 and　 5)　 dis七ribution　of　 now　 depth.　 Following　 three　 ground　 surface　 condi-
tions　 were　 essential　 for　 the　 habitat　 of　 moss　 vegetation;　1)　 10gg d　 with melt-water　 in　 summer,　 2)　 cov-
ered　 with　 fine-grained　material　 and　 3)　 unmoving　 material.
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南 極 に お け る蘇 類 の 光合 成 測定
岡easurements　 of　 photosyn七hesis　 of　 mosses　 in　 Antarctica
伊 野 良 夫(早 大 ・教 育)神 田 啓 史(極 地 研)大 谷 修 司(極 地 研)
Y.1no　 (Waseda　 Univ.),　 H.Kanda　 (NIPR)　 and　 S・Ohtani　 (NIPR)
　 Photosynthetic　 rates　 and　 dark　 respiration　 rates　 of　 rnoss　 communities　 in　 Langhovde
(69°15,S,39°44,E)　 were　 measured　 with　 assimilation　 chambers　 and　 IRGA　 for　 the　 est,imation
of　 primary　 production　 and　 the　 study　 of　 adaptatiol)　 七〇　severe　 environment.　 Samples
measured　 in　Antarctica　 were　 sent　 to　 Japan　 infrozen　 state,　 -20°C,　 and　 their　 photo-
synthetic　 rates　 and　 dark　 respiration　 rates　 were　 measured　 again　 in　 the　 laboratory　 of
Waseda　 University.
Photosynthetic　 rates　 measured　 in　 しanghovde　 depended　 mainly　 on　 radiation　 intensity.　 Net
photosynthetic　 rates　 became　 minus　 at　 the　 midnight　 hours　 of　 mid-January.　 Optimal　 ternpera-
ture　 ranges　 in　photosynthesis　 were　 from　 ca.5　 t、o　l6°C.　 After　 defrostation,　 the　 responce
pattern　 to　 radiation　 or　 七emperature　 did　 not　 change　 before　 free2ing　 but　 the　 rates
changed　 slightly.
こ の 研 究 は 東 南 極 リ ュ ッ ツ ホ ル ム 湾 の 露 岩
帯 の ひ と つ で あ る ラ ン グ ボ ブ デ(69°14'40"S,
39°43'30"E)で ユ キ ド リ 沢 陸 上 生 態 系 の 一 次 生
産 量 を 推 定 す る た め に 行 わ れ た。
測 定 は3項 目 か ら な る。
1.1988年1月 に ユ キ ド リ 沢 流 域6ヵ 所 で 約
20点 の 試 料　(Cerat.odon　 purpureus,　 Pott,ia
heimii,　 Bryurn　 argentilJm,　 Grimmia　 Iawia「)a
)を8日 間 に わ た っ て 採 取 し た。2台 の 携 帯 用 光
合 成 測 定 装 置 と1セ ッ トの 据 置 型 赤 外 線CO2分
析 計 を 使 用 し て、 採 取 後 た だ ち に そ れ ら の 緑
色 部 の 光 合 成 を 自 然 光 の も と で 、 定 温 ま た は
外 気 温 追 従条 件 で 測 定 し た。 自 然 状 態 に ち か
い 光 合 成 速 度 を 求 め る こ と が 目 的 で あ る。
2.1月16日 に ユ キ ド リ 沢 と ヤ ツ デ 沢 の 問 に
あ る、 ま ご け 平(仮 称)で 諸 生 育 状 態 に あ る 試
料(Ceratodon　 purpureus)　 7点 を 取 り、 そ の う
ち5点 に つ い て 「し ら せ 」 観 測 室 で 据 置 型 分
析 計 を 使 用 し て 光 合 成 に 関 し て の 最 適 水 分 保
持 率 を 求 め た。 そ の 後 に 、 数 段 階 の 光 強 度 の
も と で 温 度 を 変 え な が ら 光 合 成、 呼 吸 速 度 を
測 定 し た。 こ の よ う な 定 条 件 で の 測 定 は 現 地
で 継 続 測 定 し て い る 微 気 象 の デ ー タ と あ わ せ
て 長 期 間 の 一 次 生 産 量 を 計 算 す る た め に 必 要
で あ る。
3.こ れ ら の 試 料 は 一20°Cで 凍 結 さ せ て 日 本
に 持 ち 帰 り、2と 同 じ 条 件 で 光 合 成 を 測 定 し
た 。 こ れ は 凍 結 の 影 響 を 調 べ る た め で あ る。
今 回 は、 現 在 ま で に 検 討 さ れ た 結 果 に つ い
て 発 表 す る。
現 地 で 自 然 光 を 利 用 し た 測 定 で は、 光 合 成
速 度 は ほ と ん ど 光 強 度 に 依 存 し て い た。1月
中 旬 の 真 夜 中 の 光 強 度(30μmo1・m'2・s"1以 下)
で は 純 光 合 成 速 度 は マ イ ナ ス で あ っ た。
ま ご け 平 で 採 取 し た 蘇 類 の 光 合 成 は500～
1500μmo1・m,2・s-1の 光 強 度 で 飽 和 に 達 し た が 、
温 度 が 高 い ほ ど 強 光 が 必 要 で あ っ た。 飽 和 速
度 は10°Cで100～200mgCO2・m-2・h-1であ っ た。
光 合 成 の 最 適 温 度 は す べ て の 試 料 で 低 くは な
く、15°Cく ら い の も の も あ っ た。 呼 吸 は か な
り 大 き く、 温 度 の 上 昇 に と も な っ て 著 し く高
ま っ た。
-20°Cで 凍 結 さ せ、 約6カ 月 後 に 同 じ測 定 装
置 、 方 法 で 光 合 成 、 呼 吸 を 測 定 し た 結 果 、 光
強 度 、 温 度 に 対 す る 反 応 は 採 取 直 後 に 測 定 し
た 結 果 と き わ め て よ く 似 て い た が、 そ れ ら の
速 度 は 必 ず し も 一 致 す る も の で は な か っ た。
ま た、 凍 結 に よ っ て 光 合 成 、 呼 吸 速 度 が 抑 制
さ れ た と い う 傾 向 は 見 い だ さ れ な か っ た。
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冷 凍 保 存 した 南極 産 地 衣 類 か らの組 織 培 養
Tissue　 cultures・ ・of　some　 Antactic　 lichens　 preserved　 in　 the　 refrigerator
吉村 庸(高 知学短大)黒 川禎子(高 知学短大)神 田啓史(極 地研)
1.　YOSIII岡URA　 (Kochi　 Gakuen),　 T.　KUROKAWA　 (Kochi　 Gakuen),　 H,　KANDA　 (NIPR)
Cultured　 lichen　 tissues　 were　 obtained　 from　 the　 refrigerated　 thalli　 of　 the　 following　 six　 Antactic　 species
。f　 lichens:ひ5れ θαsu己 伽 γθα,　Us.　 antactica,　 A己ectoγia　 minuscuta,　 Umbiticaria　 decussata,　 Um.砂 γ{nα,　 and
Rlti20carpon　 ∫lavurt.　 These　 lichens　 have　 been　 preserved　 in　 the　 refrigetator　 at　 below　 -20　 ℃　 for　 nearly　 5
years　 after　 collecting,　 Growth　 curves　 of　 cultured　 tissues　 of　 the　 last　 3　Antactic　 lichens　 at　 different
temperature　 (5℃ 　and　 15　 ℃)　 are　 presented　 in　 Figure.　 Among　 three　 species,　 Um.　 decu∬ αtαgrews　 slowest,　 and
it　 grows　 scarcely　 better　 at　 5℃ 　 than　 at　 15　 ℃.　 On　 the　 contrary,　 the　 other　 t脚o　species　 grow　 much　 better　 at
l5　 ℃　 than5　 ℃.　 Cultured　 tissues　 of　 Um.　 apγina　 grows　 well　 as　 same　 as　 those　 of　 t栂o　 te叩erate　 Japanese
lichens,　 {ノm.　nntehlenbeγgii　 and　 {ノm.　Pen5ytvanica.
演 者 ら は 地 衣 類 を 未 分 化 組 織 の ま ま で 培 養 し 、
そ の 生 理 的 な 性 質 を 実 験 的 に 明 ら か に す る 研
究 を 開 始 し た 。 ま ず 、 極 地 研 究 所 の 冷 凍 庫 に
長 期 間 保 存 さ れ て い た 、 主 と し て 昭 和 基 地 付
近 で 採 集 し た 地 衣 の 資 料 か ら 、 培 養 組 織 を 誘
導 す る こ と が で き た 。 ま た 、 同 時 に 南 極 産 地
衣 類 の 培 養 組 織 の 生 育 に 及 ぼ す 温 度 の 影 響 も
実 験 的 に 確 か め た の で 報 告 す る 。
〔方 法 〕 組 織 培 養 を 試 み た 南 極 産 地 衣 は 以 下
の6種 で あ る 。 ① 　Usnea　 sutPhurea　 (K6n.)
Th.　 Fr.　 ② 　Usnea　 antactica　 Du　 Rietz.　 ③
Atectoγia　 minuscuta　 (Nyl,　 ex　 Arn.)
Degel,　 ④Umbiticaγia　 decussata　 (VilL)
Zahlbr.　 ⑤　 Umbiticaria　 aPγina　 Nyl.⑥
RhizocarPon　 ∫tavum　 Dodge　 &　Bak.な お 、 ④
⑤ ⑥ の3種 の 地 衣 類 に つ い て は5℃ と15℃ の
異 な る 温 度 条 件 に お け る 生 育 量 を 測 定 し た 。























muehlenbergiiとU.　 Pensytvanica　 の培 養 組
織 の生 育 を同一 条件 で測定 し、 比較 した。
〔結果 〕① 実施 した全て の地衣 か ら培養 組織
の誘導 が出 来た。 この結果 一20°C以 下 で の
冷 凍保存 に よ って 、採 集後 かな りの 時間 経過
の あ った もので も地衣 の培養組 織 の 誘導 が可
能 なこ とが判 明 した。③3種 類 の南 極産 地 衣
類 と日本産 地衣 類2種 の5℃ お よ び15℃ に お
ロ
け る 成 長 曲 線 を 図 に 示 し た 。 ④ 南 極 産 地 衣 類
の な か に はUmbiticaγia　 decussata　 O)よ う に
極 端 に 生 育 量 が 少 な い 種 類 が み ら れ る 。 こ の
種 類 で は5℃ の 条 件 が 、15℃ よ り も 生 育 が 僅
か だ が よ い 。 ⑤Umbiticaria　 decussata　 を 除
き 、 南 極 産 の 地 衣2種U.　 aPrina,
RhizocaγPon　 ftavumで は5℃ よ り も15℃ の ほ
う が よ く生 育 す る 。 ⑥ θ.帥 γ纐 α め 生 育 状 態
は5℃ 、15℃ と もC1日 木 産 の2種 の










4 8 12　 weeks
ひntbiticar{a　 aPγina　 Umbiticaria　 (tecussata　Rhiz・Cα ゆ㎝ ∫1ω岨
Growth　 of　 three　 Antactic　 lichens　 in　different　 temperature　 (5℃ 　&　 15℃)
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GRAZING RATE AND PARTICLE SIZE SELECTION BY DIAPHANOECA 
GRANDIS FROM THE SEAICE OF LAKE SAROMA, HOKKAIDO
Harvey J. MARCHANT 
Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, 
Tasmania, 7050, AUSTRALIA
 Choanoflagellate protozoa are an ubiquitous and conspicuous 
 constituent of marine environments, particularly in polar 
 regions. They apparently feed  principally on bacteria but have 
 also  been reported to ingest pico- and nanoautotrophs as well 
 as detritus. To investigate their role in ice-covered marine 
 environments, grazing rates of different sized particles by 
 the loricate choanoflagellate, Diaphanoeca grandis, from Lake 
 Saroma were measured. This species also occurs throughout the 
 year at Antarctic coastal sites. The organisms  were  cultured 
 at -1°C. For experimental work they were incubated at  0°C in a 
 suspension of fluorescent carboxylated latex  microspheres 
i 
 (fm), treated with bovine serum albumin, at concentrations in
 the order of  104 - 107  fm.m1-1 and sampled at various times 
 when the number  of microspheres incorporated by the cells was 
 counted using a fluorescence microscope. Separate time-course 
 incubations were made using microspheres  0.25pm,  0.50p.m. 
 1.971.im in diameter. I was able to show that the feeding 
 rate was influenced by the diameter and concentration of the 
 -
microspheres. D. grandis was not able to ingest microspheres 
 larger than  11.tm. Uptake rates varied from 0.17 -  2.4fm.cell-
 1 .hr-1 which correspond to clearance rates of 0.1 - 2.5 nl. 
 ce1171.hr-1, depending on the size of microspheres being 
 grazed. These data will be discussed in relation to grazing 
 rates of other protozoa, food availability in under-ice 
 environments and their abundance in polar marine ecosystems.
 —1
2FAUNA AND ECOLOGY OF  EUPHAUSIIDS LARVAE OFF THE ANTARCTIC 
PENINSULA AND ADJACENT WATERS' 
Makarov  R.R., Menchenina Spiridonov  V.A. 
All-Union Research Institute of Marine  Fisheries and 
Oceanography (VNIRO), Moscow 107140 
   The material includes samples from  three,summer surveys 
(December-Febrary, 1976-79) and two more restricted (only from 
the eastern  part,of the region) autumn ones (April-May,1981  - 
82).:Larvae of  E.frigida and  Estriacantha  (particularly) were 
 restricted within the northern,  oceanid part of  the  region 
and corresponded with the Antarctic circumpolar current  (ACC) 
waters  distribution. Larvae of  E.superba were most abundant 
and were found at the shelf and  elope areas, where  waters of 
high-latitude origin and waters of the frontal zone were 
distributed. The observed seasonal differences of the  *stage 
composition and various distribution patterns suggest the 
presence of  the? eastwardly directed drift,  as,  well as swar-
ming of the larvae along the frontal zone,  Larvae of 
T.macrura were  'found in  all types of  the  .waters. Within the 
intermediate (confluence) zone these larvae were most  scanty 
and young than anywhere in summer. In distinction from the 
last two species, larvae of  E.crystallorophias were abundant 
only at the southwestern inshore  subregion.  JUdging,IV 
larval distribution pattern, the spawning grounds of the 
species spreads to  the Southout of  the  .inyestugated area up 
to the  Cheroot  Land  and-the Alexander  I  Land.-The local 
population of  E.crystallorophias in  thejtransfield Strait 
and adjacent waters  is not  numerous and must  be dependent. 
   The breeding and developing conditions for  the larvae 
near the shore are particularly complex and various. There 
are notable decrease  of the larval  abundanoe.:(cf ll  species) 
and a strong contrast of stage  compositions,  in the Palmer 
archipelago  region.  Larvae'.  are older to  the  North-East than
2
to the  South-West from this region. The differences in 
stage compositions correspond to the regional differences 
 of the spawning season onset. The earliest beginning of 
 E.superba spawning season was observed in the middle  of. 
 November  "and the middle of December for eaoh subregion 
correspondingly. T.macrura begins to spawn in the middle of 
 botober and the  middle'of November. Breeding season of 
T.macrura begins at the same time in  ACC waters and inshore 
waters of the Bransfield Strait, if the quick development 
of plankton takes place in the last region. 
   The succession of spawning season beginning is  usuall. 
for examining species. In the oceanic zone (ACC)  T.macrura 
begins to spawn after  E,frigida. In the  inshore  •  waterd.the 
sequence of the spawning  beginning is the  followings 
 T.macrura,,E.crystallorophias and then  E.superba. '
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3THE DISTRIBUTION AND ABUNDANCE OF ADELIE PENGUINS 
 BREEDING.IN PRYDZ BAY,  ANTARCTICA
Michael D.  WHIIEHEAD and Gavin W. JOHNSTONE
Biology Section, Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, 
Tasmania 7050, Australia
     Accurate knowledge of the number of any predator species in a region is 
necessary to calculate the prey resources required to sustain the population. Prydz 
Bay is an area of high seabird abundance, in which the Adelie Penguin, Pygoscelis 
adeliae, is an important component. 
     This paper describes the distribution and abundance of Adelie penguins 
breeding between the northern Vestfold Hills (68°38'S, 78°32'E) and the 
Publications Ice Shelf (69°38'S, 75°20'E), along the Ingrid  Christen,sen Coast of 
Princess Elizabeth Land. These data were calculated from an aerial photographic 
survey of the region during November and December 1981.
    At least 42 of the islands in this region and an area of the Vestfold Hills coast 
contained breeding concentrations of Adelie penguins. The population was 
estimated to contain approximately 534,000 breeding pairs. 
    The size of the population is discussed in the context of the estimated global 
stock, and factors influencing the observed distribution are discussed.
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4ノ ー ト ン サ ウ ン ド の 繁 殖 地 に お け る ウ ミ ガ ラ ス と ミ ツ ユ ピ カ モ メ の 日 周 活 動 性
Daily　 activity　 patterns　 of　 Common岡urres　 and　 Black-legged　 Kittiwakes　 at
　　 　　　　　　　　 the　 breeding　 coloBY　 in　 Norton　 Sound,　 Alaska.
綿 貫 豊 ・ 内 藤 靖 彦(極 地 研)　 ・　P.　 McRoy、 　 J.　 Schauer　 (ア ラ ス カ 大)
Y・　 Watanuki,　 Y・　 Naito　 〈NIPR>,　 P.　 McRoy　 (IMS>,　 」.　Schauer　 〈Alaska
Univ.　 Dept.　 Bio1.,　 Wildl.)
Diets　 for　 chicks　 and　 daily　 activity　 patterns　 of　 Common　 Murres旦Li」 豊 凶 ≧
and　 Black-legged　 Kittiwakes　 Ri鎚IL輌　were　 studied　 at　 Bluff,　 Norton
Sound・ 　 Alaska・ 　Common　 Murres　 delivered　 blennies　 to　 their　 chicks,　 usually　 in　 the
afternoon　 with　 the　 max.　 estimate　 of　 foraging　 time　 of　 3.5　 hr.　Black-legged
Kittiwakes　 delivered　 sandlance　 to　 their　 chicks　 at　 any　 time　 of　 day　 with　 the　 max.
estimate　 of　 foraging　 time　 of　 5.O　 hr.
ウ ミガ ラ ス　Uria幽 旦 と ミ ツ ユ ピ カ モ メ
Rissa　 tridactyla　 は 北 太 平 洋 北 部 及 び 北 大 西
洋 北 部 に 広 く分 布 す る 海 鳥 で あ る。 温 帯 、 冷
温 帯 域 に お け る両 種 の 成 鳥 の 食 性 、 雛 の 餌 、
日周 活 動 性 に つ い て の 資 料 は 蓄 積 さ れ っ つ あ
る が 、 彼 ら の 分 布 の 北 限 近 辺 で の 繁 殖 行 動 、
採 食 生 態 に 関 す る 資 料 は比 較 的 少 な い 。 今 回
「北 極 海 海 氷 域 に お け る基 礎 生 産 と エ ネ ル ギ
ー 移 動 の 時 系 列 的 研 究 」 の 一 貫 と し て ア ラ ス
カ 、 ノ ー ト ン サ ウ ン ドのBluff(64°35,N,
163°40'W)に あ る海 鳥 の 繁 殖 地 に お い て 両
種 の 雛 の 餌 、 給 餌 行 動 の 資 料 を 得 た の で 報 告
す る 。 調 査 は1988年7　 Jl下 旬 か ら8月 上 旬
に お こ な わ れ た 。12-15ペ ア の 育 雛 中 の ウ ミ
ガ ラ ス 、12-13ペ ア の 育 難 中 の ミツ ユ ピ カ モ
メ の 直 接 観 察 を12-20時 間 連 続 し て 行 い 、 こ
れ を5日 間 繰 り 返 し た 。
ウ ミガ ラ ス が 雛 に 与 え た 餌 の74%が ギ ン ポ
で あ り、 給 餌 頻 度 は 午 後 に 高 か っ た 。 雛 に 給
餌 す る た め の 一 回 の 採 食 時 間 最 大 推 定 値(巣
を 離 れ て い た 時 間)は3.5±2.9(nニ109)
時 間 で あ っ た 。 一 方 、 ミ ッ ユ ビ カ モ メ が 雛 に
与 え た 主 要 な 餌 は イ カ ナ ゴ で あ る と 考 え ら れ
(Schauer　 unpublished)、 　給 餌 頻 度 に は 明 瞭
な 日 周 性 は 認 め ら れ な か っ た 。 探 査 時 間 最 大
推 定 値 は5.0±1.9(nニ61)時 間 で あ っ た 。
表1に 示 す よ う に 、 ミ ツ ユ ピ カ モ メ の 雛 の
餌 、 給 餌 頻 度 の 日周 性 、 探 査 最 大 推 定 時 間 は
他 の 地 域 と 大 差 な か っ た が 、　Bluffの ウ ミガ
ラ ス は 、 ① ギ ン ポ を 主 に 雛 に 与 え る 、 ② 午 後
に 給 餌 頻 度 が 高 い 、 ③ 推 定 最 大 給 餌 時 間 が 極
め て 長 い 点 で 他 の 地 域 と は っ き り異 な っ て い
た 。
Tab|e　 1.　 Inしcrcolony　 diffcrenccs　 of　 (a)　 chick　 diet,　 (b)　 maximum　 estimat6　 0f
　 foraging　 timc　 (hour),　 (c)　 fecding　 rate(n/day)　and　 (d)　 time　 of　 feeding　 for
chicks　 in　 Common岡urres　and Black-legged　Kittiwakes.　　　 　 　 　　 　 一




































Re「ercnccs:　 l　Mahoney　 1979,　 2　 Birkhead　 1977,　 3　Birkhead　 &　 Nettleship　 1982.
4　11cdgren　 &　Linnman　 1979,　 5　 Pearson　 1968,　 6　 Galbraith　 1983.
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 THOST1ATI.i3S OF  ORNITHOGIOIC  SU116  [H  FIARIT1ME ANTARCTIC
     Penguins manuring during breeding seasons results on the 
coast of Maritime Antarctic in phosphatic soils formation. 
These ornithogenic soils around the current and abandoned breeding 
sites have covered a large areas on the ice free oasis and are 
a valuable source of easy available nutrients  for-the poor tundra 
vegetation. Results of soil studies carried out on King George 
Island, Antarctic Peninsula, nearby Anvers Island and on Seymour 
Island let  to make a final mineralogical conclusions: 
 Ornithogenic soils are composed  of guano layer and phospha-
tized rock zone.  In the guano layer the most popular mineral is 
 fluorapatite. On the soil surface  efflorescences and crusts of 
struvite can be often found. During a dry periods urates frequently 
occur. In one investigated place near cormorant colony guano 
deposit contains  paragenesis of  brushite  plus apatite. In the 
upper part of phosphatized rock zone a leucophosphite is the most 
common mineral, only in exceptional cases minyulite can  be created. 
In the deepest soil horizon an abundance of taranakite sametimes 
occur. Aluminium - iron phosphates /amorphous/ are popular 
everywhere throughout the whole soil profile. In the relic soils 
urates, struvite and minyulite have not been endured. However, two 
new formed crystalline aluminium phosphates are  recognized.
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6The Annual Cycle of Bacterial Numbers at an Inshore Site near th 
Antarctic Continent.
Russell C. Garrick, John A.E. Gibson and Harry R. Burton. 
Australian  Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania, Australia, 
7050.
      Bacterial numbers were monitored on a regular basis at an inshore site 
near Davis station from May, 1987 until January, 1988. Samples were collected 
 from depths between the surface and 80 metres. Numbers were low (circa 8 x 104 
- 2 x  105  cells/ml) during the winter period but rose to circa 2.5 x  105 - 8 x 
 105  cells/ml in October when more light penetrated the  sea-ice. A profound drop 
in bacterial counts occured in early November to beneath 5 x  104  cell/ml. This 
drop probably reflected an increase in the activities of bacteriophagous organisms 
such as protozoans and zooplankton. Numbers recovered in December to levels 
greater than 5 x  105  cells/ml; the increase  in numbers occurred at the same time 
as a bloom of the prymnesiophyte  .Phaeocystis pouchetii. There appeared  to be no 
drop in bacterial numbers that could be directly associated with the increase In 
population  of this alga, which is known to produce high quantities of the presumed 
bacteriocide acrylic acid. The largest numbers of bacteria (>10 x  105  cells/m1) 
were recorded in January, by which time the algal bloom was decreasing. The large 
amount of extra-cellular carbon produced by the colonial stage of Phaeocystis  
 pouchetit appeared to provide a good nutrient source for bacterial growth.
 _7
7MARITIME ANTARCTIC SOILS - A FRAMEWORK  FOR'FUTURE 
RESEARCH
D W  H WALTON and V  JUNEMAN 
British Antarctic Survey, Madingley Road, Cambridge 
CB3 OET, United Kingdom
The early stages of non-saline soil formation under polar 
conditions offer opportunities for important 
investigations of pedological processes. A review of 
present knowledge of the soils on the maritme Antarctic 
islands and on the Antarctic Peninsula shows very limited 
data. Present and future terrestrial biological research 
requires an improved understanding of mineral substrates 
and nutrient pathways in soils. The framework for future 
soils research must consider human impact and 






COLONIZATION PROCESSES IN ANTARCTIC FELLFIELD
D D WYNN-WILLIAMS 
British Antarctic Survey, Madingley Road, Cambridge 
CB3 OET, United Kingdom.
Colonization of Antarctic  fellfield soils by 
microorganisms has two phases: Firstly, the immigration, 
survival and establishment of microbial propagules 
themselves, and secondly the stabilization of the soil 
for subsequent colonization and establishment by 
cryptogams and invertebrates. Dominant amongst primary 
microbial colonizers are the  phototrophic.  cyanobacteria 
and algae which not  only introduce organic nutrients into 
the microhabitat but also have a structural function. 
This structure may provide a rich grazing ground for 
micro-invertebrates. Microbial filaments, clusters and 
 unicells frequently have mucilaginous sheaths or capsules 
which may cement  mineral grains together and improve soil 
crust stability.  The'combination of filaments and 
mucigel promotes the formation of  microbial"rafts" which 
are dispersed by wind or water to act as compound 
propagules with a diverse  mi.crobiota suitable for 
colonization of depauperate areas. The population can be 
selectively quantified by television image analysis using 
criteria of pigmentation, size and morphology.
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9
PLANT COMMUNITY DYNAMICS IN WILKES LAND, ANTARCTICA.
R.I. LEWIS-SMITH • 
British Antarctic Survey,  Madingley Road, Cambridge, CB3 OET, 
United Kingdom.
Antarctic cryptogamic communities are often remarkable for their 
uniformity in vegetation structure and floristic composition. 
Many typically exist as closely related units of vegetation in a 
continuum of variation which comprises an ecological mosaic of 
communities. Thus, specific associations of species tend to occur 
wherever a similar suite of environmental criteria prevails. 
However, many individual species are sensitive to minor 
differences in edaphic and microclimatic features of the habitat. 
This is commonly expressed in terms of sharp changes  in species 
dominance and in community structure. The spatial dynamics of the 
vegetation  is, illustrated for the Site of Special Scientific 
Interest on Bailey Peninsula near Casey Station, Budd Coast, 
Wilkes  Land.- Here, there exist some of the most extensive and 
best developed plant communties in continental Antarctica. The 
vegetation associated with various topographical features was 
analysed in contiguous quadrats along transects and its 
composition related to soil moisture, soil chemistry and 
microclimate. The change in the distribution and abundance of the 
principal bryophyte and lichen species along these environmental 
gradients reflects their ecological requirements and tolerances.
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  MICRO-INVERTEBRATE COMMUNITY STRUCTURE WITHIN A MARITIME 
  ANTARCTIC LAKE.
S J MCINNES and J C ELLIS-EVANS 
British Antarctic Survey, Madingley Road, Cambridge 
CB3 OET, United Kingdom
The data set discussed here was obtained from a transect 
across a depth profile in Sombre Lake (Signy Island, 
South Orkney Islands). The fauna is composed of 
benthonic micro-invertebrates, which are readily observed 
grazing on the surface of the cyanobacterial mats, that 
form a thin cover on the surface of the sediments. Algal 
mat composition varied in response to factors such as 
 light ,climate and ice scour. Micro-invertebrate species 
diversity was limited, but population numbers were high. 
The results indicate a degree of substrate selectivity by 
the  invertebrate community as illustrated by the 
distribution of tardigrades - a major component of the 
faunal community. Comparison is  made between samples, 
collected at the same time, which were fresh and 
preserved by freezing.
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